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1 . 試験中は監督者の注意・指示に従ってください。

2 . 解答開始の指示があるまで、この問題冊子の中は見てはいけません。

3 . 解答用紙（マークシート）には、解答欄以外に氏名、フリガナ、受験番号、入試区分、
受験科目の記入欄がありますので、監督者の指示に従って正しく記入・マークして
ください。正しく記入・マークされない場合、採点不可となることがありますので
十分に注意してください。

4 . 解答は、解答用紙（マークシート）の記入例に従って、正しくマークしてください。
マークが薄い場合や一部分しかマークしていない場合、訂正箇所を消しゴムできれい
に消していない（消し跡が残っている）場合などは、解答が正しく読み取れず採点に
影響することがあります。

5 . 問題冊子の余白は途中式等で適宜利用してかまいませんが、切り離してはいけません。

6 . 試験中に問題冊子の印刷不鮮明、ページの落丁、乱丁及び解答用紙（マークシート）
の汚れなどに気がついた場合は、手を挙げて監督者に申し出てください。

7 . 解答終了後、問題冊子は回収します。受験番号と氏名を記入してください。

8 . 数学Ⅰ・数学 A の解答上の注意は裏表紙に記載があります。監督者の指示後、この
問題冊子を裏返して読んでください。

9 . 各科目の問題は以下のページに記載されています。6 科目の中から 2 科目を選択し
解答してください。

数 学 Ⅰ ・ 数 学 Ａ　…………………　１ ～ ８
物 理 基 礎　…………………　９ ～ 20
化 学 基 礎　…………………　21 ～ 33
生 物 基 礎　…………………　34 ～ 45
英 語　…………………　46 ～ 56
現代の国語・言語文化　…………………　68 ～ 58

※国語総合は68～ 58になっていますので注意してください。

受験番号 氏名

過去問題（2025 年度）



数学Ⅰ・数学Ａの解答上の注意

1 . 問題文中の 1 ， 2 ， 3 …には，特に指示がないかぎり，符号－，数字
0 ～ 9 のいずれか一つが対応しています。それらを解答用紙の解答番号の欄の 1，
2，3，…で示された解答記入欄にマークして答えなさい。問題文中の 1 2  ，
3 4 5 などでは，複数桁の数値あるいは符号－を伴う数値で答えなさい。

例1　 6 7 8
 に－ 37 と答える場合は

解答
番号 解 答 記 入 欄

６

７

８

なお，同じ問題文中で 9 ， 10 11 などが 2 回以上現れるときは，2 回目以降は
9 ， 10 11 のように細字で表記します。

2 . 分数の形の解答の場合は，既約（それ以上約分できない）分数で答えなさい。また，
符号は分子につけ，分母にはつけてはいけません。
根号を含む解答では，根号の中の自然数が最小となるように答えなさい。

例 2　
13

12
，

16

14 15
に

4

3 ，
3

52 と答えるところを，
8

6 ，
6

54 のように

答えてはいけません。

例3　
19

17 18
に

9

5 を答えるときは，
9

5 と答えなさい。

例 4　 20 21 ，
24

22 23
に 26 ，

2

10 と答えるところを， 83 ，
6

90√
の

ように答えてはいけません。

3 . 小数の形で解答する場合は，指定された桁数の一つ下の桁を四捨五入して答えなさい。
また，必要に応じて，指定された桁まで⓪にマークしなさい。

　　例5　 25 ． 26 に 2. 78 と答えたいときは，2. 8 として答えなさい。
　　例6　 27 ． 28 29 に 1. 3 と答えたいときは，1. 30 として答えなさい。

解答欄
解答
番号

６

７

８

【一般選抜（Ⅰ期）】



－ 1 －

第1問

以下の空欄をうめよ。

（ 1 ） 2
＋ 31 ＋ 2

＋ 53 ＋ 2
＋ 75 ＋ 2

＋ 97 を計算すると 1 である。 

（ 2 ）x 4 － 10 x 2 ＋ 9 を因数分解すると（x ＋ a）（x ＋ b）（x ＋ c）（x ＋ d）となるが，
a ＋ b ＋ c ＋ d の値は 2 である。

（ 3 ） x ＋ y ＝ 1
x 2 － y ＜ 1
⎧
⎨
⎩

を満たす実数 x のとり得る値の範囲は 3 4 ＜ x ＜ 5 で

ある。

（ 4 ）6 個の数 a，2，5，12，3，5 を変量とするデータの平均値が 6 のとき，
このデータの四分位偏差は 6 である。

（ 5 ）0 °≦θ≦ 180 °とする。

sin θ＋ cos θ＝ 5
3 のとき，sin θ cos θ＝

9

7 8
である。

数学Ⅰ・数学Ａ

－ 1 －

【一般選抜（Ⅰ期）】



－ 3 －

第2問

放物線①を
　　　　 y ＝ x 2 － 4 x － 1　………①　
とする。
以下の空欄をうめよ。 

（ 1 ）放物線①の頂点の座標は（ 10 ， 11 12 ）である。また，放物線①と直線
y ＝ 11 の 2 つの交点のうち x 座標が小さい方を P，大きい方を Q とすると，
P，Q の座標はそれぞれ P（ 13 14 ，11），Q（ 15 ，11）である。

（ 2 ）（ 1 ）で定めた点 P を頂点とし，点（0，3）を通る放物線を②とすると，
放物線②の方程式は

　　　　 y ＝ 16 17 x 2 － 18 x ＋ 19 　………②
である。
また，放物線①と②の交点のうち，点 P と異なる交点の座標は







，
21

20 22 23 24

25
である。

－ 2 －
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－ 5 －

第3問

AB ＝ 5，CA ＝ 6，cos ∠ CAB ＝ 5
1 である三角形 ABC がある。 

以下の空欄をうめよ。

（ 1 ）sin ∠ CAB ＝
28

26 27
である。

また，三角形 ABC の面積は 29 30 である。 

（ 2 ）BC ＝ 31 である。また，三角形 ABC の内接円の面積は
33

32
πである。

第4問

袋の中に青球が 3 個，黄球が 2 個，赤球が 1 個入っている。この袋から球を 1 個ずつ
元に戻さずに取り出していくが，2 個目の黄球が取り出された時点または赤球が
取り出された時点でこの試行を終了するものとする。
以下の空欄をうめよ。

（ 1 ）2 個目に取り出された球が赤球でこの試行が終了する確率は
35

34
である。

また，2 個目の球が取り出された時点でこの試行が終了する確率は
36

37 38

である。

（ 2 ）3 個目に取り出された球が赤球でこの試行が終了する確率は
39

40 41
である。

また，3 個目の球が取り出された時点でこの試行が終了する確率は
43

42
で

ある。

－ 3 －
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－ 7 －

第5問

BC＝ 8，CA＝5である三角形ABCの内接円と辺AB，BC，CAとの接点をそれぞれ
D，E，F とすると，AF ＝ 2 となるという。
以下の空欄をうめよ。

（ 1 ）CE ＝ 44 ，AB ＝ 45 である。

（ 2 ）線分 BF と線分 CD の交点を P とすると PD
CP ＝

46 47

48 49
であり，三角形

ABC の面積を S，三角形 BCP の面積を S 1とすると S
S 1 ＝

50 51

52 53
である。

第6問

以下の空欄をうめよ。

（ 1 ）2025 を素因数分解すると ab× cd となるが，ad ＝ 54 である。
ただし，a＜ c とする。また，2025 の正の約数の個数は 55 56 である。

（ 2 ）20252 を 7で割った余りは 57 であり，20254 を 7で割った余りは 58 である。

－ 4 －

【一般選抜（Ⅰ期）】



－ 9 －

物理基礎

第1問　次の問い（問 1 ～ 8）に答えよ。

問 1　 水平でまっすぐな線路上を一定の速さ 54 km/h で走っている電車内の人が，地面に
対して鉛直下向きに速さ 7. 5 m/s で降る雨を見たとき，雨滴は鉛直方向とθの角を
なして落下しているように見えた。tanθの値として最も適当なものを，次の①～⑤
から一つ選べ。� ［解答番号 1 ］

①　0. 50　　②　1. 0　　③　1. 7　　④　2. 0　　⑤　7. 2

問 2　 地上から高さ h の点から小球を初速度 0 で落下させたとき，時間 t 経ったときの
運動エネルギーと重力の位置エネルギーの変化の様子を表すグラフとして最も適当な
ものを，次の①～⑥からそれぞれ一つずつ選べ。

� 運動エネルギー［解答番号 2 ］
� 重力による位置エネルギー［解答番号 3 ］

0

エ
ネ
ル
ギ
ー

t
0

エ
ネ
ル
ギ
ー

t
0

エ
ネ
ル
ギ
ー

t

0

エ
ネ
ル
ギ
ー

t
0

エ
ネ
ル
ギ
ー

t
0

エ
ネ
ル
ギ
ー

t

①　　　　　　　　　　　　②　　　　　　　　　　　　③

④　　　　　　　　　　　　⑤　　　　　　　　　　　　⑥

－ 5 －
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－ 10 －

問 3　 図１のように，水平面となす角が 30°のあらい斜面上に質量 m の物体を置き，水平
方向に大きさ F = m の力で押したところ，物体は斜面を一定の速さで上昇した。
このとき，斜面と物体の間の動摩擦係数の値として最も適当なものを，下の①～⑤
から一つ選べ。� ［解答番号 4 ］

①　 3 － 1　　②　2 － 3 　　③　2 3 － 3　　④　 3 －1
2 　　⑤　 33－

3

問 4　 海水面での大気圧が P 0，水深 h で物体が受ける圧力が P 1 であるとき，水深 2 h で
物体が受ける圧力を表す式として最も適当なものを，次の①～⑤から一つ選べ。

� ［解答番号 5 ］

①　2 P 1　��②　P 0 ＋ P 1　��③　P 0 ＋ 2 P 1　��④　－ P 0 ＋ 2 P 1　��⑤　－ 2 P 0 ＋ 2 P 1

問 5　 なめらかに動くピストンをもつシリンダーに理想気体を入れ，気体が 30 J の熱量を
吸収し，気体の内部エネルギーが 10 J 増加した。このとき，この気体は，外部に
仕事をするか，外部から仕事をされるか。また，気体の温度は，上昇するか，低下
するか。正しい組合せを，次の①～④から一つ選べ。� ［解答番号 6 ］

仕事 温度
① する 上昇
② する 低下
③ される 上昇
④ される 低下

30°

物体
F

図 1

－ 6 －
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－ 11 －

問 6　 図２は，x 軸の正の向きに速さ 10 m/s で進む正弦波の，時刻 t ＝ 0 s における媒質の
変位 yと位置 x との関係を表す y－ x グラフである。位置 x ＝ 75 m における媒質の
変位 yと時刻 t の関係を表す y－ t グラフとして最も適当なものを，下の①～④から
一つ選べ。� ［解答番号 7 ］

A

－A

－5 5 10 15 20 25O

y［m］

x［m］

10�m/s

図 2

A

－A

2. 0
1. 0 3. 0O

y［m］

t［s］

A

－A

2. 0
1. 0 3. 0O

y［m］

t［s］

A

－A
2. 0

1. 0 3. 0
O

y［m］

t［s］

A

－A
2. 0

1. 0 3. 0
O

y［m］

t［s］

①　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②

③　　　　　　　　　　　　　　　　　　　④

－ 7 －
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－ 12 －

問 7　 図３のように，内部抵抗が無視できる直流電源E，抵抗値の等しい抵抗A，B，C，D，
スイッチ S1，S 2 を接続した。スイッチ S1 のみ閉じたとき抵抗 A に流れる電流を
I とすると，スイッチ S1，S 2 を両方閉じたとき抵抗 A に流れる電流は I の何倍に
なるか。最も適当なものを，下の①～⑤から一つ選べ。� ［解答番号 ８ ］

①　 2
1 　　②　 5

3 　　③　 5
6 　　④　 3

4 　　⑤　2

問 8　 放射線や核反応に関する記述において誤りを含むものを，次の①～⑤から一つ選べ。
� ［解答番号 9 ］

①　α線は，正の電荷をもつ。
②　β線は，原子核の崩壊で放出される高速の電子の流れである。
③　α線，β線，γ線のうち，電離作用が最も大きいのはγ線である。
④　放射能の強さは，ベクレル〔Bq〕で表される。
⑤　核分裂が連続して起こることを連鎖反応といい，この反応が一定の割合に保たれた

状態を臨界という。

図 3
S 1

E B D

A C

S 2

－ 8 －
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－ 13 －

第2問　図４のように，水平面となす角が 30°のなめらかな斜面がある。その下端の
点 O を原点とし，斜面上向きを正として x 軸をとる。点 O に置いた小物体に，
時刻 t ＝ 0 に斜面に沿って上向きに大きさ v の初速度を与えると，小物体は
斜面上をすべり上がって時刻 t ＝ T に x 座標 x ＝ l の最高点Pに達した。このとき，
重力加速度の大きさを として，次の問い（問 1 ～ 4）に答えよ。

問 1　 点 P の x 座標 l を表す式として正しいものを，次の①～⑤から一つ選べ。
� ［解答番号 10 ］

①　 v
2 　　②　 v 　　③　 v 2

2 　　④　 v 2

　　⑤　 2 v 2

問 2　 最高点 P に達した時刻 T を表す式として正しいものを，次の①～⑤から一つ選べ。
� ［解答番号 11 ］

①　 v
2 　　②　 v 　　③　 2 v 　　④　 v 2

　　⑤　 2 v 2

問 3　 小物体の速度が 2
1 v となる点の x 座標を表す式を l を用いて表すとき，正しい

ものを，次の①～⑤から一つ選べ。� ［解答番号 12 ］

①　 4
1 l　　②　 3

1 l　　③　 2
1 l　　④　 3

2 l　　⑤　 4
3 l

30°

O

P

v

x

l

図 4

－ 9 －
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－ 14 －

問 4　 小物体が時刻 t ＝ 4
1 T に通過する点の x 座標を表す式を l を用いて表すとき，正しい

ものを，次の①～⑤から一つ選べ。� ［解答番号 13 ］

①　 8
3 l　　②　16

7 l　　③　 2
1 l　　④　16

9 l　　⑤　 8
5 l

－ 10 －
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－ 15 －

第3問　太さが一様で長さが L，2 L，3 L の３つの開管 A，B，C がある。図５のように，
一方の管口のすぐ近くに，音の振動数を変えることができるスピーカーを置き，
他方の管口を蓋で塞いだ。スピーカーから出る音の振動数を 0 から少しずつ
大きくしていったところ，f 1，f 2，f 3（ f 1 ＜ f 2 ＜ f 3）のとき，いずれかの管内の
気柱が共鳴した。空気中の音速を V，開口端補正は無視できるものとして，次の
問い（問 1 ～ 3）に答えよ。

問 1　 気柱が共鳴しているとき，開口端と閉口端はそれぞれ定在波の腹・節のどちらに
なっているか。最も適当な組合せを，次の①～④から一つ選べ。

� ［解答番号 14 ］

開口端 閉口端
① 腹 腹
② 腹 節
③ 節 腹
④ 節 節

問 2　 スピーカーから出る音の振動数が f 1，f 2，f 3 それぞれのときに共鳴する管はどれか。
最も適当なものを，次の①～⑥からそれぞれ一つずつ選べ。

� f 1［解答番号 15 ］，f 2［解答番号 16 ］，f 3［解答番号 17 ］

①　Ａのみ　�②　Ｂのみ　�③　Ｃのみ　�④　ＡとＢ　�⑤　ＡとＣ　�⑥　ＢとＣ

スピーカー

A

B

C

図 5

－ 11 －
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－ 16 －

問 3　 振動数 f 3 を表す式として最も適当なものを，次の①～⑤から一つ選べ。
� ［解答番号 18 ］

①　 2 L
V 　　②　 4 L

V 　　③　 6 L
V 　　④　 8 L

V 　　⑤　12 L
V

－ 12 －
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－ 17 －

第4問　次の問 1 ～問 3 について，電流がつくる磁場の各点における向きとして最も
適当なものを，下の①～⑥からそれぞれ一つずつ選べ。

問 1　 図６において，z 軸に置かれた十分に長い導線に直流電流 I が正の向きに流れるとき，
x 軸上の x 座標が正である点 A における磁場の向き� ［解答番号 19 ］

問 2　 図７において，xy平面上に置かれた円形の導線に流れる直流電流 I が矢印の向きに
流れるとき，中心 O における磁場の向き� ［解答番号 20 ］

問 3　 図８において，中心線が x 軸と一致するように置かれたソレノイドに流れる直流
電流 I が矢印の向きに流れるとき，ソレノイド内部の磁場の向き

� ［解答番号 21 ］

①　x 軸の正の向き　　②　x 軸の負の向き　　③　y軸の正の向き
④　y軸の負の向き　　⑤　z 軸の正の向き　　⑥　z 軸の負の向き

O
A

O

y

yy

x

xx

z

I

I

z

z

I

図 6

図 8

図 7

－ 13 －
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－ 19 －

第5問　質量 m の物体を鉛直につり下げると，自然の長さから距離 d だけ伸びてつりあう
ばねがある。このばねの一端に質量 m の物体 A を取り付け水平面上に置き，
ばねが水平になるようにして，ばねの他端を左側の壁に固定する。ばねが自然の
長さのときの物体 A の位置を点 O として，点 O の右側の平面上に点 P がある。
水平面は点 P より左側はなめらかであり，右側はあらく物体との間で摩擦力が
はたらく。図９のように，質量3 m の物体Bを物体Aに接するように水平面上に
置き，物体 B を手で左向きに押してばねを自然の長さから距離 d だけ縮めて
静止させた。ここで物体 B から静かに手を放すと，物体 A，B は右向きに動き
始め，ばねが自然の長さになったときに物体 A と B は離れ，物体 B は点�P から
右側に距離 l だけ離れた点 Q で静止した。このとき，重力加速度の大きさを
として，次の問い（問 1 ～ 5）に答えよ。

問 1　 このばねのばね定数を表す式として正しいものを，次の①～⑤から一つ選べ。
� ［解答番号 22 ］

①　m d　　②　 d
m 　　③　 md 　　④　 d

m 　　⑤　 md

問 2　 手を放した直後の物体 A の加速度を表す式として正しいものを，次の①～⑤から
一つ選べ。� ［解答番号 23 ］

①　 4
1 　　②　 3

1 　　③　 　　④　3 　　⑤　4

問 3　 手を放した直後に物体 A が物体 B に及ぼす力を表す式として正しいものを，次の
①～⑤から一つ選べ。� ［解答番号 24 ］

①　 4
1 m 　　②　 4

3 m 　　③　m 　　④　3 m 　　⑤　4 m

壁
ばね A B

O P Q

d l

図 9

－ 14 －
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問 4　 物体 B が OP 間を運動するときの速さを表す式として正しいものを，次の①～⑤
から一つ選べ。� ［解答番号 25 ］

①　 2
1 d 　　②　

3
d 　　③　 2

1 3   d 　　④　 d 　　⑤　2
3
d

問5　 点Pより右側のあらい水平面と物体Bの間の動摩擦係数を表す式として正しいものを，
次の①～⑤から一つ選べ。� ［解答番号 26 ］

①　2 l
d 　　②　3 l

d 　　③　4 l
d 　　④　6 l

d 　　⑤　8 l
d

－ 15 －
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化学基礎

必要があれば、原子量は次の値を使うこと。
H：1. 0　　C：12　 　 N：14　　　O：16　　Na：23　　S：32　　Cl：35. 5
Ca：40　　Fe：56　　Cu：64

第1問　以下の問い（問 1 ～ 5）に答えよ。

問 1　 少量の砂の混じった食塩（試料）から純粋な食塩を取り出すには、次の（Ⅰ）～（Ⅲ）
の操作をどの順番で行えばよいか。最も適当なものを、次の①～⑥のうちから一つ
選べ。 ［解答番号 1 ］

（Ⅰ）水を蒸発させる。
（Ⅱ）試料を水に溶かす。
（Ⅲ）ろ過をする。

①　（Ⅰ）→（Ⅱ）→（Ⅲ）　　②　（Ⅰ）→（Ⅲ）→（Ⅱ）　　③　（Ⅱ）→（Ⅰ）→（Ⅲ）
④　（Ⅱ）→（Ⅲ）→（Ⅰ）　　⑤　（Ⅲ）→（Ⅰ）→（Ⅱ）　　⑥　（Ⅲ）→（Ⅱ）→（Ⅰ）

問 2　 次の記述（ａ～ｅ）のうち、下線部が単体ではなく元素のことを示しているものは
どれか。組み合わせとして最も適当なものを、次の①～⓪のうちから一つ選べ。

 ［解答番号 2 ］

ａ　魚は水中の酸素を取り入れて呼吸している。
ｂ　空気は、窒素が 78 %、酸素が 21 %、アルゴンが 1 % の割合の混合物である。
ｃ　酸素の融点は－ 218 ℃である。
ｄ　水と過酸化水素は、ともに水素と酸素を成分とする化合物である。
ｅ　酸素とオゾンは、酸素の同素体である。

①　ａ・ｂ　　②　ａ・ｃ　　③　ａ・ｄ　　④　ａ・ｅ　　⑤　ｂ・ｃ 
⑥　ｂ・ｄ　　⑦　ｂ・ｅ　　⑧　ｃ・ｄ　　⑨　ｃ・ｅ　　⓪　ｄ・ｅ

－ 16 －
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問 3　 同素体に関する記述として誤りを含むものを、次の①～④のうちから一つ選べ。
 ［解答番号 3 ］

①　ダイヤモンドと黒鉛は互いに同素体の関係にある。
②　同素体どうしは、熱や電気の伝えやすさなどの性質が同じである。
③　黄リンは空気中で自然発火するので、水中に保存する。
④　硫黄の同素体には、斜方硫黄、単斜硫黄、およびゴム状硫黄がある。

問 4　 次の文章を読み、水溶液 A として最も適当なものを、次の①～⑥のうちから一つ
選べ。 　［解答番号 4 ］

水溶液 A に洗浄した白金線の先を浸して、それをガスバーナーの外炎の中に入れた
ところ、炎が黄色になった。次に、水溶液 A に硝酸銀水溶液を加えると、白色沈殿
が生じた。

①　塩化銅水溶液　　②　アンモニア水　　③　塩化カリウム水溶液
④　石灰水　　　　　⑤　食塩水　　　　　⑥　砂糖水

－ 17 －
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問 5　 以下の現象（ａ～ｃ）に関連する語句の正しい組み合わせとして最も適当なものを、
次の①～⓪のうちから一つ選べ。 ［解答番号 5 ］

ａ　冷水を入れたコップの表面に水滴がついた。
ｂ　日陰に干した洗濯物が乾いていた。
ｃ　冷凍庫内に保存していたドライアイスが小さくなっていた。

a b c
① 融解 凝縮 凝華
② 凝華 蒸発 昇華
③ 凝縮 昇華 融解
④ 昇華 融解 凝華
⑤ 凝縮 蒸発 融解
⑥ 凝縮 蒸発 昇華
⑦ 昇華 凝縮 蒸発
⑧ 蒸発 昇華 凝華
⑨ 融解 凝固 蒸発
⓪ 凝華 凝縮 昇華

第2問　以下の問い（問 1 ～ 4）に答えよ。

問 1　 原子の構造に関する記述として誤りを含むものを、次の①～⑥のうちから一つ選べ。
 ［解答番号 6 ］ 

①　原子の質量は、原子核の質量にほぼ等しい。
②　35 Cl の存在比は地球上のどの部分でもほぼ一定である。
③　原子に含まれる陽子の数と電子の数は等しい。
④　陽子 1 個がもつ正電荷と電子 1 個がもつ負電荷は、絶対値が等しい。
⑤　原子核中の陽子の数が等しい原子どうしは、同じ元素である。
⑥　すべての原子の原子核には、中性子が含まれる。

－ 18 －
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問 2　 原子番号 n の原子 A がイオン A 3 + になったときの電子数は、原子 B がイオン B 2 －に
なったときの電子数と等しい。B の原子番号を n を用いて表したものとして最も
適当なものを、次の①～⑨のうちから一つ選べ。 ［解答番号 7 ］

①　n － 7　　②　n － 5　　③　n － 3　　④　n － 1　　⑤　n　
⑥　n ＋ 1　　⑦　n ＋ 3　　⑧　n ＋ 5　　⑨　n ＋ 7

問 3　 ある遺跡から発見された木材中の 14 C の割合を調べると、大気に含まれる量の 25. 0 %
に減少していた。この木材が切り倒されたのは、今からおよそ何年前と推定されるか。
最も適当な数値を、次の①～⑨のうちから一つ選べ。ただし、14 C の半減期は、
5730 年であるとする。また、過去から現在の間、大気中の放射性同位体 14 C の
割合は一定であり、14 C の崩壊はβ崩壊のみとする。 ［解答番号 8 ］

①　1146　　②　1433　　③　1910　　④　2865　　⑤　5730　
⑥　11460　 ⑦　17190　 ⑧　22920　 ⑨　28650

問 4　 価電子の数が最も多いものとして最も適当なものを、次の①～⑨のうちから一つ選べ。
 ［解答番号 9 ］

①　硫黄　　　　　 ②　ヘリウム　　 ③　フッ素　 ④　ベリリウム　　
⑤　マグネシウム　 ⑥　カルシウム　 ⑦　リン　　 ⑧　ホウ素　　　⑨　リチウム

－ 19 －
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第3問　以下の問い（問 1 ～ 4）に答えよ。

問 1　 下の表は、原子ａ～原子ｉの電子配置を表している。次の（ 1 ）～（ 3 ）に答えよ。

電子殻の電子の数
K L M N

原子 a 2 3
原子 b 2 7
原子 c 2 8
原子 d 2 8 1
原子 e 2 8 2
原子 f 2 8 4
原子 g 2 8 7
原子 h 2 8 8 1
原子 i 2 8 8 2

（ 1 ）第一イオン化エネルギーが最も小さいものはどれか。最も適当なものを、次の
①～⑨のうちから一つ選べ。 ［解答番号 10 ］

①　原子ａ　　②　原子ｂ　　③　原子ｃ　　④　原子ｄ　　⑤　原子ｅ　　
⑥　原子ｆ　　⑦　原子ｇ　　⑧　原子ｈ　　⑨　原子ｉ

（ 2 ）単体が単原子分子からなる気体であるものはどれか。最も適当なものを、次の
①～⑨のうちから一つ選べ。 ［解答番号 11 ］

①　原子ａ　　②　原子ｂ　　③　原子ｃ　　④　原子ｄ　　⑤　原子ｅ　　
⑥　原子ｆ　　⑦　原子ｇ　　⑧　原子ｈ　　⑨　原子ｉ

（ 3 ）多数の原子 e と多数の原子 g の間で形成される結合はどれか。最も適当なものを、
次の①～⑥のうちから一つ選べ。 ［解答番号 12 ］

①　金属結合　　②　共有結合　　　　　　　　③　水素結合　　
④　配位結合　　⑤　ファンデルワールス力　　⑥　イオン結合

－ 20 －
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問 2　 次の記述に当てはまるものとして最も適当なものを、次の①～⑨のうちから一つ
選べ。 ［解答番号 13 ］

重曹と呼ばれる。加熱すると二酸化炭素を生じる。ベーキングパウダーや胃薬などに
用いられる。

①　硫酸カルシウム　　②　硫酸バリウム　　　③　水酸化カルシウム　
④　塩化カルシウム　　⑤　酸化カルシウム　　⑥　炭酸ナトリウム
⑦　炭酸カルシウム　　⑧　塩化ナトリウム　　⑨　炭酸水素ナトリウム

問 3　 非共有電子対が存在しないものはどれか。最も適当なものを、次の①～⑨のうち
から一つ選べ。 ［解答番号 14 ］

①　硫化水素　　②　フッ素　　③　塩素　　④　二酸化炭素　　⑤　アンモニア　
⑥　塩化水素　　⑦　メタン　　⑧　水　　　⑨　窒素

問 4　 次の電気陰性度と極性に関する記述（ａ～ｆ）のうち、正しいものの組み合わせ
として最も適当なものを、次の①～⓪のうちから一つ選べ。 ［解答番号 15 ］

ａ　電気陰性度の大きい原子より小さい原子のほうが共有電子対を強く引き寄せる。
ｂ　同種の原子間の結合では、結合に極性は生じない。
ｃ　第 3 周期の Na、P、Cl では、Cl が最も電気陰性度が小さい。
ｄ　金属性の強い原子は電気陰性度が小さい。
ｅ　貴ガス（希ガス）にも電気陰性度は存在する。
ｆ　同族では原子番号の大きい原子ほど電気陰性度は大きい。

①　ａ・ｂ　　②　ｂ・ｃ　　③　ｃ・ｄ　　④　ｄ・ｅ　　⑤　ｅ・ｆ 
⑥　ａ・ｃ　　⑦　ｂ・ｄ　　⑧　ｃ・ｅ　　⑨　ｄ・ｆ　　⓪　ａ・ｆ

－ 21 －
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第4問　以下の問い（問 1 ～ 3）に答えよ。

問 1　 水素原子が最も多く含まれているものはどれか。最も適当なものを、次の①～⑤の
うちから一つ選べ。� ［解答番号 16 ］

①　3. 01 × 1023 個の塩化水素分子
②　0�℃、1. 013 × 105 Pa で 4. 48 L のメタン分子
③　8. 5 g のアンモニア分子
④　0�℃、1. 013 × 105 Pa で 5. 0 L の水素分子
⑤　密度 1. 0 g/mL、5. 0 mL の水分子

問 2　 密度1. 20 g/mL の希硫酸Aの質量パーセント濃度は21. 0 %である。この希硫酸Aを
水で薄めて 2. 00 mol/L の希硫酸 25. 7 mL をつくるには、希硫酸 A が何 mL 必要か。
最も適当な数値を、次の①～⑨のうちから一つ選べ。� ［解答番号 17 ］

①　10. 0　　②　20. 0　　③　30. 0　　④　40. 0　　⑤　50. 0　　
⑥　60. 0　　⑦　70. 0　　⑧　80. 0　　⑨　90. 0

－ 22 －
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問 3　 ある質量の粉末状の炭酸カルシウムをビーカーに取った。そこに、ある濃度の塩酸
100 mL を加えると、二酸化炭素が発生した。0 ℃ 、1. 013 × 105 Pa の条件下で
実験し、炭酸カルシウムの質量と発生した二酸化炭素の体積との関係を調べたところ、
表の結果が得られた。次の（ 1 ）～（ 3 ）に答えよ。

炭酸カルシウムの質量（g） 1. 00 2. 00 3. 00 4. 00 5. 00 6. 00
二酸化炭素の体積（mL） 224 448 560 560 560 560

（ 1 ）5. 00 g の炭酸カルシウムを加えたとき、反応せずに残った炭酸カルシウムの
質量は何 g か。最も適当な数値を、次の①～⑥のうちから一つ選べ。

 ［解答番号 18 ］

①　0. 00　　②　1. 00　　③　1. 50　　④　2. 00　　⑤　2. 50　　⑥　3. 00

（ 2 ）実験で用いた塩酸の濃度は何 mol/L か。最も適当な数値を、次の①～⑥のうち
から一つ選べ。 ［解答番号 19 ］

①　0. 20　　②　0. 25　　③　0. 40　　④　0. 50　　⑤　0. 60　　⑥　0. 75

（ 3 ）濃度を（２）の 2 倍にした塩酸 100 mL を 5. 00 g の炭酸カルシウムに加えたとき、
発生する気体の体積は何 mL か。最も適当な数値を、次の①～⑥のうちから一つ
選べ。 ［解答番号 20 ］

①　560　　②　840　　③　896　　④　933　　⑤　1120　　⑥　1342

－ 23 －
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第5問　以下の問い（問 1 ～ 4）に答えよ。

問 1　 酸と塩基に関する記述として誤りを含むものを、次の①～⑥のうちから一つ選べ。
 ［解答番号 21 ］

①　酸性の水溶液に亜鉛を加えると、水素が発生する。
②　相手から水素イオン H＋を受け取る物質は、塩基である。
③　水は、酸としても塩基としてもはたらく。
④　水酸化バリウムは、2 価の塩基である。
⑤　酸や塩基の電離度は、濃度によらない。
⑥　塩化水素を水に溶かすと、オキソニウムイオンが生成する。

問 2　 c［mol/L］の酢酸水溶液における酢酸イオンの濃度は m［mol/L］であった。この
酢酸水溶液の電離度はどのような式で表されるか。最も適当なものを、次の①～⑨の
うちから一つ選べ。 ［解答番号 22 ］

①　1 － m　　②　 m
c 　 　 ③　 c

m 　 　 ④　 m－c
c 　　⑤　 1－m

c

⑥　 1
1－m 　　⑦　 1

m－c 　　⑧　 c
1－m 　　⑨　 c

m－c

問 3　 次に示す 0. 1 mol/L の水溶液（ａ～ｃ）を pH の大きい順に並べたものはどれか。
最も適当なものを、次の①～⑥のうちから一つ選べ。 ［解答番号 23 ］

ａ　K 2SO 4 水溶液
ｂ　NH 4Cl 水溶液
ｃ　NaHCO 3 水溶液

①　ａ＞ｂ＞ｃ　　②　ａ＞ｃ＞ｂ　　③　ｂ＞ａ＞ｃ
④　ｂ＞ｃ＞ａ　　⑤　ｃ＞ａ＞ｂ　　⑥　ｃ＞ｂ＞ａ

－ 24 －
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問 4　 次の物質（ａ～ｆ）のうち、酸性塩であるものはどれか。組み合わせとして最も
適当なものを、次の①～⓪のうちから一つ選べ。 ［解答番号 24 ］

ａ　硫酸水素ナトリウム
ｂ　塩化アンモニウム
ｃ　炭酸水素ナトリウム
ｄ　塩化水酸化マグネシウム
ｅ　塩化ナトリウム
ｆ　酢酸ナトリウム

①　ａ・ｂ　　②　ｂ・ｃ　　③　ｃ・ｄ　　④　ｄ・ｅ　　⑤　ｅ・ｆ 
⑥　ａ・ｃ　　⑦　ｂ・ｄ　　⑧　ｃ・ｅ　　⑨　ｄ・ｆ　　⓪　ａ・ｆ
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第6問　以下の問い（問 1 ～ 5）に答えよ。

問 1　 日常生活に関連する物質の記述として下線部に誤りを含むものを、次の①～⑦の
うちから一つ選べ。 ［解答番号 25 ］

①　油で揚げたスナック菓子の袋に窒素が充填されているのは、油が酸化されるのを
防ぐためである。

②　スズは、青銅の材料として用いられている。
③　アルミニウムは、ジュラルミンの原料として用いられている。
④　雨水には空気中の二酸化炭素が溶けているため、大気汚染の影響がなくてもその

pH は 7 より小さい。
⑤　ビタミン C（アスコルビン酸）は、食品の酸化防止剤として用いられている。
⑥　ステンレス鋼は、鉄とアルミニウムの合金でありさびにくい。
⑦　鉛蓄電池は、電解液に希硫酸を用いた二次電池であり、自動車のバッテリーに

使われている。

問 2　 次の化学反応のうち、酸化還元反応でないものはどれか。最も適当なものを、次の
①～④のうちから一つ選べ。 ［解答番号 26 ］

①　銅板を空気中で熱すると、表面が黒色に変化した。
②　ヨウ化カリウム水溶液に塩素を通じると、褐色になった。
③　硝酸銀水溶液に磨いた銅片を入れると、溶液がうすい青色に変わる。
④　水酸化バリウムに希硫酸を加えると、白色沈殿が生成した。

－ 26 －
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問 3　 次の酸化と還元に関する記述（ａ～ｆ）のうち、正しいものの組み合わせとして
最も適当なものを、次の①～⓪のうちから一つ選べ。 ［解答番号 27 ］

ａ　金属イオンが金属の単体になるのは酸化である。
ｂ　ハロゲンの単体は、いずれも酸化作用を示す。
ｃ　過酸化水素は、相手によって酸化剤としても還元剤としてもはたらく。
ｄ　酸化還元反応では、必ず酸素または水素の授受をともなう。
ｅ　物質が電子を失うことを還元されるという。
ｆ　酸化還元反応では、酸化数が増加する原子の数と酸化数が減少する原子の数が

常に等しくなる。

①　ａ・ｂ　　②　ｂ・ｃ　　③　ｃ・ｄ　　④　ｄ・ｅ　　⑤　ｅ・ｆ 
⑥　ａ・ｃ　　⑦　ｂ・ｄ　　⑧　ｃ・ｅ　　⑨　ｄ・ｆ　　⓪　ａ・ｆ

問 4　 金属 A ～ F は、金、亜鉛、銅、銀、マグネシウム、ナトリウムのうちのどれかである。
次の記述（ 1 ）～（ 5 ）の結果から、金属の元素記号の組み合わせとして最も適当な
ものを、次の①～⑥のうちから一つ選べ。 ［解答番号 28 ］

（ 1 ）A、B、F は塩酸と反応して水素を発生したが、C、D、E は反応しなかった。
（ 2 ）B は熱水と反応して水素を発生した。
（ 3 ）C は硝酸に溶けなかった。
（ 4 ）D を硝酸に溶かし、その中に E を入れると、E の表面に D が析出した。
（ 5 ）常温で水と反応したのは F だけであった。

A B C D E F
① Mg Zn Au Cu Ag Na
② Mg Zn Ag Au Cu Na
③ Zn Na Au Cu Ag Mg
④ Zn Mg Au Cu Ag Na
⑤ Zn Na Au Ag Cu Mg
⑥ Zn Mg Au Ag Cu Na
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問 5　 次の化合物（ａ～ｆ）のうち、下線を引いた原子の酸化数が＋ 1 であるものはどれか。
組み合わせとして最も適当なものを、次の①～⓪のうちから一つ選べ。

 ［解答番号 29 ］

ａ　H 2 C 2O 4

ｂ　HClO
ｃ　N 2O
ｄ　NH 3

ｅ　Fe 2O 3

ｆ　H 2 O 2

①　ａ・ｂ　　②　ｂ・ｃ　　③　ｃ・ｄ　　④　ｄ・ｅ　　⑤　ｅ・ｆ 
⑥　ａ・ｃ　　⑦　ｂ・ｄ　　⑧　ｃ・ｅ　　⑨　ｄ・ｆ　　⓪　ａ・ｆ
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生物基礎

第1問　DNA に関する次の文章を読み、以下の問い（問 1 ～ 10）に答えよ。

（ａ）DNAは ア とよばれる構成単位が多数結合してできている。 ア は、
イ と ウ と エ から構成されている。DNA を構成する ア の
イ は オ である。DNA を構成する エ の配列によって、DNA の

もつ遺伝情報は決められている。真核生物のDNAは、 細胞分裂の際に凝集され、 
染色体として観察できる。ハエや カ など、ハエ目昆虫の幼虫における唾腺の
細胞では キ と呼ばれる巨大な染色体の膨らみが観察される。（ｂ）これらの 
幼虫にウラシルを含む化合物を与えると、ウラシルは キ の部分に取り 
込まれることが知られている。（ｃ）DNA のもつ遺伝情報は mRNA の合成に 
際して転写され、その情報にしたがって翻訳が起こる。多細胞生物の各組織に
おいては、特定の遺伝子の ク の結果として、組織ごとに異なるタンパク質 
が作られている。

問 1　 下線部（a）の記述に関して、ヒトの細胞のうち DNA を持たない細胞として最も
適当なものを、次の①～⑤のうちから一つ選べ。 ［解答番号 １ ］

①　造血幹細胞　　②　赤血球　　③　白血球
④　巨核球　　　　⑤　該当なし

問 2　 文章中の ア ～ エ に入る語句として最も適当なものを、次の①～⓪の 
うちから一つずつ選べ。ただし、各選択肢の使用は一回のみとする。

 ［解答番号 2 ～ 5 ］

ア 2 　　イ 3 　　ウ 4 　　エ 5

①　核酸　　　②　塩基　　　　③　アミノ酸　　④　ヌクレオシド
⑤　糖　　　　⑥　染色体　　　⑦　脂質　　　　⑧　ヌクレオチド
⑨　リン酸　　⓪　リン脂質
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問 3　 文章中の ア の構造における イ 、 ウ 、 エ のつながり方として
最も適当なものを、次の①～⑨のうちから一つ選べ。 ［解答番号 6 ］

①　イ－ウ－エ　　　　　　②　イ－エ－ウ　　　　
③　ウ－イ－エ　　　　　　④　イ－ウ－エ－エ－エ
⑤　イ－エ－ウ－ウ－ウ　　⑥　エ－ウ－イ－イ－イ
⑦　エ－イ－ウ－ウ－ウ　　⑧　ウ－イ－エ－エ－エ
⑨　ウ－エ－イ－イ－イ

問 4　 文章中の オ に入る語句として最も適当なものを、次の①～⑧のうちから 
一つ選べ。 ［解答番号 7 ］

①　アデニン　　②　リボース　　③　ウラシル　　④　グルコース
⑤　マルトース　⑥　デオキシリボヌクレオチド　　⑦　リボヌクレオチド
⑧　デオキシリボース

問 5　 文章中の カ に入る語句として最も適当なものを、次の①～⑤のうちから 
一つ選べ。 ［解答番号 8 ］

①　ミツバチ　　　②　ユスリカ　　③　ゴキブリ
④　カブトムシ　　⑤　アリ

問 6　 文章中の キ に入る語句として最も適当なものを、次の①～⑥のうちから 
一つ選べ。 ［解答番号 9 ］

①　カルス　　　②　クチクラ　　　③　ネフロン
④　ヒストン　　⑤　クロマチン　　⑥　パフ

問 7　 下線部（ｂ）の記述から考えられるこの部分で行われている特徴的な化学反応は
どれか。最も適当なものを、次の①～⑤のうちから一つ選べ。 ［解答番号 10 ］

①　DNA 合成　　　②　RNA 合成　　③　ATP 合成
④　アミノ酸合成　　⑤　糖合成
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問 8　 下線部（ｃ）の記述に関して、アカパンカビの菌糸から分泌される酵素を作り出す
遺伝子の mRNA を抽出して、その塩基配列を解析したところ 1860 個の塩基から
なっており、その 80 % がアミノ酸を指定する部分であった。この mRNA から合成
されるタンパク質は何個のアミノ酸からなっているか。最も適当な数値を、次の
①～⑦のうちから一つ選べ。 ［解答番号 11 ］

①　248　　②　372　 　③　496　 　④　620
⑤　744　　⑥　1488　　⑦　1860

問 9　 文章中の ク に入る語句として最も適当なものを、次の①～⑤のうちから一つ
選べ。 ［解答番号 12 ］

①　発現　　②　複製　　③　合成　　④　分配　　⑤　分裂

問 10　ヒトの体細胞の DNA には、約 60 億の塩基対が含まれている。DNA の二重らせん 
では、隣接する塩基対の距離が約 0. 34 nm（1 nm ＝ 1 × 10 － 9 m）の場合、体細胞
1 個の核に含まれるすべての DNA の長さを合計すると約何 m であるか。最も適当な
数値を、次の①～⑧のうちから一つ選べ。 ［解答番号 13 ］

①　0. 2　　②　0. 4　 　③　1. 0　 　④　2. 0
⑤　4. 1　　⑥　10. 2　　⑦　20. 4　　⑧　40. 8
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第2問　生物の多様性と生態系について、以下の問い（問 1 ～ 9）に答えよ。

問 1　 次のａ～ｄのうち、環境形成作用に関する記述の組み合わせとして最も適当なものを、
次の①～⓪のうちから一つ選べ。 ［解答番号 14 ］

ａ　もとの岩石の種類によって土壌の発達が異なる。
ｂ　ヒト社会の工業化が進み、二酸化炭素排出量の増加により地球温暖化が

進んでいる。
ｃ　落葉が微生物によって分解され、土壌の性質を変化させる。
ｄ　植物は葉に光を受けて、光合成を行う。

①　a　　　②　b　　　③　c　 　 　④　d　 　 　⑤　a・b
⑥　a・c　　⑦　a・d　　⑧　b・c　　⑨　b・d　　⓪　c・d

問 2　 世界のバイオームについて、ステップの植生の特徴についての記述として最も適当
なものを、次の①～⑤のうちから一つ選べ。 ［解答番号 15 ］

①　おもにイネのなかまの草本からなる草原で、 木本も点在する。
②　イネのなかまの草本が中心の草原で、 木本はほとんどない。
③　乾燥に適応した植物が点在する。ほとんど植物が存在しないところもある。
④　土壌中の栄養分が少ない。地衣類やコケ植物などが優占している。
⑤　雨季に葉を茂らせ、 乾季に葉を落とす落葉広葉樹からなる。

問 3　 日本のバイオームの本州中部の垂直分布において、亜高山帯を代表する植物として
最も適当なものを、次の①～⑥のうちから一つ選べ。 ［解答番号 16 ］

①　ダブノキ　　②　アラカシ　　③　ハイマツ
④　ミズナラ　　⑤　トチノキ　　⑥　コメツガ
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問 4　 三宅島における一次遷移で出現する生物の順序として最も適当なものを、次の
①～⑨のうちから一つ選べ。 ［解答番号 17 ］

①　地衣類　　→　イタドリ　　→　ヤシャブシ　→　スダジイ
②　地衣類　　→　ヤシャブシ　→　イタドリ　　→　スダジイ
③　地衣類　　→　スダジイ　　→　イタドリ　　→　ヤシャブシ
④　コケ類　　→　イタドリ　　→　スダジイ　　→　ヤシャブシ
⑤　コケ類　　→　ヤシャブシ　→　スダジイ　　→　イタドリ
⑥　コケ類　　→　スダジイ　　→　ヤシャブシ　→　イタドリ
⑦　イタドリ　→　コケ類　　　→　ヤシャブシ　→　スダジイ
⑧　イタドリ　→　コケ類　　　→　スダジイ　　→　ヤシャブシ
⑨　イタドリ　→　スダジイ　　→　コケ類　　　→　ヤシャブシ

問 5　 生態系についての記述として最も適当なものを、次の①～⑤のうちから一つ選べ。
 ［解答番号 18 ］

①　ある生態系における生物の種の多様さを生態系の多様性という。
②　生物どうしの捕食・被食の関係は一連の鎖のようにつながっており、この

直線状の関係を食物連鎖という。
③　ある生物の存在がその生物と捕食・被食の関係で直接つながっていない

生物の生存に対しても影響を及ぼすことを食物網という。
④　水界の生態系は陸上の生態系に影響を与えることはない。
⑤　生態系はかく乱されても、必ず元の状態に戻ろうとする復元力がはたらき、 

元の状態に戻る。

問 6　 生態系における生産者として最も適当でないものを、次の①～⑥のうちから一つ
選べ。 ［解答番号 19 ］

①　ミカヅキモ　　②　ボルボックス　　③　シアノバクテリア
④　ゾウリムシ　　⑤　ミドリムシ　　　⑥　ジャイアントケルプ
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問 7　 生態系に関する記述として最も適当でないものを、次の①～⑥のうちから一つ選べ。
 ［解答番号 20 ］

①　生態系内で、エネルギーは生物間を化学エネルギーとして移動する。
②　極相の相観は、おもに年平均気温と年降水量によって決まる。
③　生態系とは、生物と非生物的環境から構成されるひとまとまりのことで

ある。
④　ある地域でみられる植生と、そこにすむ動物などを含めた生物の集まりを

生物群系という。
⑤　バイオームが草原の地域では、相観はいつまでも草原のままである。
⑥　山地帯の上限を森林限界といい、それからうえには森林がみられない。

問 8　 植物に対する光の影響に関する記述として最も適当なものを、次の①～⑤のうち
から一つ選べ。 ［解答番号 21 ］

①　光が強くなると光合成量は増加し、二酸化炭素の吸収量は減少する。
②　単位時間あたりの光合成量を見かけの光合成速度という。
③　呼吸速度と光合成速度が等しくなり、見かけ上、二酸化炭素の出入りが

ゼロになるときの光の強さを光飽和点という。
④　植物が成長するには、光補償点より強い光を必要とする。
⑤　一般に陰生植物は、最大光合成速度が大きく、呼吸速度も大きい。

問 9　 生態系に影響を及ぼす人間の活動についての説明として最も適当なものを、次の
①～⑤のうちから一つ選べ。 ［解答番号 22 ］

①　ネズミやハブの駆除のために移入されたフイリマングースによって、田畑
の農作物が食い荒らされる被害が深刻化している。

②　生活排水などが大量に河川を通じて海に流れ込んだ結果、アオコが生じる。
③　宮城県伊豆沼ではオオクチバスなどの外来生物の防除の取り組みによって、

在来の魚類の個体数の回復が確認されている。
④　里山では、人間による森林や田畑などの管理・維持を行うことにより、

雑木林の多様性が減少している。
⑤　人間の活動が引き起こす地球温暖化により、カエデの紅葉日は年々早く

なっている。
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第3問　ヒトの体の調節について、以下の問い（問 1 ～ 9）に答えよ。

問 1　 体温が低下したときの体温の調節に関する説明として最も適当なものを、次の
①～⑤のうちから一つ選べ。 ［解答番号 23 ］

①　脳下垂体後葉から甲状腺刺激ホルモンが分泌されることで甲状腺から
チロキシンが分泌され、肝臓や筋肉の活動を促進する。

②　立毛筋に分布している副交感神経が興奮して、立毛筋が収縮する。
③　交感神経を通して体表面の毛細血管を収縮させるが、汗腺を刺激する

交感神経ははたらかず発汗されない。
④　副腎髄質から糖質コルチコイドが分泌され、心臓の拍動を促進して、血液の

熱を全身に伝える。
⑤　副腎皮質からアドレナリンが分泌され、心臓の拍動を促進して、血液の

熱を全身に伝える。

問 2　 パラトルモンの働きに関する説明として最も適当なものを、 次の①～⑥のうちから
一つ選べ。 ［解答番号 24 ］

①　血糖値の増加　　　　　　　　　　　②　血糖値の減少
③　血中カルシウムイオン濃度の上昇　　④　血中カルシウムイオン濃度の低下
⑤　血圧の上昇　　　　　　　　　　　　⑥　血圧の低下

問 3　 成長ホルモンを分泌する内分泌腺として最も適当なものを、次の①～⑨のうちから
一つ選べ。 ［解答番号 25 ］

①　すい臓　　　　　②　副腎皮質　　　　③　副腎髄質
④　骨　　　　　　　⑤　副甲状腺　　　　⑥　甲状腺
⑦　脳下垂体前葉　　⑧　脳下垂体後葉　　⑨　視床下部
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問 4　 次の文章中の ア ・ イ ・ ウ に入る語句の組み合わせとして最も適当
なものを、次の①～⑥のうちから一つ選べ。 ［解答番号 26 ］

バソプレシンは、体液の塩類濃度が ア すると イ から分泌され、
腎臓の ウ 、水の再吸収を促進させる。

ア イ ウ

① 上昇 脳下垂体前葉 集合管で水を透過しやすくして

② 低下 脳下垂体前葉 細尿管でナトリウムイオンの再吸収を促進して

③ 上昇 脳下垂体後葉 集合管で水を透過しやすくして

④ 低下 脳下垂体後葉 細尿管でナトリウムイオンの再吸収を促進して

⑤ 上昇 視床下部 集合管で水を透過しやすくして

⑥ 低下 視床下部 細尿管でナトリウムイオンの再吸収を促進して

問 5　 病気の予防法や治療に関する説明として最も適当でないものを、次の①～⑥のうち
から一つ選べ。 ［解答番号 27 ］

①　予防接種は、毒性を弱めた病原体や毒素などの抗原を注射して、人工的に
免疫記憶を獲得させる方法である。

②　血清療法は、あらかじめ動物につくらせた抗原を含む血清を注射して病気
を治療する方法である。

③　がんの治療にも免疫のしくみが利用されており、免疫療法とよばれる。
④　天然痘は、ワクチン接種によって世界中で発生がほぼ認められなくなり

根絶宣言が出された。
⑤　動物の抗体だけではなく、ヒトの抗体も治療薬として使われている。
⑥　現在では、HIV の増殖を抑える薬剤が開発され、発症を遅らせることが

できるようになっている。
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問 6　 次の a ～ d のうち、食作用に関連するはたらきをもつものの組み合わせとして
最も適当なものを、次の①～⓪のうちから一つ選べ。 ［解答番号 28 ］

a　好中球　　b　NK 細胞　　c　樹状細胞　　d　Ｔ細胞

①　a　　　②　b　 　 　③　c　 　 　④　d　 　 　⑤　a・b
⑥　a・c　　⑦　a・d　　⑧　b・c　　⑨　b・d　　⓪　c・d

問 7　 次の文章中の エ ・ オ に入るものとして最も適当なものを、 次の①～⑥
のうちから一つずつ選べ。ただし、 同じ選択肢を選んでもよいものとする。

 ［解答番号 29 ～ 30 ］

血液に含まれる有形成分について、血液 1 mm 3 中の数が多い順にならべると
エ の順となり、大きさが大きい順にならべると オ の順となる。

エ 29 　　オ 30

①　赤血球＞白血球＞血小板　　②　赤血球＞血小板＞白血球
③　白血球＞赤血球＞血小板　　④　白血球＞血小板＞赤血球
⑤　血小板＞赤血球＞白血球　　⑥　血小板＞白血球＞赤血球

問 8　 次の a ～ d のうち、 自律神経の刺激によって直接的に分泌が促進されるホルモンの
組み合わせとして最も適当なものを、 次の①～⓪のうちから一つ選べ。

 ［解答番号 31 ］

a　アドレナリン　　b　成長ホルモン　　c　チロキシン　　d　インスリン

①　a　　　②　b　　　③　c　 　 　④　d　 　 　⑤　a・b
⑥　a・c　　⑦　a・d　　⑧　b・c　　⑨　b・d　　⓪　c・d
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問 9　 甲状腺の働きを調べる目的で子ネズミに甲状腺除去手術を行った。手術後のネズミ
に関する記述として最も適当なものを、次の①～⑤のうちから一つ選べ。

 ［解答番号 32 ］

①　体温調節がうまくいかなくなり、体温が恒常的に上昇した。
②　負のフィードバックが効かなくなり、チロキシンの分泌が高まった。
③　標的器官がなくなったため、手術直後から甲状腺刺激ホルモンの分泌が

低下した。
④　タンパク質の分解が進み、身体がやせ細った。
⑤　成長が遅れた。
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第4問　生物の特徴について、以下の問い（問 1 ～ 4）に答えよ。

問 1　 次の a ～ c のうち、葉緑体を持つ生物についての記述の組み合わせとして最も適当
なものを、次の①～⑧のうちから一つ選べ。 ［解答番号 33 ］

a　細胞膜を持つものと持たないものがいる。
b　単細胞のものと多細胞のものがいる。
c　全て真核生物である。

①　a　　　②　b　　　③　c　　　　　④　a・b
⑤　a・c　　⑥　b・c　　⑦　a・b・c　　⑧　該当なし

問 2　 原核生物でない生物として最も適当なものを、次の①～⑤のうちから一つ選べ。
 ［解答番号 34 ］

①　酵母菌　　　　②　大腸菌　　　　③　乳酸菌
④　肺炎双球菌　　⑤　ネンジュモ

問 3　 酵素についての記述として最も適当でないものを、次の①～⑤のうちから一つ選べ。
 ［解答番号 35 ］

①　酵素は主にタンパク質でできており、細胞内で合成される。
②　酵素は化学反応の前後で変化しない。
③　酵素は何度も同じ反応を繰り返し触媒する。
④　酵素は細胞内ではたらき、細胞外ではたらくものはない。
⑤　呼吸は、多くの酵素が関与して行われている化学反応である。

－ 39 －

【一般選抜（Ⅰ期）】



－ 45 －

問 4　 次の a ～ c のうち、ATP が合成される細胞小器官の組み合わせとして最も適当
なものを、次の①～⑦のうちから一つ選べ。 ［解答番号 36 ］

a　核
b　葉緑体
c　ミトコンドリア

①　a　　　②　b　　　③　c　　　　④　a・b
⑤　a・c　　⑥　b・c　　⑦　a・b・c
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英語

第1問　次の問 1 ～問 6 の空欄 1 ～ 6 に入れるのに最も適当なものを、 
それぞれ下の①～④のうちから一つずつ選び、解答欄に番号をマークせよ。

問 1　 We 1 with a new idea for increasing sales.

①　came out
②　came over
③　came round
④　came up

問 2　 An examination was in 2 in the classroom.

①　decrease
②　increase
③　progress
④　success

問 3　 The report revealed that residents had been 3 to low levels of radiation.

①　exposed
②　imposed
③　proposed
④　supposed

問 4　 The teacher 4 an effort to give clear and detailed explanations.

①　made
②　reached
③　sought
④　tried
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問 5　 He felt deeply 5 of his own behavior.

①　angry
②　ashamed
③　delighted
④　familiar

問 6　 Kevin had 2 boxes of 12 pencils. He met a friend and gave him 4 pencils. 
Therefore, Kevin has 6 pencils now.

①　10
②　18
③　20
④　28
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第 2問　次の問 1 ～問 5 の会話の 7 ～ 11 に入れるのに最も適当なものを、 
それぞれ下の①～④のうちから一つずつ選び、解答欄に番号をマークせよ。

問 1　 A：I am going to Nancy’s Halloween party on Friday. But, 7 .
Do you have any suggestions?

B：Why don’t you go as a panda?

①　I cannot decide what to wear
②　I don’t know how to get there
③　I like the animal
④　I want to go to the zoo 

問 2　 A： 8

B：I hurt it when I was playing tennis.

①　Did you win the game yesterday?
②　Have you been practicing hard?
③　How are you feeling today?
④　What’s wrong with your arm?

問 3　 A：Excuse me. I have a question about this book. 9

B：Not really. It’s written for professional scholars.

①　How do you like it?
②　How much is it?
③　Is it easy to read?
④　Is it expensive?
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問 4　 A：The math teacher always gives us too much homework. 10

B：That’s because you have the TV on while you are studying.

①　I am more interested in history.
②　He is always late for class.
③　He makes a lot of mistakes.
④　It takes so long to finish.

問 5　 A：I have to write a report about a famous person from history. 
B：Well, you love airplanes. Why don’t you write about 11 ?

①　the fastest jet plane in the world
②　the first time you got on
③　the history of transport
④　the man who invented them
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第3問　次の（1）～（9）の 9 組の文章の 12 ～ 20 にはそれぞれ共通の語が入る。 
下の枠内の①～⑨のうちから最も適当な語を一つずつ選び、解答欄に番号を 
マークせよ。ただし、各語は一度のみ使用することとする。

⑴　The genes we inherit influence our 12 .
The boys were suspended from school for bad 12 .

⑵　Long-term 13 is necessary for the disease.
Civil rights groups demand proper 13 for the prisoners.

⑶　He recommended an 14 of the lungs.
The 14 continued for nearly five years.

⑷　There is a safe 15 to this medicine. 
We have no 15 but to surrender.

⑸　The spread of the disease is an issue of considerable 16 .
Our main 16 is to ensure the safety of the children.

⑹　I will take a 17 of your blood.
The interviews were given to a random 17 of students.

⑺　She lost her 18 when walking down the stairs.
You need a good sense of 18 to ride a unicycle.

⑻　The CT scan is essential to determine the 19 of cancer.
To a certain 19 , we are all responsible for environmental problems.

⑼　What is the 20 of the pain?
My brother studies the 20 of the universe.

①　alternative　  ②　balance　  ③　behavior　   ④　concern　　⑤　extent
⑥　origin　　　  ⑦　sample　   ⑧　treatment　  ⑨　investigation
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第4問　次の問 1 ～問 12 の空欄 21 ～ 32 に入れるのに最も適当なものを、 
それぞれ下の①～④のうちから一つずつ選び、解答欄に番号をマークせよ。

問 1　 It is 21 that there are so many restaurants around Kawagoe Station.

①　surprise　　②　surprised　　③　surprising　　④　surprisingly

問 2　 Although my father knows nothing about economics, he talks as if he 22

an expert.

①　is　　②　was　　③　were　　④　has been

問 3　 Lisa should not 23 the shrimp, but she did. 

①　eat　　②　ate　　③　be eating　④　have eaten

問 4　 I knew I would miss 24 with John.

①　work　　②　worked　　③　working　　④　to work

問 5　 25 it not for the bicycle, I would be late for class.

①　If　　②　Were　　③　Without　　④　When

問 6　 It was an accident 26 I was totally unprepared.

①　for which　　②　for whom　　③　with which　　④　with whom

問 7　 We heard her name 27 outside the room.

①　call　　②　called　　③　calling　　④　to call
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問 8　 I chose the 28 of the two boxes. 

①　big　　②　bigger　　③　biggest　　④　farther big

問 9　 The suspect is shadowed by detectives 29 he goes. 

①　whenever　　②　wherever　　③　whichever　　④　whoever

問 10　I demanded that Kent 30 the book he borrowed.

①　return　　②　returns　　③　returned　　④　returning

問 11　We found 31 difficult to make friends with her.

①　everything　　②　it　　③　that　　④　too

問 12　It was careless 32 her to take the wrong train.

①　as　　②　for　　③　of　　④　to 
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第5問　次の 33 ～ 37 に入れるのに最も適当な語を、下の①～⑤のうちから 
選び、解答欄に番号をマークせよ。ただし、各語は一度のみ使用することとする。

International travel can 33 various risks to health, depending both on the 
health needs of the traveller and on the type of travel to be undertaken. Travellers 
may 34 sudden and significant changes in altitude, humidity, temperature and 
exposure to a variety of infectious diseases, which can result in illness. In addition, 
serious health risks may 35 in areas where accommodation is of poor quality, 
hygiene and sanitation are inadequate, medical services are not well developed and 
clean water is unavailable.

All individuals planning travel should 36 advice on the potential hazards in 
their chosen destinations and understand how best to protect their health and minimize 
the risk of acquiring disease. Forward planning, appropriate preventive measures and 
careful precautions can 37 their health and minimize the risks of accident and of 
acquiring disease.

（Modified & Abridged：World Health Organization,
“International travel and health”）

①　arise
②　encounter
③　pose
④　protect
⑤　seek
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第6問　次の文を読んで、後の問 1 ～問 3 に答えよ。

The number of foreign workers in Japan as of the end of last October topped 
2 million for the first time, government data showed Friday, as the country grapples 
with labor shortages amid an aging population. The rise to a record 2, 048, 675 
foreign workers, up 225, 950, or 12. 4 percent, from the previous year, was also due 
to a recovery in the number of technical interns following the end of Japan’s strict 
coronavirus border controls. The foreign worker population has logged consecutive 
annual highs since 2013, but last year’s increase dwarfed the 5. 5 percent rise in the 
previous year.

The number of workplaces employing foreign nationals climbed 6. 7 percent to a 
new high of 318, 775, as firms increased hiring to cope 39 labor shortages. “With the 
construction and medical and welfare sectors hiring more （foreign workers）, the rate of 
increase has come close 40 pre-pandemic levels,” a labor ministry official said.

By nationality, Vietnamese workers accounted for the largest proportion, at 
518, 364 people, accounting for 25. 3 percent of the total. They were followed by Chinese 
at 397, 918 people, or 19. 4 percent, Filipinos at 226, 846 people, or 11. 1 percent, and 
Nepalese at 145, 587 people, or 7. 1 percent.

By residency status, specialist and engineer visa holders rose 24. 2 percent to 
595, 904 people, while technical interns were up 20. 2 percent to 412, 501 people, marking 
the first increase in three years. The rebound in people working under the technical 
internship program comes as the government considers scrapping the controversial 
scheme, which has been criticized as a front for importing low-cost labor. Conversely, 
the number of holders of the designated activities visa that applies to various residency 
types including individuals working while studying Japanese fell 2. 3 percent to 71, 676 
people.

By location, Tokyo had the largest foreign worker population at 542, 992 people. 
It was followed by Aichi Prefecture in central Japan at 210, 159 people and Osaka 
Prefecture in the country’s west with 146, 384 foreign workers.

（Modified：KYODO NEWS, Jan 26, 2024）
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問 1　 下線の単語 strict の意味に最も近い語を、下の①～④のうちから一つ選び、 
解答欄 38 に番号をマークせよ。

①　important　　②　renewed　　③　tight　　④　various

問 2　 本文中の 39 と 40 に入れるのに最も適当な語を、それぞれ①～④の 
うちから一つずつ選び、解答欄に番号をマークせよ。

（1） 39

①　as　　②　for　　③　of　　④　with

（2） 40

①　at　　②　in　　③　on　　④　to
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問 3　 以下の 41 ～ 45 の解説文について、本文の内容と一致するものには①、 
一致しないものには②の番号を解答欄にマークせよ。

41 The rise to a record 2, 048, 675 foreign workers was due solely to a 
recovery in the number of technical interns following the end of Japan’s strict 
coronavirus border controls.

42 The number of foreign nationals climbed 6. 7 percent to a new high of 
318, 775.

43 By nationality, Filipino workers accounted for the third largest 
proportion, at 226, 846 people, accounting for 11. 1 percent of the total.

44 The designated activities visa applies to various residency types 
including individuals working while studying Japanese. 

45 By location, Aichi Prefecture had the second largest foreign worker 
population at 210, 159 people. 
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【
一
】
次
の
文
章
を
読
み
、
後
の
問
い
（
問
１
～
問
10
）
に
答
え
よ
。
な
お
、
設
問
の
都
合
上
、
本
文
を
省
略
、
変
更
し
た
箇
所
が
あ
る
。

１
　

一

い
ま
さ
ら
で
は
あ
る
が
、
今
後
日
本
の
人
口
が
減
少
し
続
け
る
こ
と
は
不
可

Ａ

で
あ
る
。
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
『
日
本
の

将
来
推
計
人
口
』（
二
〇
一
七
年
版
）
に
よ
れ
ば
、
日
本
の
人
口
は
二
〇
五
〇
年
頃
に
一
億
人
を
下
回
る
と
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
同
じ
ペ
ー
ス
で
毎
年

一
〇
〇
万
人
近
く
減
少
し
続
け
る
と
仮
定
す
れ
ば
、
二
二
世
紀
に
は
五
千
万
人
程
度
に
な
る
。
さ
ら
に
昨
今
の
状
況
を
①
鑑
み
る
と
、
人
口
減
少
は
そ

れ
以
上
に
加
速
す
る
可
能
性
が
高
い
。

こ
れ
を
「
恐
る
べ
き
危
機
」
と
評
す
る
意
見
が
多
数
の
よ
う
で
あ
る
が
、
自
前
の
資
源
や
世
界
情
勢
を
考
え
た
と
き
、
日
本
の
総
人
口
の
最
適
値
が

一
億
人
以
上
な
の
か
ど
う
か
は
自
明
で
は
な
い
。

Ⅰ

、
終
戦
時
の
七
二
〇
〇
万
人
か
ら
二
〇
〇
四
年
に
一
億
二
八
〇
〇
万
人
の
ピ
ー
ク
を
迎
え

た
増
大
期
の
ほ
う
が
異
常
だ
っ
た
と
い
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
日
本
の
面
積
や
資
源
・
食
料
生
産
能
力
を
考
え
れ
ば
、
現
在
の
半
分
以
下
の

人
口
六
千
万
人
程
度
で
ゆ
っ
た
り
と
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
社
会
を
目
指
す
の
も
決
し
て
悪
く
な
い
気
が
す
る
。

Ⅱ

、
そ
の
よ
う
な
「
安
定
」
状
態
に
至
る
ま
で
の

Ｂ

期
は
人
口
減
少
に
伴
う
マ
イ
ナ
ス
の
効
果
が
②
卓
越
す
る
。
労
働
力
・
医
療
介

護
・
経
済
財
政
・
住
環
境
・
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
の
諸
問
題
は
す
で
に
広
く
議
論
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
そ
れ
に
比
べ
て
あ
ま
り
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
な
い
感
が
あ
る
文
化
の
継
承
に
焦
点
を
あ
て
て
み
た
い
。

例
と
し
て
、（

注
１
）『
日
本
沈
没
』
で
提
起
さ
れ
た
、

Ⅲ

日
本
だ
け
が
消
滅
す
る
場
合
ど
う
す
べ
き
か
、
と
い
う
問
い
を
考
え
て
み
よ
う
。
日

本
人
を
世
界
各
国
に
分
散
移
住
さ
せ
、
そ
こ
で
日
本
文
化
を
継
承
さ
せ
る
、
と
い
う
の
が
小
松
左
京
の
Ｘ
妙
案
だ
っ
た
。

Ⅳ

国
土
が
急
に
消
滅

す
る
の
で
は
な
く
、
人
口
の
み
が
徐
々
に
減
少
し
続
け
る
場
合
に
は
、
そ
の
よ
う
な

ａ

対
応
は
国
内
外
と
も
に
受
け
入
れ
ら
れ
ず
実
現
し
そ
う

に
な
い
。

Ⅴ

、
と
に
か
く
文
化
を
で
き
る
限
り
記
録
し
保
存
し
て
お
く
こ
と
を
考
え
よ
う
。
地
方
固
有
の
伝
統
行
事
、
郷
土
料
理
、
先
祖
代
々
受
け
継

が
れ
て
き
た
特
殊
な
技
術
・
製
法
、
芸
術
な
ど
を
忠
実
に
デ
ジ
タ
ル
記
録
に
残
し
て
お
け
ば
、
人
口
減
少
の
た
め
に
日
本
が
た
く
わ
え
て
き
た
③
膨
大

な
文
化
を
次
世
代
へ
直
接
継
承
で
き
ず
と
も
、
必
要
あ
る
い
は
興
味
に
応
じ
て
、
未
来
の
世
代
が
そ
れ
ら
を
選
択
し
復
元
す
る
こ
と
は
可
能
と
な
る
。

ど
の
レ
ベ
ル
ま
で
正
確
に
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
か
を
別
と
す
れ
ば
、
以
下
に
示
す
よ
う
に
保
存
自
体
は

ｂ

に
さ
ほ
ど
困
難
で
は
な
い
。

現
代
の
国
語
・
言
語
文
化
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〈
中
略
〉

２
　

二

日
本
の
危
機
と
し
て
人
口
減
少
だ
け
を
考
え
る
な
ら
ば
、
１
で
考
察
し
た
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
っ
て
、
そ
の
文
化
を
未
来
に
継
承
す
る
こ
と
は
比
較
的

容
易
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
し
か
し
地
震
、
さ
ら
に
は
核
攻
撃
な
ど
に
よ
っ
て
日
本
そ
の
も
の
が
消
滅
す
る
事
態
を
想
定
す
る
な
ら
ば
、
そ
の

デ
ー
タ
を
日
本
国
内
に
保
存
す
る
だ
け
で
は
意
味
が
な
い
。

国
外
の
複
数
の
場
所
に
、
日
本
文
化
保
存
セ
ン
タ
ー
を
設
立
す
る
の
も
一
案
で
あ
る
が
、
地
球
そ
の
も
の
が
迎
え
る
危
機
ま
で
を
も
想
定
す
れ
ば
や

は
り
意
味
が
な
い
。
実
は
そ
の
よ
う
な
事
態
に
備
え
て
、
月
に
わ
が
地
球
の
人
類
史
を
保
存
す
る
提
案
を
発
表
し
た
天
文
学
者
が
い
る
。

近
未
来
に
想
定
さ
れ
る
全
球
規
模
の
人
類
滅
亡
リ
ス
ク
と
し
て
は
、
大
量
④
殺
戮
兵
器
の
使
用
、
未
知
の
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
、
火
山

噴
火
、
小
天
体
の
地
球
衝
突
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
特
に
前
者
二
つ
は
、
ロ
シ
ア
―
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
と
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

−

19
に
よ
っ
て
極
め
て
現
実
的

な
リ
ス
ク
で
あ
る
こ
と
が
広
く
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
地
球
が
築
き
上
げ
て
き
た
文
明
を
未
来
に
継
承
す
る
た
め
最
適
な
保
存

場
所
は
開
発
競
争
が
進
み
つ
つ
あ
る
月
面
、
と
い
う
わ
け
だ
。

と
は
い
え
、
全
球
規
模
の
人
類
滅
亡
リ
ス
ク
に
対
す
る
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
な
る
と
、
数
万
年
か
ら
数
億
年
ス
ケ
ー
ル
で
の
安
定
な
デ
ー
タ
保
存
（
読

み
出
し
）
が
保
証
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
現
在
の
デ
ィ
ス
ク
シ
ス
テ
ム
は
一
〇
年
程
度
の
耐
久
性
し
か
な
い
か
も
し
れ
ず
、
常
に
最
新
鋭
の
記
憶
媒
体

に
コ
ピ
ー
し
直
す
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
開
発
と
維
持
だ
け
な
ら
ば
現
在
よ
り
は
る
か
に
少
な
い
人
口
で
も
可
能
で
あ
る
が
、
人
類
が
滅

亡
し
て
し
ま
っ
て
は
そ
れ
も
期
待
で
き
な
い
。
さ
ら
に
新
技
術
の
開
発
と
と
も
に
、
デ
ー
タ
の
保
存
法
と
読
み
出
し
法
も
常
に
進
歩
す
る
。
上
述
の
論

文
の
著
者
は
、
月
に
建
設
さ
れ
る
有
人
基
地
で
あ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な

ｃ

な
シ
ス
テ
ム
更
新
が
可
能
だ
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
が
数
万
年
以
上

の
時
間
ス
ケ
ー
ル
ま
で
持
続
可
能
で
あ
る
か
は
自
明
で
は
な
い
。

と
す
れ
ば
、
月
に
保
存
す
る
と
し
て
も
そ
の
よ
う
な
大
量
デ
ー
タ
の
保
存
と
は
独
立
に
、
地
球
文
明
の
根
幹
を
な
す
も
の
を
厳
選
し
た
上
で
、
長
期

間
耐
久
性
の
あ
る
素
材
（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
と
か
）
に
直
接
刻
み
こ
む
ロ
ゼ
ッ
タ
ス
ト
ー
ン
的
保
存
法
も
考
え
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。

リ
チ
ャ
ー
ド
・
フ
ァ
イ
ン
マ
ン
は
彼
の
有
名
な
講
義
録
の
冒
頭
で
、
地
球
の
科
学
知
識
が
消
滅
す
る
と
し
た
場
合
、
次
世
代
に
伝
え
る
べ
き
わ
ず
か

一
行
は
、
原
子
仮
説
だ
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
さ
す
が
に
地
球
文
明
の
到
達
点
と
し
て
、
原
子
仮
説
だ
け
を
未
来
の
世
代
（
生
き
残
っ
た
子
孫
あ

る
い
は

ｄ

文
明
）
に
残
す
の
で
は
も
っ
た
い
な
さ
す
ぎ
る
。

一
方
で
原
子
仮
説
と
い
っ
た
誰
も
が
同
意
す
る
基
本
概
念
だ
け
で
は
な
く
、
地
球
文
明
を
代
表
す
る
情
報
を
厳
選
し
保
存
す
る
と
な
る
と
、
そ
の
と
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り
ま
と
め
は
極
め
て
や
っ
か
い
だ
。
偏
見
、
価
値
観
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
な
ど
が
複
雑
に
絡
ま
っ
て
く
る
た
め
、

ｅ

に
合
意
が
得
ら
れ
る
と
は
思

え
な
い
。
結
局
、
国
単
位
で
個
別
に
選
定
す
る
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
が
、
そ
の
場
合
、
国
ご
と
に
保
存
さ
れ
る
情
報
や
歴
史
観
の
間
に
は
か
な
り
の

⑤
齟
齬
が
生
ま
れ
て
し
ま
う
に
違
い
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
地
球
文
明
を
忠
実
に
継
承
で
き
る
だ
け
の
大
量
の
デ
ー
タ
を
、
数
万
年
以
上
の
時
間
ス

ケ
ー
ル
に
わ
た
っ
て
確
実
に
保
存
す
る
、
と
い
う

Ｃ

。

３
　

三

で
は
、
い
っ
そ
の
こ
と
、
受
け
取
っ
た
側
に
保
存
し
て
も
ら
え
ば
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
地
球
文
明
が
存
在
す
る
期
間
、
そ
れ
が
生

み
出
し
て
き
た
文
化
情
報
を
ひ
た
す
ら
発
信
し
続
け
る
こ
と
だ
け
に
専
念
す
る
の
で
あ
る
。
未
来
の
地
球
上
の
子
孫
を
念
頭
に
お
く
の
で
は
な
く
、
遠

く
の
地
球
外
文
明
に
向
け
て
積
極
的
に
わ
が
地
球
文
明
の
広
報
活
動
を
行
お
う
、
と
い
う
わ
け
だ
。

こ
の
場
合
、
地
球
で
あ
ろ
う
と
月
で
あ
ろ
う
と
、
そ
こ
に
記
憶
媒
体
を
長
期
間
保
存
し
て
お
く
意
味
は
あ
ま
り
な
い
。
地
球
外
文
明
が
直
接
地
球
や

月
を
訪
れ
る
可
能
性
は
極
度
に
低
い
か
ら
だ
。
さ
ら
に
万
が
一
そ
こ
に
保
存
さ
れ
た
記
憶
媒
体
を
発
見
し
た
と
し
て
も
、
ハ
ー
ド
的
に
読
み
出
す
こ
と

は
容
易
で
は
な
か
ろ
う
。
そ
れ
よ
り
は
、
電
磁
信
号
と
し
て
発
信
し
て
お
く
ほ
う
が
は
る
か
に
親
切
だ
と
言
え
る
。

仮
に
地
球
か
ら
の
信
号
を
受
け
取
っ
た
場
合
、
そ
の
地
球
外
文
明
は
間
違
い
な
く
自
ら
そ
の
信
号
を
記
録
し
保
存
し
つ
つ
、
時
間
を
か
け
て
そ
の
解

読
を
試
み
る
は
ず
だ
。
こ
れ
は
人
工
信
号
を
対
象
と
す
る
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
観
測
的
天
文
学
者
の
研
究
手
法
そ
の
も
の
だ
。
地
球
外
文
明
が
そ

の
外
の
世
界
に
対
す
る
知
的
好
奇
心
を
持
つ
限
り
、
彼
ら
の
方
で
わ
れ
わ
れ
の
発
信
を
保
存
し
て
く
れ
る
に
違
い
な
い
。

系
外
惑
星
研
究
者
は
、
地
球
か
ら
見
て
主
星
の
前
を
惑
星
が
横
切
る
よ
う
な
配
置
に
あ
る
惑
星
系
（
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
惑
星
系
）
に
注
目
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
地
球
と
主
星
を
結
ぶ
視
線
方
向
が
惑
星
の
公
転
軌
道
面
上
に
あ
る
惑
星
系
で
あ
り
、
通
常
は
推
定
で
き
な
い
様
々
な
情
報
が
取
得
で
き
る
。

同
じ
理
由
で
、
こ
の
地
球
に
着
目
し
て
観
測
し
て
い
る
地
球
外
文
明
の
方
向
は
地
球
の
公
転
軌
道
面
上
に
位
置
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
し
た
が
っ

て
、
そ
の
よ
う
な
特
別
の
方
向
に
あ
る
天
体
に
対
し
て
だ
け
選
択
的
に
電
磁
信
号
を
送
れ
ば
効
率
的
だ
。
ま
た
、
将
来
の
技
術
革
新
に
応
じ
て
信
号
の

情
報
転
送
速
度
は
飛
躍
的
に
増
大
す
る
の
で
、
発
信
す
る
情
報
量
や
内
容
を
時
々
刻
々
柔
軟
に
変
更
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
現
時
点
で
デ
ジ
タ
ル
化
し

た
地
球
の
情
報
を
長
期
保
存
し
て
も
、
高
々
一
〇
〇
〇
年
程
度
で
、
ロ
ゼ
ッ
タ
ス
ト
ー
ン
の
よ
う
に
歴
史
的
な
意
味
し
か
持
ち
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う

可
能
性
が
高
い
の
だ
か
ら
、
常
に
更
新
し
な
が
ら
発
信
し
続
け
る
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
。
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４
　

四

と
い
う
わ
け
で
、
具
体
的
な
手
段
は
別
と
し
て
、
地
球
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
意
義
は
、
ど
こ
か
に
存
在
す
る
は
ず
の
地
球
外
文
明
に
向
け
て
我
が
地

球
の
存
在
を
知
ら
し
め
、
地
球
滅
亡
後
の
宇
宙
に
そ
の
歴
史
を
刻
み
込
む
こ
と
に
あ
る
、
と
い
う
結
論
が
導
か
れ
た
。
こ
ち
ら
が
発
信
し
た
信
号
を
正

し
く
解
読
し
て
も
ら
え
る
か
ど
う
か
は
自
明
で
は
な
い
も
の
の
、
高
度
に
発
達
し
た
知
的
文
明
で
あ
れ
ば
、
最
終
的
に
は
解
読
し
て
も
ら
え
る
も
の
と

期
待
し
て
お
こ
う
。

解
読
に
成
功
し
た
彼
ら
の
目
の
前
に
、
地
球
文
明
が
観
測
し
た

（
注
２
）
図
１
の
よ
う
な
宇
宙
の
大
構
造
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
な
ら
ば
、
深
い
感

動
を
共
有
し
て
も
ら
え
る
に
違
い
な
い
。
こ
の
パ
タ
ー
ン
は
、
言
語
や
文
化
と
い
っ
た
知
的
文
明
の
特
殊
性
と
は
全
く
無
関
係
に
、
こ
の
宇
宙
に
存
在

す
る
天
体
分
布
と
い
う

Ｄ

性
を
も
つ
。
地
球
外
文
明
が
太
陽
系
と
同
じ
天
の
川
銀
河
内
に
あ
る
な
ら
ば
、
図
１
の
意
味
は
理
解
し
て
も
ら
え
る

で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
地
球
に
知
的
文
明
が
（
か
つ
て
）
存
在
し
て
い
た
こ
と
の
明
確
な
証
拠
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

逆
に
我
々
が
地
球
外
の
天
体
か
ら
の
信
号
を
解
析
し
た
結
果
、
図
１
の
よ
う
に
、
何
ら
か
の

Ｅ

的
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
こ
と

を
発
見
し
た
と
き
の
感
動
を
想
像
し
て
ほ
し
い
。
カ
ー
ル
・
セ
ー
ガ
ン
は

（
注
３
）『
コ
ン
タ
ク
ト
』
に
お
い
て
ま
さ
に
そ
れ
を
強
調
し
て
い
る
。

誰
も
成
功
を
保
証
で
き
な
い
。
で
も
そ
れ
よ
り
も
も
っ
と
大
切
な
疑
問
が
あ
る
だ
ろ
う
か
？

　も
し
誰
か
が
我
々
に
信
号
を
送
り
続
け
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
地
球
上
の
誰
一
人
そ
れ
を
聞
こ
う
と
し
て
い
な
い
な
ん
て
、
な
ん
と
馬
鹿
げ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
れ
ら
を
検
出
で
き
る
技
術
を

持
っ
て
い
る
の
に
、
そ
れ
を
実
行
す
る
決
意
を
持
て
な
い
だ
け
だ
と
し
た
ら
。
そ
ん
な
文
明
な
ん
て
恥
ず
か
し
い
と
思
わ
な
い
か
い
。

そ
れ
が
い
つ
に
な
る
か
は
わ
か
ら
な
い
。
で
も
そ
の
日
は
必
ず
来
る
。

〔
須
藤

　靖
『
Ｕ
Ｐ
』
に
よ
る
〕

（
注
１
）
昭
和
48
年
に
刊
行
さ
れ
た
小
松
左
京
に
よ
る
日
本
の
Ｓ
Ｆ
小
説
。
地
殻
変
動
で
日
本
列
島
が
海
面
下
に
沈
没
す
る
と
い
う
内
容
。

（
注
２
）
広
域
宇
宙
サ
ー
ベ
イ
観
測
に
よ
り
完
成
さ
れ
た
天
の
川
銀
河
か
ら
一
〇
億
光
年
以
内
に
あ
る
銀
河
の
空
間
分
布
地
図
（
省
略
）

（
注
３
）
ジ
ョ
デ
ィ
・
フ
ォ
ス
タ
ー
主
演
で
一
九
九
七
年
に
映
画
化
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
の
Ｓ
Ｆ
。
地
球
外
生
命
体
と
の
遭
遇
（
コ
ン
タ
ク
ト
）
が
テ
ー
マ
。
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問
１

　傍
線
部
①
～
⑤
の
漢
字
の
読
み
と
し
て
、
一
つ
だ
け
間
違
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
を
選
べ
。
解
答
番
号
は

１

①
　鑑か

ん
がみ
る

　
　②
　卓た

く
え
つ越

　
　③
　膨ぼ

う
だ
い大

　
　④
　殺さ

つ
り
ゃ
く戮

　
　⑤
　齟そ

ご齬

問
２
　空
欄

Ａ

に
入
れ
る
の
に
最
も
適
切
な
漢
字
一
字
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

２

①
　欠

　
　②
　決

　
　③
　能

　
　④
　解

　
　⑤
　避

問
３
　空
欄

Ⅰ

～

Ⅴ

に
入
れ
る
の
に
最
も
適
切
な
語
の
組
み
合
わ
せ
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

３

①
　Ⅰ
　む
し
ろ

　
　
　Ⅱ
　と
は
い
え

　
　Ⅲ
　も
し

　
　
　
　Ⅳ
　た
だ
し

　
　
　Ⅴ
　そ
こ
で

②
　Ⅰ
　と
は
い
え

　
　Ⅱ
　む
し
ろ

　
　
　Ⅲ
　た
だ
し

　
　
　Ⅳ
　そ
こ
で

　
　
　Ⅴ
　も
し

③
　Ⅰ
　も
し

　
　
　
　Ⅱ
　た
だ
し

　
　
　Ⅲ
　む
し
ろ

　
　
　Ⅳ
　と
は
い
え

　
　Ⅴ
　そ
こ
で

④
　Ⅰ
　た
だ
し

　
　
　Ⅱ
　そ
こ
で

　
　
　Ⅲ
　と
は
い
え

　
　Ⅳ
　も
し

　
　
　
　Ⅴ
　む
し
ろ

⑤
　Ⅰ
　そ
こ
で

　
　
　Ⅱ
　と
は
い
え

　
　Ⅲ
　も
し

　
　
　
　Ⅳ
　た
だ
し

　
　
　Ⅴ
　む
し
ろ

　
　
　
　
　
　
　

問
４
　空
欄

Ｂ

に
入
れ
る
の
に
最
も
適
切
な
語
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

４

①
　最
盛

　
　②
　過
渡

　
　③
　潜
伏

　
　④
　回
復

　
　⑤
　不
定

問
５

　空
欄

ａ

～

ｅ

に
入
れ
る
の
に
最
も
適
切
な
語
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
べ
。

解
答
番
号
は
ａ

５

　
　ｂ

６

　
　ｃ

７

　
　ｄ

８

　
　ｅ

９

①
　定
期
的

　
　②
　技
術
的

　
　③
　全
球
的

　
　④
　抜
本
的

　
　⑤
　地
球
外
知
的

問
６

　傍
線
部
Ｘ
「
妙
案
」
の
意
味
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

10

①
　奇
妙
奇
天
烈
で
違
和
感
を
覚
え
る
が
、
個
性
的
で
人
目
を
惹
く
着
想
。

②
　平
凡
で
は
あ
る
が
、
よ
く
よ
く
考
え
た
末
に
た
ど
り
着
い
た
結
論
。

③
　個
性
的
で
は
な
い
が
、
誰
が
見
て
も
賛
同
で
き
る
論
理
的
な
思
考
。

④
　他
の
人
が
あ
ま
り
思
い
つ
か
な
い
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
思
い
つ
き
。

⑤
　善
良
で
健
全
な
、
世
の
人
々
の
指
針
と
な
る
よ
う
な
道
徳
的
指
針
。
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問
７

　空
欄

一

～

四

に
は
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
後
の
文
の
内
容
を
端
的
に
表
す
小
題
が
付
い
て
い
た
。
最
も
適
切
な
も
の
を
、

次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
ず
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は
一

11

　
　二

12

　
　三

13

　
　四

14

①
　近
未
来
の
地
球
の
危
機
と
人
類
文
明
の
保
存

　
　②
　人
口
減
少
は
自
明
な
「
恐
る
べ
き
危
機
」
　
　③
　未
知
と
の
遭
遇

④
　日
本
の
人
口
減
少
と
文
化
の
継
承

　
　
　
　
　
　⑤
　地
球
外
文
明
へ
の
発
信

問
８
　空
欄

Ｃ

に
入
れ
る
の
に
最
も
適
切
な
語
句
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

15

①
　二
者
択
一
的
要
請
の
優
先
順
位
を
決
め
る
こ
と
は
至
難
の
業
な
の
で
あ
る
。

②
　二
律
背
反
す
る
命
題
を
同
時
に
実
現
す
る
こ
と
は
不
可
能
な
夢
で
は
な
い
。

③
　二
つ
の
相
反
す
る
要
請
を
同
時
に
満
た
す
こ
と
は
極
め
て
困
難
な
よ
う
だ
。

④
　二
律
背
反
す
る
二
つ
の
命
題
を
止
揚
す
る
こ
と
は
今
や
困
難
な
こ
と
で
は
な
い
。

⑤
　二
つ
の
相
反
す
る
要
請
を
同
時
に
満
た
す
こ
と
は
比
較
的
容
易
な
こ
と
で
あ
る
。

問
９
　空
欄

Ｄ

と

Ｅ

に
入
れ
る
の
に
最
も
適
切
な
語
の
組
み
合
わ
せ
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

16

①
　Ｄ
　普
遍

　
　Ｅ
　普
遍

②
　Ｄ
　不
変

　
　Ｅ
　不
偏

③
　Ｄ
　不
偏

　
　Ｅ
　普
遍

④
　Ｄ
　普
遍

　
　Ｅ
　個
性

⑤
　Ｄ
　固
有

　
　Ｅ
　普
遍

問
10  

本
文
の
内
容
に
合
う
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

17

①
　少
子
高
齢
化
に
よ
る
日
本
の
人
口
減
少
は
必
然
的
で
正
常
な
趨
勢
で
あ
り
、
現
今
対
策
を
立
て
る
必
要
は
な
い
。

②
　日
本
文
化
を
継
承
す
る
こ
と
は
重
要
な
課
題
だ
が
、
そ
れ
ら
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
保
存
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

③
　人
類
の
滅
亡
は
杞
憂
で
は
な
く
現
実
的
な
危
機
で
あ
り
、
回
避
策
と
し
て
は
人
類
が
月
に
移
住
す
る
し
か
な
い
。

④
　人
類
文
明
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
保
存
し
、
そ
れ
を
全
宇
宙
に
向
け
て
発
信
し
続
け
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
。

⑤
　地
球
の
情
報
を
宇
宙
に
発
信
す
る
こ
と
は
困
難
で
は
な
い
が
、
そ
れ
を
解
読
で
き
る
地
球
外
生
物
は
い
な
い
だ
ろ
う
。

－ 57 －

【一般選抜（Ⅰ期）】



－ 62 －

【
二
】
次
の
文
章
を
読
み
、
後
の
問
い
（
問
１
～
問
10
）
に
答
え
よ
。
な
お
、
設
問
の
都
合
上
、
本
文
を
省
略
、
変
更
し
た
箇
所
が
あ
る
。

情
報
技
術
の
進
（
ア
）
テ
ン
は
Ａ
私
た
ち
を
ど
こ
に
連
れ
て
行
く
の
だ
ろ
う
？
　今
で
は
誰
も
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
画
面
に
見
入
っ
て
い
る
。
私

が
携
帯
電
話
を
初
め
て
持
っ
た
の
は
２
０
０
７
年
。
以
後
、
携
帯
が
ス
マ
ホ
に
な
り
、

ａ

が
浸
透
し
始
め
た
の
は
12
年
ご
ろ
ら
し
い
。
こ
れ
ら

の
技
術
は
、
人
々
が

ｂ

を
取
る
方
法
を
変
え
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
人
と
の
付
き
あ
い
方
を
も
変
え
て
い
る
。

紙
と
印
刷
技
術
が
な
か
っ
た
時
代
、
人
々
は
、
あ
ら
ゆ
る
事
柄
に
関
し
て
、
自
分
た
ち
の
脳
内
に
収
め
ら
れ
た
記
憶
に
頼
る
し
か
方
法
が
な
か
っ
た
。

今
で
は
、
紙
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
記
憶
媒
体
が
あ
り
、
そ
の
容
量
は
日
々
増
加
し
て
い
る
。

大
量
の
情
報
の
蓄
（
イ
）
セ
キ
と
い
う
意
味
で
は
、
図
書
館
は
そ
の
代
表
だ
っ
た
。
書
物
、
論
文
、
雑
誌
、
新
聞
記
事
な
ど
、
な
ん
で
も
保
存
さ
れ
て

い
る
。

Ⅰ

、
そ
こ
か
ら
自
分
の
得
た
い
情
報
を
見
つ
け
出
す
に
は
、
自
分
で
探
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
へ
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
と
い
う
も

の
が
出
て
き
た
。
読
み
込
ん
だ
大
量
の
情
報
か
ら
、
探
し
て
い
る
人
が
欲
し
が
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
も
の
を
、
瞬
時
に
出
し
て
く
れ
る
。
初
め
は
、

自
分
の
名
前
を
入
れ
て
尋
ね
た
ら
、
知
ら
な
い
人
た
ち
の
こ
と
ば
か
り
大
量
に
答
え
て
き
た
、
な
ど
と
バ
カ
に
さ
れ
て
い
た
が
、
ど
ん
ど
ん
改
良
が
進

ん
で
い
る
よ
う
だ
。

そ
し
て
、
生
成
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
で
あ
る
。
こ
れ
も
世
に
出
た
当
初
は
、
役
に
立
た
な
い
と
バ
カ
に
さ
れ
た
が
、
改
良
が
進
ん
で
い
る
。
本
当
に

学
術
論
文
を
書
い
て
く
れ
た
り
、
次
の
研
究
題
目
に
何
を
選
べ
ば
よ
い
か
ま
で
教
え
て
く
れ
た
り
す
る
も
の
も
あ
る
そ
う
だ
。
Ｂ
古
今

西
で
出
版

さ
れ
た
研
究
論
文
を
大
量
に
読
み
込
ん
で
学
習
さ
せ
れ
ば
、
こ
ん
な
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
は
な
る
の
だ
ろ
う
。

そ
う
な
る
と
、
人
間
は
何
を
す
る
の
か
？

　記
憶
も
検
索
も
作
文
も
、
Ａ
Ｉ
に
丸
投
げ
の

ｃ

が
可
能
に
な
っ
た
あ
と
は
、
ど
ん
な
人
間
が
育

ち
、
ど
ん
な
社
会
を
作
る
の
だ
ろ
う
？

　
Ⅱ

、
今
ま
で
と
は
違
う
人
生
観
、
世
界
観
を
持
つ
人
た
ち
が
育
つ
よ
う
に
な
り
、
ま
っ
た
く
違
う
社

会
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

人
類
学
者
と
し
て
こ
の
変
化
を
見
る
と
、
こ
れ
は
、
狩
猟
採
集
で
生
計
を
営
む
生
活
か
ら
、
農
耕
・
牧
畜
・
定
住
の
生
活
様
式
に
変
わ
っ
た
と
き
ぐ

ら
い
の
大
き
な
（
ウ
）
シ
ョ
ウ
撃
を
も
た
ら
す
変
化
な
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

狩
猟
採
集
生
活
は
、
自
分
で
食
料
を
生
産
し
な
い
。
自
然
の
恵
み
を
求
め
て
放
（
エ
）
ロ
ウ
し
、
と
れ
た
分
だ
け
で
満
足
す
る
。
大
量
に
と
れ
れ
ば
、

み
ん
な
で
分
け
て
大
宴
会
。
と
れ
な
け
れ
ば
飢
え
て
、
と
き
に
は
死
ぬ
。
周
囲
の
自
然
を
熟
知
し
、（
オ
）
ホ
食
者
か
ら
身
を
守
り
、
他
の
人
間
た
ち
と

う
ま
く
や
っ
て
い
く
術す
べ

を
身
に
付
け
る
。
こ
れ
は
頭
を
使
う
大
変
な
暮
ら
し
方
だ
。〔

　①
　〕

Ⅲ

、「
今
、
こ
こ
」
で
の
見
返
り
が
な
い
の
に
、
少
し
ず
つ
こ
つ
こ
つ
働
い
て
努
力
す
る
と
い
う
こ
と
は
Ｃ
し
な
い
。
狩
猟
採
集
生
活
で
は
、

こ
ち
ら
が
い
か
に
知
恵
を
絞
ろ
う
と
、
自
然
の
恵
み
が
あ
る
と
き
に
は
あ
る
が
、
な
い
と
き
に
は
な
い
。
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目
の
前
に
獲
物
と
な
る
動
物
や
Ｄ
食
べ
ら
れ
る
植
物
が
あ
れ
ば
、
一
生
懸
命
働
い
て
そ
れ
を
手
に
入
れ
よ
う
と
す
る
。

Ⅳ

、
す
ぐ
に
見
返
り

が
な
い
の
に
、
将
来
の
た
め
に
働
く
と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。〔

　②
　〕

こ
れ
を
劇
的
に
変
え
た
の
が
、
１
万
年
前
の
農
耕
・
牧
畜
・
定
住
生
活
の
始
ま
り
で
あ
る
。
農
耕
も
牧
畜
も
、
人
間
が
自
然
を
改
変
し
て
食
料
を

作
り
出
す
の
で
、
こ
つ
こ
つ
働
け
ば
、
そ
れ
だ
け
、
そ
の
先
の
成
果
が
増
え
る
。
努
力
し
た
成
果
が
、
す
ぐ
そ
の
日
に
得
ら
れ
る
の
で
は
な
い
。

Ⅴ

、
将
来
に
は
得
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
未
来
の
た
め
に
「
こ
つ
こ
つ
働
く
」。〔

　③
　〕

今
の
私
た
ち
は
、
今
す
ぐ
に
何
か
が
得
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
く
て
も
働
く
。
来
年
の
収
穫
か
、
給
料
日
か
、
ボ
ー
ナ
ス
支
給
か
、
よ
り
よ
い
就
職
口

か
、
将
来
に
は
い
い
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
、
今
、
こ
つ
こ
つ
働
く
。
狩
猟
採
集
民
に
は
、
こ
ん
な
こ
と
が
理
解
で
き
な
い
。〔

　④
　〕

し
か
し
１
万
年
前
に
農
耕
・
牧
畜
・
定
住
生
活
を
採
用
し
た
集
団
は
確
か
に
成
功
し
た
。
そ
し
て
暮
ら
し
方
が
変
わ
り
、
毎
日
の
生
活
リ
ズ
ム
、
欲

望
の
あ
り
方
、
目
標
の
持
ち
方
、
社
会
集
団
の
あ
り
方
な
ど
、
す
べ
て
が
以
前
と
は
変
わ
っ
た
の
だ
。〔

　⑤
　〕

こ
れ
と
同
じ
く
ら
い
の
大
転
換
が
、
情
報
技
術
の
発
展
に
よ
っ
て
起
こ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
物
も
人
も
移
動
せ
ず
に
す
む
こ
と
が
増
え
、
リ

ア
ル
と

ｄ

と
い
う
新
概
念
が
出
現
し
、
Ａ
Ｉ
は
も
の
を
考
え
る
と
い
う
行
為
を
解
体
し
つ
つ
あ
る
。
こ
の
変
化
に
よ
っ
て
職
業
や
働
き
方
、
人

間
生
活
の
あ
り
方
す
べ
て
が
変
わ
る
だ
ろ
う
。「
こ
つ
こ
つ
働
く
」
価
値
観
も
な
く
な
り
、
文
明
は
次
の

ｅ

に
入
る
予
感
が
す
る
。

〔
長
谷
川

　眞
理
子
『
毎
日
新
聞
』「
時
代
の
風
」
二
〇
二
四
年
六
月
一
六
日
に
よ
る
〕
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問
１

　傍
線
部
（
ア
）
～
（
オ
）
の
カ
タ
カ
ナ
に
相
当
す
る
漢
字
を
使
う
も
の
を
、
次
の
①
～
④
の
傍
線
部
の
う
ち
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
べ
。

解
答
番
号
は
（
ア
）

18

　
　（イ
）

19

　
　（ウ
）

20

　
　（エ
）

21

　
　（オ
）

22

　
　
　
　

           

　
　

 

①
　テ
ン
衣
無
縫
な
性
格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　①
　無
駄
な
ロ
ウ
費
を
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　②
　テ
ン
示
即
売
会
に
行
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　②
　人
を
愚
ロ
ウ
す
る

　
　
　

（
ア
）
　進
テ
ン

　
　
　
　③
　出
テ
ン
を
明
記
す
る

　
　
　
　
　
　
　（
エ
）
　放
ロ
ウ

　
　
　
　③
　ロ
ウ
電
に
よ
る
出
火

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　④
　方
針
を
テ
ン
向
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　④
　疲
ロ
ウ
困
憊
す
る

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　①
　紡
セ
キ
工
場
で
働
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　①
　誤
差
を
ホ
正
す
る

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　②
　微
分
と
セ
キ
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　②
　ホ
身
の
術
に
た
け
る

　
　
　
　
　

（
イ
）
　蓄
セ
キ

　
　
　
　③
　セ
キ
務
を
果
た
す

　
　
　
　
　
　
　
　（
オ
）
　ホ
食
者

　
　
　
　③
　緊
急
逮
ホ
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　④
　本
セ
キ
は
ど
ち
ら
で
す
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　④
　鯨
は
ホ
乳
類
で
す
か

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　①
　シ
ョ
ウ
燥
に
駆
ら
れ
る

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　②
　故
シ
ョ
ウ
個
所
を
見
つ
け
る

　
　

（
ウ
）
　シ
ョ
ウ
撃

　
　
　③
　大
き
な
代
シ
ョ
ウ
を
払
う

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　④
　シ
ョ
ウ
動
に
駆
ら
れ
る

　
　
　
　

問
２

　傍
線
部
Ａ
の
問
題
提
起
に
対
し
て
筆
者
は
ど
の
よ
う
な
社
会
に
な
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ

選
べ
。
解
答
番
号
は

23

①
　今
の
人
間
生
活
と
は
全
く
違
う
社
会

　
　②
　か
つ
て
栄
え
た
狩
猟
採
集
社
会

　
　
　
　
　③
　か
つ
て
の
農
耕
・
牧
畜
・
定
住
社
会

④
　脳
の
記
憶
に
頼
る
し
か
な
い
社
会

　
　
　⑤
　人
間
が
人
工
知
能
に
支
配
さ
れ
る
社
会

問
３
　空
欄

ａ

～

ｅ

に
入
れ
る
の
に
最
も
適
切
な
カ
タ
カ
ナ
外
来
語
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
ず
つ
選
べ
。

解
答
番
号
は
ａ

24

　
　ｂ

25

　
　ｃ

26

　
　ｄ

27

　
　ｅ

28

①
　フ
ェ
ー
ズ

　
　②
　コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
　③
　ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア

　
　④
　ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

　
　⑤
　バ
ー
チ
ャ
ル
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問
４

　傍
線
部
Ｂ
の
空
欄
に
入
る
漢
字
と
同
じ
漢
字
が
空
欄
に
入
る
四
字
熟
語
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

29

①
　南
船

馬

　
　②
　馬
耳

風

　
　③
　東
奔

走

　
　④
　
方
美
人

　
　⑤
　
天
白
日

問
５
　空
欄

Ⅰ

～

Ⅴ

の
五
つ
の
空
欄
の
う
ち
四
つ
に
は
「
し
か
し
」
と
い
う
接
続
詞
が
入
っ
て
い
た
。「
し
か
し
」
が
入
っ
て
い
な
か
っ
た

空
欄
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

30

①
　Ⅰ

　
　②
　Ⅱ

　
　③
　Ⅲ

　
　④
　Ⅳ

　
　⑤
　Ⅴ

問
６
　文
中
に
は
次
の
一
文
が
抜
け
落
ち
て
い
る
。
こ
れ
を
文
中
の
〔

　①
　〕
～
〔

　⑤
　〕
の
ど
の
箇
所
に
補
え
ば
よ
い
か
。
最
も
適
切
な
箇
所
を
、

一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

31

逆
に
農
耕
民
に
は
、
こ
ん
な
狩
猟
採
集
民
が
理
解
で
き
な
い
。

問
７
　傍
線
部
Ｃ
「
し
な
い
」
の
主
語
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

32

①
　他
の
人
間
た
ち

　
　②
　狩
猟
採
集
民

　
　③
　農
耕
民

　
　④
　今
の
私
た
ち

　
　⑤
　牧
畜
・
定
住
生
活
者

問
８

　傍
線
部
Ｄ
「
食
べ
ら
れ
る
」
の
文
法
的
な
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

33

①
　「食
べ
る
」
と
い
う
下
一
段
活
用
の
動
詞
に
可
能
の
助
動
詞
「
ら
れ
る
」
が
付
い
た
も
の

②
　「食
べ
る
」
と
い
う
五
段
活
用
の
動
詞
に
受
け
身
の
助
動
詞
「
れ
る
」
が
付
い
た
も
の

③
　「食
べ
る
」
と
い
う
上
一
段
活
用
の
動
詞
に
受
け
身
の
助
動
詞
「
ら
れ
る
」
が
付
い
た
も
の

④
　「食
べ
る
」
と
い
う
サ
行
変
格
活
用
の
動
詞
に
尊
敬
の
助
動
詞
「
ら
れ
る
」
が
付
い
た
も
の

⑤
　「食
べ
る
」
と
い
う
カ
行
変
格
活
用
の
動
詞
に
自
発
の
助
動
詞
「
れ
る
」
が
付
い
た
も
の

問
９
　本
文
全
体
に
付
け
る
題
名
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

34

①
　生
成
Ａ
Ｉ
時
代
を
促
進
し
よ
う

　
　
　②
　役
に
立
た
な
い
検
索
エ
ン
ジ
ン

　
　③
　「地
道
な
努
力
」
な
ど
無
用
の
長
物

④
　頭
を
使
わ
な
か
っ
た
狩
猟
生
活
者

　
　⑤
　消
え
る
「
こ
つ
こ
つ
」
の
先

－ 61 －
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－ 58 －

問
10
　本
文
の
内
容
に
合
う
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

35

①
　今
か
ら
十
年
位
前
、
２
０
１
２
年
頃
か
ら
携
帯
電
話
が
日
本
で
急
速
に
浸
透
・
普
及
し
始
め
た
。

②
　紙
と
印
刷
技
術
し
か
な
か
っ
た
時
代
、
人
々
は
あ
ら
ゆ
る
事
柄
を
自
分
の
脳
内
に
収
め
る
し
か
な
か
っ
た
。

③
　縄
文
時
代
の
狩
猟
採
集
生
活
か
ら
弥
生
時
代
の
農
耕
牧
畜
社
会
へ
の
転
換
は
成
功
し
た
と
は
言
え
な
い
。

④
　急
速
な
情
報
社
会
化
は
、
今
の
私
た
ち
の
人
生
観
、
世
界
観
を
劇
的
に
変
え
て
い
く
可
能
性
が
高
い
。

⑤
　農
耕
生
活
者
と
同
じ
よ
う
に
、
私
た
ち
は
遠
い
将
来
を
展
望
し
つ
つ
今
を
地
道
に
生
活
す
る
よ
う
に
な
る
。

－ 62 －
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2025（令和 7）年度　日本医療科学大学
入学試験問題【一般選抜（Ⅱ期）】

1 . 試験中は監督者の注意・指示に従ってください。

2 . 解答開始の指示があるまで、この問題冊子の中は見てはいけません。

3 . 解答用紙（マークシート）には、解答欄以外に氏名、フリガナ、受験番号、入試区分、
受験科目の記入欄がありますので、監督者の指示に従って正しく記入・マークして
ください。正しく記入・マークされない場合、採点不可となることがありますので
十分に注意してください。

4 . 解答は、解答用紙（マークシート）の記入例に従って、正しくマークしてください。
マークが薄い場合や一部分しかマークしていない場合、訂正箇所を消しゴムできれい
に消していない（消し跡が残っている）場合などは、解答が正しく読み取れず採点に
影響することがあります。

5 . 問題冊子の余白は途中式等で適宜利用してかまいませんが、切り離してはいけません。

6 . 試験中に問題冊子の印刷不鮮明、ページの落丁、乱丁及び解答用紙（マークシート）
の汚れなどに気がついた場合は、手を挙げて監督者に申し出てください。

7 . 解答終了後、問題冊子は回収します。受験番号と氏名を記入してください。

8 . 数学Ⅰ・数学 A の解答上の注意は裏表紙に記載があります。監督者の指示後、この
問題冊子を裏返して読んでください。

9 . 各科目の問題は以下のページに記載されています。6 科目の中から 2 科目を選択し
解答してください。

数 学 Ⅰ ・ 数 学 Ａ　…………………　１ ～ ８
物 理 基 礎　…………………　９ ～ 18
化 学 基 礎　…………………　19 ～ 31
生 物 基 礎　…………………　32 ～ 40
英 語　…………………　41 ～ 51
現代の国語・言語文化　…………………　64 ～ 53

※国語総合は64～ 53になっていますので注意してください。

受験番号 氏名

過去問題（2025 年度）



数学Ⅰ・数学Ａの解答上の注意

1 . 問題文中の 1 ， 2 ， 3 …には，特に指示がないかぎり，符号－，数字
0 ～ 9 のいずれか一つが対応しています。それらを解答用紙の解答番号の欄の 1，
2，3，…で示された解答記入欄にマークして答えなさい。問題文中の 1 2  ，
3 4 5 などでは，複数桁の数値あるいは符号－を伴う数値で答えなさい。

例1　 6 7 8
 に－ 37 と答える場合は

解答
番号 解 答 記 入 欄

６

７

８

なお，同じ問題文中で 9 ， 10 11 などが 2 回以上現れるときは，2 回目以降は
9 ， 10 11 のように細字で表記します。

2 . 分数の形の解答の場合は，既約（それ以上約分できない）分数で答えなさい。また，
符号は分子につけ，分母にはつけてはいけません。
根号を含む解答では，根号の中の自然数が最小となるように答えなさい。

例 2　
13

12
，

16

14 15
に

4

3 ，
3

52 と答えるところを，
8

6 ，
6

54 のように

答えてはいけません。

例3　
19

17 18
に

9

5 を答えるときは，
9

5 と答えなさい。

例 4　 20 21 ，
24

22 23
に 26 ，

2

10 と答えるところを， 83 ，
6

90√
の

ように答えてはいけません。

3 . 小数の形で解答する場合は，指定された桁数の一つ下の桁を四捨五入して答えなさい。
また，必要に応じて，指定された桁まで⓪にマークしなさい。

　　例5　 25 ． 26 に 2. 78 と答えたいときは，2. 8 として答えなさい。
　　例6　 27 ． 28 29 に 1. 3 と答えたいときは，1. 30 として答えなさい。

解答欄
解答
番号

６

７

８

【一般選抜（Ⅱ期）】



－ 1 －

第1問

以下の空欄をうめよ。

（ 1 ）A ＝ 27 ＋ 45 － 12 － 20 のとき，A ＋ A
2 ＝ 1 2 である。

（ 2 ）（x 2 ＋ 2 x ＋ 3）（x 3 ＋ 2 x 2 ＋ 3 x ＋ 4）を展開整理したとき，x 2 の項の係数は
3 4 である。

（ 3 ）不等式｜x － 3｜＜ 10 を満たす x の整数値の個数は 5 である。

（ 4 ）x の 2 次方程式 x 2 － 2 x ＋ k ＝ 0 が x ＝ 1 ＋ 2 を解にもつとき，
k ＝ 6 7 である。

（ 5 ）右の図は受験生 35 人の数学の試験の得点
のデータの箱ひげ図である。このデータ
から，小さい方から数えて 8 9 番目
の得点は必ず60点でなくてはならないこと
がわかる。

数学Ⅰ・数学Ａ

34 48 60 80 100（点）

－ 1 －
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－ 3 －

第2問

a を 0 でない実数の定数とする。
放物線 C：y ＝ ax 2 － 6 ax ＋ 2 a 2 ＋ 7 a － 4 について，以下の空欄をうめよ。

（ 1 ）放物線 C の頂点の座標を a を用いて表すと，
（ 10 ， 11 a 2 － 12 a－ 13 ）となる。また，放物線 C が x 軸と接するとき，

a の値は小さい順に 14 15 ， 16 である。

（ 2 ）（ 1 ）で求めた a の小さい方の値で定まる放物線を C 1，大きい方の値で定まる
放物線を C 2 とすると，C 1，C 2 の方程式はそれぞれ
　　C 1：y ＝ 17 x 2 ＋ 18 x － 19

　　C 2：y ＝ 20 x 2 － 21 22 x ＋ 23 24

である。さらに，直線 x ＝ p と放物線 C 1，C 2 の交点をそれぞれ P，Q とする
とき，線分 PQ の長さが 12 となるような p の値は小さい順に 25 ， 26 で
ある。

－ 2 －
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－ 5 －

第3問

AB ＝ 4，CA ＝ 3 である鋭角三角形 ABC は，面積が 2 5 である。

以下の空欄をうめよ。

（ 1 ）sinA ＝
28

27
，cosA ＝

30

29
である。

（ 2 ）BC ＝ 31 であり，頂点 A から辺 BC に下した垂線の交点を D とすると，

AD ＝
34

32 33
である。

第4問

ある病院で a，b，c，d，e，f の 6 人の職員が 2 人ずつ 3 組に分かれて，日勤，夜勤，
泊りの 3 つの勤務シフトを決めるとき，以下の空欄をうめよ。

（ 1 ）a，b，c がそれぞれ日勤，夜勤，泊りに決定しているとき，勤務シフトは
全部で 35 通りある。

（ 2 ）a が日勤，b が夜勤に決定しているとき，勤務シフトは全部で 36 37 通り
ある。

（ 3 ）a，b が組んで日勤に決定しているとき，勤務シフトは全部で 38 通りある。

（ 4 ）勤務シフトは全部で 39 40 通りある。

－ 3 －
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－ 7 －

第5問

AB＝ 2，BC＝ 4である平行四辺形ABCDの辺ABのAの側の延長上にAE＝ 1と
なるように点 E をとり，直線 CE と辺 AD，対角線 BD との交点をそれぞれ F，G
とする。このとき，以下の空欄をうめよ。

（ 1 ）FC
EF ＝

42

41
である。また ，GC

EG =
44

43
，GC

FG =
46

45
である。

（ 2 ）平行四辺形 ABCD の面積を S，三角形 CDG の面積を S’とするとき，

S
S’

＝
48

47
である。

第6問

n は 2 n ＜ 2025 を満たす最大の整数とする。以下の空欄をうめよ。

（ 1 ）n ＝ 49 50 である。

（ 2 ）10 進法で表された 2025 を 2 進法で表すと 51 52 桁の数になり，
最高位の次の位の数は 53 である。

（ 3 ）10 進法で表された 2025 を 2 進法で表すと 0 が 54 個だけ現れる。

－ 4 －
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－ 9 －

物理基礎

第1問　次の問い（問１～７）に答えよ。

問 1　 直線上の道路を一定の速さ72 km/h で走っている自動車を，一定の大きさの加速度で
ブレーキをかけて走行距離 100 m 以内に停止させたい。これを実現するために
必要な加速度の大きさの最小値 a〔m/s 2〕はいくつか。また，このとき停止する
までの時間 t は何秒か。a と t の値の組合せとして最も適当なものを，次の①～⑤
から一つ選べ。� ［解答番号 1 ］

a〔m/s 2〕 t〔s〕
① 1 20
② 2 20
③ 2 10
④ 4 5
⑤ 4 10

問 2　 地上からある高さの点 P から質量 m の小球 A を自由落下させると同時に，点 P の
真下の地上の点 Q から質量 M の小球 B をある初速度で鉛直上方に投射した。この
とき，小球 A からみた小球 B の相対速度の大きさは，時間とともにどのように変化
するか。最も適当なものを，次の①～⑤から一つ選べ。� ［解答番号 2 ］

�
①　M ＞ m のとき，大きくなる。
②　M ＜ m のとき，大きくなる。
③　質量にかかわらず，大きくなる。
④　質量にかかわらず，小さくなる。
⑤　質量にかかわらず，一定である。

－ 5 －
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－ 10 －

問 3　 図１のように，一端を天井に固定した糸１を，質量
3 m のおもり A をつけた動滑車 P と天井に固定した
定滑車 Q にかけて，他端に質量 m のおもり B を
つけてつるし，さらに B と床を糸２でつないで，
おもり A，B を静止させる。このとき，重力加速度
の大きさを として，糸１，糸２の張力の大きさ
として最も適当なものを，次の①～⑥からそれぞれ
一つずつ選べ。ただし，滑車はなめらかに回転でき，
糸および滑車の質量は無視でき，滑車にかかる部分
以外の糸は，すべて鉛直であるとする。

� 糸 1［解答番号 3 ］，糸 2［解答番号 4 ］

①　 2
1 m 　　②　m 　　③　 2

3 m 　　④　2 m 　　⑤　 2
5 m 　　⑥　3 m

問 4　 密度が 1. 0 × 10 3 kg/m3 の水に，密度が 8. 0 × 10 2 kg/m3 の物体を浮かべたとき，
水面から上に出る物体の体積は物体全体の何％か。最も適当なものを，次の①～⑤
から一つ選べ。� ［解答番号 5 ］

①　2. 0　　②　8. 0　　③　20　　④　25　　⑤　80

問 5　 断熱材で囲まれた容器に 20 ℃の水が 150 g 入っている。この中へ 80 ℃の水 250 g を
入れて混ぜて熱平衡に達したとき，56 ℃であった。この容器の熱容量［J/K］と
して最も適当なものを，次の①～⑤から一つ選べ。ただし，水の比熱を4. 2 J/（g・K）
とする。� ［解答番号 6 ］

①　35　　②　70　　③　98　　④　140　　⑤　210

図 1

B

Q

A

P

糸�2

糸�1

m

3m

－ 6 －

【一般選抜（Ⅱ期）】



－ 11 －

問 6　 図２のような波が，x 軸の正の向きに速さ 20 m/s で進み，x ＝ 10�の点で反射する。
図２の時刻から0. 5 s後にはどのような反射波が現れるか。自由端反射と固定端反射の
それぞれの場合について，反射波の波形として最も適当なものを，次の①～④から
それぞれ一つずつ選べ。

� 自由端反射［解答番号 7 ］，固定端反射［解答番号 8 ］

問 7　 電磁波に関する記述において誤りを含むものを，次の①～⑤から一つ選べ。
� ［解答番号 9 ］

①　電磁波は，電気的な振動と磁気的な振動が対になって伝わる横波である。
②　マイクロ波は，電子レンジなどで利用されている。
③　赤外線は紫外線より波長が長い。
④　γ線は，原子核から出される電磁波である。
⑤　電磁波の速さは，周波数が大きいほど速くなる。

図 2

2

2 4 6 8 100
－1

－2

1

y（ｍ）

x（ｍ）

－2

－1
0 2 4 6 8 10

1

2

y（m）

x（m）

－2

－1
0 2 4 6 8 10

1

2

y（m）

x（m）

－2

－1
0 2

4
6 8 10

1

2

y（m）

x（m）

－2

－1
0 2 4 6 8 10

1

2

y（m）

x（m）

①　　　　　　　　　　　　　　　　　　�②

③　　　　　　　　　　　　　　　　　　�④

－ 7 －
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第2問　図３のように，水平面となす角が 30°のなめらかな斜面の上端に，重さが無視
できるばねの一端を固定し，ばねの他の端に質量 m の小物体を取り付けたところ，
ばねが自然の長さから距離 d だけ伸びて静止した。このとき，重力加速度の
大きさを として，次の問い（問１～４）に答えよ。

問 1　 このばねのばね定数を表す式として正しいものを，次の①～⑤から一つ選べ。
� ［解答番号 10 ］

①　 2
1 m d　　②　 d

m 　　③　 2 d
m 　　④　 d

m 　　⑤　 2 d
m

問 2　 小物体に斜面に平行で上向きの外力を加え，ゆっくりとばねが自然の長さになるまで
小物体を上昇させた。このとき，重力による位置エネルギーの変化量およびばねの
弾性エネルギーの変化量を表す式として正しいものを，それぞれ次の①～⑤から
一つずつ選べ。

� 重力による位置エネルギーの変化量　［解答番号 11 ］
� ばねの弾性エネルギーの変化量　　　［解答番号 12 ］

①　m d　　②　 2
1 m d　　③　 4

1 m d　　④　－ 2
1 m d　　⑤　－ 4

1 m d

図 3

30°

m
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問 3　 問２のとき，小物体が斜面から受ける垂直抗力がした仕事および小物体に外力が
した仕事を表す式として正しいものを，それぞれ次の①～⑤から一つずつ選べ。

� 小物体が斜面から受ける垂直抗力がした仕事　［解答番号 13 ］
� 小物体に外力がした仕事　　　　　　　　　　［解答番号 14 ］

①　0　　②　m d　　③　 2
3 m d　　④　 2

1 m d　　⑤　 4
1 m d

問 4　 ばねが自然の長さのとき小物体に加えていた外力を静かに取り除くと，小物体は
斜面を下降した。ばねが距離 d�だけ伸びたときに小物体がもつ運動エネルギーを
表す式として正しいものを，次の①～⑤から一つ選べ。� ［解答番号 15 ］

①　0　　②　m d　　③　 2
3 m d　　④　 2

1 m d　　⑤　 4
1 m d

－ 9 －
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第3問　時刻 t ＝ 0 s において図４の実線で表される正弦波がある。このときの山 P が，
時刻 t ＝ 0. 30 s においてQまで進み，破線の波形になった。次の問い（問１～４）
に答えよ。

問 1　 この波の伝わる速さ［m/s］として最も適当なものを，次の①～⑤から一つ選べ。
� ［解答番号 16 ］

①　1. 8　　②　2. 0　　③　6. 0　　④　12　　⑤　20

問 2　 この波の振動数［Hz］として最も適当なものを，次の①～⑤から一つ選べ。
� ［解答番号 17 ］

①　0. 40　　②　2. 5　　③　4. 0　　④　6. 0　　⑤　160

問 3　 x ＝ 4［m］のところの媒質の振動の速さが 0［m/s］となる時刻は，0 ＜ t ＜ 0. 30 の
範囲において，何秒［s］か。最も適当なものを，次の①～⑤から一つ選べ。

� ［解答番号 18 ］

①　0. 05　　②　0. 10　　③　0. 15　　④　0. 20　　⑤　0. 25

問 4　 時刻 t ＝ 0 s において，媒質の速さが上向きに最大になる x は，2 ≦ x ＜ 10 の範囲に
おいていくつのときか。最も適当なものを，次の①～④から一つ選べ。

� ［解答番号 19 ］

①　2　　②　4　　③　6　　④　8

図 4
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第4問　図５のように，抵抗値がそれぞれ 10 Ω，20 Ωの抵抗 A，B を直列に接続した
抵抗 KL と，抵抗値がそれぞれ 10 Ω，20 Ωの抵抗 C，D を並列に接続した抵抗
MNがある。抵抗A，B，C，Dで消費される電力をそれぞれPA，PB，PC，PD と
するとき，次の問い（問１～４）に答えよ。

問 1　 KL 間，および MN 間にそれぞれ内部抵抗の無視できる起電力 30 V の電池を接続
したとき，PA と PB，PC と PD の大小関係の組合せとして正しいものを，次の①～④
から一つ選べ。� ［解答番号 20 ］

①　PA ＞ PB，PC ＞ PD　　②　PA ＞ PB，PC ＜ PD

③　PA ＜ PB，PC ＞ PD　　④　PA ＜ PB，PC ＜ PD

問 2　 問１のとき，PB の値［W］として最も適当なものを，次の①～⑤から一つ選べ。
� ［解答番号 21 ］

①　20　　②　45　　③　300　　④　400　　⑤　600

問 3　 LとMを接続し，KN間に内部抵抗の無視できる起電力30 Vの電池を接続したとき，
抵抗 A における電圧降下の値［V］として最も適当なものを，次の①～⑤から一つ
選べ。� ［解答番号 22 ］

①　5. 5　　②　6. 8　　③　8. 2　　④　12　　⑤　16

問 4　 問３のとき，�PA と PC，PB と PD の大小関係の組合せとして正しいものを，次の
①～④から一つ選べ。� ［解答番号 23 ］

①　PA ＞ PC，PB ＞ PD　　②　PA ＞ PC，PB ＜ PD

③　PA ＜ PC，PB ＞ PD　　④　PA ＜ PC，PB ＜ PD

図 5
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第5問　図６のように，質量 m の物体 A と質量 M の物体 B を軽くて伸び縮みしない糸で

結び，A を粗い水平面上に置き，軽くて滑らかに回転できる滑車を介して B を

つるし手で支える。物体 A と水平面の間には摩擦力がはたらき，静止摩擦係数は

2
1 ，動摩擦係数は 3

1 である。また，重力加速度の大きさを とする。このとき，

次の問い（問１～４）に答えよ。

問 1　 M ＝ 4
1 m のとき，手を放しても物体 A，B は静止していた。このとき物体 A に

はたらく静止摩擦力の大きさとして正しいものを，次の①～⑤から一つ選べ。
� ［解答番号 24 ］

①　 4
1 m 　　②　 3

1 m 　　③　 2
1 m 　　④　 4

3 m 　　⑤　m

問 2　 M を M 0 以上にして手を放すと，物体 A，B は動き始めた。M 0 を表す式として
正しいものを，次の①～⑤から一つ選べ。� ［解答番号 25 ］

①　 3
1 m　　②　 2

1 m　　③　m　　④　 2
3 m　　⑤　2 m

A

B

図 6

－ 12 －
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問 3　 M を M 1（M 1 ＞ M 0）にして手を放すと，物体 A，B は加速度の大きさ 2
1 で

等加速度運動をした。このとき，物体 A にはたらく糸の張力の大きさを表す式

として正しいものを，次の①～⑤から一つ選べ。� ［解答番号 26 ］

①　 6
1 m 　　②　 3

1 m 　　③　 2
1 m 　　④　 6

5 m 　　⑤　 3
5 m

問 4　 問３のとき，物体�B の質量 M 1 を表す式として正しいものを，次の①～⑤から
一つ選べ。� ［解答番号 27 ］

①　 3
2 m　　②　 6

5 m　　③　 3
4 m　　④　 3

5 m　　⑤　2 m

－ 13 －
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化学基礎

必要があれば、原子量および定数は次の値を使うこと。
H：1. 0　　C：12　　N：14　　O：16　　S：32　　Cl：35. 5　　Ca：40
アボガドロ定数　6. 0 × 10 23 /mol

第1問　以下の問い（問 1 ～ 5）に答えよ。

問 1　 以下の物質（ａ～ｆ）のうち、化合物はどれか。組み合わせとして最も適当なものを、
次の①～⓪のうちから一つ選べ。 ［解答番号 1 ］

ａ　水
ｂ　硫黄
ｃ　塩酸
ｄ　酸素
ｅ　石油
ｆ　炭酸水素ナトリウム

①　ａ・ｂ　　②　ｂ・ｃ　　③　ｃ・ｄ　　④　ｄ・ｅ　　⑤　ｅ・ｆ
⑥　ａ・ｃ　　⑦　ｂ・ｄ　　⑧　ｃ・ｅ　　⑨　ｄ・ｆ　　⓪　ａ・ｆ

問 2　 ドライアイスが昇華すると、昇華前と比べて分子間力と熱運動はどうなるか。最も
適当なものを、次の①～⑧のうちから一つ選べ。 ［解答番号 2 ］

①　分子間力は小さくなり、熱運動は穏やかになる。
②　分子間力は小さくなり、熱運動は激しくなる。
③　分子間力は変わらず、熱運動は穏やかになる。
④　分子間力は変わらず、熱運動は激しくなる。
⑤　分子間力は小さくなるが、熱運動は変わらない。
⑥　分子間力は大きくなるが、熱運動は変わらない。
⑦　分子間力は大きくなり、熱運動は穏やかになる。
⑧　分子間力は大きくなり、熱運動は激しくなる。

－ 14 －
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問 3　 110 ℃の水蒸気を 1. 013 × 10 5 Pa で均一に冷却し－ 10 ℃の氷にしたとき、冷却時間
と温度との関係を表すグラフはどれか。最も適当なものを、次の①～⑥のうちから
一つ選べ。 ［解答番号 3 ］

冷却時間 冷却時間

冷却時間 冷却時間

冷却時間 冷却時間

温
度

温
度

温
度

温
度

温
度

温
度

①　　　　　　　　　　　　　　　　　　②

③　　　　　　　　　　　　　　　　　　④

⑤　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑥

－ 15 －
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問 4　 以下の物質（ａ～ｆ）のうち、互いに同素体の関係にある組み合わせはどれか。
組み合わせとして最も適当なものを、次の①～⓪のうちから一つ選べ。

［解答番号 4 ］

ａ　金と白金
ｂ　鉛と黒鉛
ｃ　35 Cl と 37 Cl 
ｄ　赤リンと黄リン
ｅ　一酸化炭素と二酸化炭素
ｆ　フラーレンとカーボンナノチューブ

①　ａ・ｂ　　②　ｂ・ｃ　　③　ｃ・ｄ　　④　ｄ・ｅ　　⑤　ｅ・ｆ
⑥　ａ・ｃ　　⑦　ｂ・ｄ　　⑧　ｃ・ｅ　　⑨　ｄ・ｆ　　⓪　ａ・ｆ

問 5　 水溶液にしたとき、黄色の炎色反応を示すのはどれか。最も適当なものを、次の
①～⑥のうちから一つ選べ。 ［解答番号 5 ］

①　BaCl 2　　②　CaCl 2　　③　CuCl 2　　④　KCl　　⑤　LiCl　　⑥　NaCl

－ 16 －

【一般選抜（Ⅱ期）】



－ 22 －

第2問　以下の問い（問 1 ～ 5）に答えよ。

問 1　 天然に存在する酸素には 16 O、17 O、18 O の同位体が、水素には 1 H、2 H の同位体が
ある。これらの同位体から過酸化水素を何種類つくれるか。最も適当な数値を、次の
①～⑧のうちから一つ選べ。 ［解答番号 6 ］ 

①　6　　②　9　　③　12　　④　15　　⑤　18　　⑥　21　　⑦　24　　⑧　27

問 2　 イオン半径の大きさの関係について最も適当なものを、次の①～⑧のうちから一つ
選べ。 ［解答番号 7 ］

①　Mg 2＋＞ Na＋＞ F－＞ O 2－

②　Mg 2＋＞ O 2－＞ Na＋＞ F－

③　Na＋＞ F－＞ Mg 2＋＞ O 2－

④　Na＋＞ Mg 2＋＞ O 2－＞ F－

⑤　F－＞ Na＋＞ O 2－＞ Mg 2＋

⑥　F－＞ O 2－＞ Mg 2＋＞ Na＋

⑦　O 2－＞ F－＞ Na＋＞ Mg 2＋

⑧　O 2－＞ Mg 2＋＞ F－＞ Na＋

問 3　 図の電子配置で示されるのはどれか。最も適当なものを、次の①～⑧のうちから
一つ選べ。ただし、●は原子核を、●は電子を示す。 ［解答番号 8 ］

①　Al　 ②　Cl　 ③　F－　 ④　K＋　 ⑤　Mg 2＋　 ⑥　Na＋　 ⑦　P　 ⑧　S 2－

－ 17 －
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問 4　 価電子数が最も大きい元素はどれか。最も適当なものを、次の①～⑧のうちから
一つ選べ。 ［解答番号 9 ］

①　Al　　②　Be　　③　Cl　　④　K　　⑤　Na　　⑥　O　　⑦　P　　⑧　S

問 5　 39
19 K＋に関する記述のうち、誤りを含むものはどれか。最も適当なものを、次の
①～⑥のうちから一つ選べ。

 ［解答番号 10 ］

①　質量数は 39 である。
②　陽子数は 19 である。
③　電子数は 19 である。
④　１価のイオンである。
⑤　原子番号は 19 である。
⑥　中性子数は 20 である。

－ 18 －
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第3問　以下の問い（問 1 ～ 5）に答えよ。

問 1　 以下の分子（ａ～ｆ）のうち、極性分子はどれか。組み合わせとして最も適当な
ものを、次の①～⓪のうちから一つ選べ。 ［解答番号 11 ］

ａ　メタン CH 4

ｂ　クロロメタン CH 3Cl
ｃ　窒素 N 2

ｄ　硫化水素 H 2S
ｅ　二酸化炭素 CO 2

ｆ　四塩化炭素 CCl 4

①　ａ・ｂ　　②　ｂ・ｃ　　③　ｃ・ｄ　　④　ｄ・ｅ　　⑤　ｅ・ｆ
⑥　ａ・ｃ　　⑦　ｂ・ｄ　　⑧　ｃ・ｅ　　⑨　ｄ・ｆ　　⓪　ａ・ｆ

問 2　 以下の分子（ａ～ｆ）のうち、共有結合に使われている電子の総数が 4 つである
分子はどれか。組み合わせとして最も適当なものを、次の①～⓪のうちから一つ
選べ。 ［解答番号 12 ］

ａ　H 2O 2

ｂ　NH 3

ｃ　H 2O 
ｄ　HCl
ｅ　H 2S 
ｆ　N 2

①　ａ・ｂ　　②　ｂ・ｃ　　③　ｃ・ｄ　　④　ｄ・ｅ　　⑤　ｅ・ｆ
⑥　ａ・ｃ　　⑦　ｂ・ｄ　　⑧　ｃ・ｅ　　⑨　ｄ・ｆ　　⓪　ａ・ｆ

－ 19 －
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問 3　 周期表の 3 周期 18 族までの元素のうち、電気陰性度が最も小さい元素の原子番号は
どれか。最も適当なものを、次の①～⓪のうちから一つ選べ。 ［解答番号 13 ］

①　1　　 ②　3　　 ③　4　　 ④　5　　 ⑤　6
⑥　10　　⑦　11　　⑧　12　　⑨　13　　⓪　14

問 4　 以下の化学結合に関する記述のうち、誤りを含むものはどれか。最も適当なものを、
次の①～⑥のうちから一つ選べ。 ［解答番号 14 ］

①　ドライアイスは分子結晶である。
②　塩化カリウムの結晶はイオン結合からなる。
③　ナフタレン分子の原子間は分子間力で結合している。
④　ダイヤモンドでは、炭素原子が共有結合で繋がっている。
⑤　黒鉛は炭素原子が共有結合で繋がっているが、電気を通すことができる。
⑥　オキソニウムイオンにある 3 個の O－H 結合は全て同じ性質を持っている。

問 5　 価電子が N 殻に 2 個ある原子 X と、M 殻に 7 個ある原子 Y が化学結合してできた
化合物の化学式はどれか。最も適当なものを、次の①～⑧のうちから一つ選べ。

 ［解答番号 15 ］

①　XY　　 ②　XY 2　　③　X 2Y　　 ④　X 2Y 2

⑤　XY 3　　⑥　X 3Y　　⑦　X 2Y 3　　⑧　X 3Y 2

－ 20 －
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第4問　以下の問い（問 1 ～ 4）に答えよ。

問 1　 二酸化炭素 1. 40 L の物質量は何 mol か。また、その中に酸素原子は何個含まれるか。
最も適当な数値を、次の①～⑥のうちから一つ選べ。ただし、気体の体積は 0 ℃、
1. 013 × 10 5 Pa の条件下で測定したものとする。

二酸化炭素の物質量 ［解答番号 16 ］

①　0. 0625　　②　0. 125　　③　0. 250　　④　0. 500　　⑤　0. 625　　⑥　0. 750

酸素原子の個数 ［解答番号 17 ］

①　1. 50 × 10 22　　②　7. 50 × 10 22　　③　1. 50 × 10 23

④　7. 50 × 10 23　　⑤　1. 50 × 10 24　　⑥　7. 50 × 10 24

問 2　 炭酸カルシウム 10. 00 g を完全に溶かすには 10. 00 % の塩酸が何 g 必要か。最も適当な
数値を、次の①～⑥のうちから一つ選べ。ただし、10. 00 % の塩酸の密度は 1. 00 g/ml
とする。 ［解答番号 18 ］

①　1. 825　　②　3. 650　　③　7. 300　　④　18. 25　　⑤　36. 50　　⑥　73. 00

問 3　 同温、同圧下で 2 mol の気体分子 A と 1 mol の気体分子 B が過不足なく反応して
3 mol の気体化合物 C が生成した。A の分子量を MA 、B の分子量を MB とすると、
3 g の A から生成する C の量は何 g か。最も適当なものを、次の①～⑥のうちから
一つ選べ。 ［解答番号 19 ］

①　 2
3（2 MA ＋ MB）　　②　 MB

12 MA ＋ 3 MB 　　③　 2 MA

6 MA ＋ 3 MB

④　 3
3 MA ＋ 2 MB 　　　⑤　 2 MA

3 MB 　　　　 　 ⑥　 3 MA

3（MA ＋ MB）

－ 21 －
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問 4　 ホウ素（B：原子量 10. 8）には 10 B と 11 B の 2 種類の安定同位体が存在する。10 B と
11 B それぞれの相対質量を 10. 0 と 11. 0 としたとき、10 B：11 B の比率はどれか。
最も適当なものを、次の①～⓪のうちから一つ選べ。 ［解答番号 20 ］

①　1：2　　②　2：1　　③　1：3　　④　3：1　　⑤　1：4
⑥　4：1　　⑦　2：3　　⑧　3：2　　⑨　3：4　　⓪　4：3

－ 22 －
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第5問　以下の問い（問 1 ～ 4）に答えよ。

問 1　 0. 030 mol/L のシュウ酸水溶液と濃度未知の塩酸がある。これら 2 つの酸それぞれ
20 mL をある濃度の水酸化ナトリウム水溶液で滴定したところ、中和にはそれぞれ
5. 0 mL と 15 mL を要した。次の（ 1 ）～（ 2 ）に答えよ。

（ 1 ）水酸化ナトリウム水溶液の濃度は何 mol/L か。最も適当な数値を、次の①～⑧の
うちから一つ選べ。 ［解答番号 21 ］

①　0. 060　　②　0. 080　　③　0. 12　　④　0. 16
⑤　0. 24　　 ⑥　0. 48　　 ⑦　0. 72　　⑧　0. 96

（ 2 ）塩酸の濃度は何 mol/L か。最も適当な数値を、次の①～⑧のうちから一つ選べ。
 ［解答番号 22 ］

①　0. 090　　②　0. 18　　③　0. 24　　④　0. 36
⑤　0. 48　　 ⑥　0. 72　　⑦　1. 5　　 ⑧　1. 6

問 2　 0. 0005 mol/L の酢酸水溶液（電離度 0. 02）の 25 ℃における pH として最も適当な
数値を、次の①～⑥のうちから一つ選べ。 ［解答番号 23 ］

①　1　　②　2　　③　3　　④　4　　⑤　5　　⑥　6

問 3　 pH 1 の塩酸 1. 00 L を水で薄めて pH 3 にするのに必要な水の量として最も適当な
ものを、次の①～⑥のうちから一つ選べ。 ［解答番号 24 ］

①　1. 90 L　  ②　2. 00 L　  ③　9. 00 L　  ④　10. 0 L　  ⑤　99. 0 L　  ⑥　100 L

－ 23 －

【一般選抜（Ⅱ期）】



－ 29 －

問 4　 水に溶かすと酸性を示す塩はどれか。最も適当なものを、次の①～⑥のうちから
一つ選べ。 ［解答番号 25 ］

①　NaHCO 3　　　②　CH 3COONa　　③　KNO 3

④　Cu（NO 3）2　　⑤　Na 2CO 3　　　　⑥　Na 2SO 4
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第6問　以下の問い（問 1 ～ 5）に答えよ。

問 1　 硫酸で酸性にした過マンガン酸カリウム水溶液に過酸化水素を加えたところ、5. 6 L
（0 ℃，1. 013 × 10 5 Pa）の酸素が発生した。反応した過マンガン酸カリウムの物質量
はどれか。最も適当なものを、次の①～⑥のうちから一つ選べ。

 ［解答番号 26 ］

①　0. 010 mol　　②　0. 050 mol　　③　0. 10 mol
④　0. 50 mol　　 ⑤　1. 0 mol　　　⑥　5. 0 mol

問 2　 ダニエル電池の起電力が最も大きくなるのはどれか。最も適当なものを、次の①～⑤
のうちから一つ選べ。 ［解答番号 27 ］

①　Zn 2＋，Cu 2＋の濃度を同じにする。
②　Zn 2＋，Cu 2＋の濃度を両方とも大きくする。
③　Zn 2＋，Cu 2＋の濃度を両方とも小さくする。
④　Zn 2＋の濃度を大きくし、Cu 2＋の濃度を小さくする。
⑤　Zn 2＋の濃度を小さくし、Cu 2＋の濃度を大きくする。

問 3　 以下の化学反応（ａ～ｅ）について、酸化還元反応として不適切なものはどれか。
組み合わせとして最も適当なものを、次の①～⓪のうちから一つ選べ。

 ［解答番号 28 ］

ａ　N 2 ＋ 3 H 2 → 2 NH 3

ｂ　2 KI ＋ Cl 2 → 2 KCl ＋ I 2

ｃ　2 Al ＋ Fe 2O 3 → Al 2O 3 ＋ 2 Fe
ｄ　H 2SO 4 ＋ 2 NaOH → Na 2SO 4 ＋ 2 H 2O
ｅ　SO 2 ＋ 2 H 2S → 3 S ＋ 2 H 2O

①　ａ　　　　②　ｂ　　　　③　ｃ　　　　④　ｄ　　　　⑤　ｅ
⑥　ａ・ｂ　　⑦　ｂ・ｃ　　⑧　ｃ・ｄ　　⑨　ｄ・ｅ　　⓪　ａ・ｅ
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問 4　 以下の化学式（ａ～ｆ）の下線で示した原子の酸化数を全て足すといくつになるか。
最も適当なものを、次の①～⑧のうちから一つ選べ。 ［解答番号 29 ］

ａ　CH 4

ｂ　Cu 2＋

ｃ　SO 4
2－

ｄ　Cr 2O 7
2－

ｅ　KMnO 4

ｆ　Ca （OH）2

①　9　 　②　10　　③　13　　④　16　　⑤　19　　⑥　21　　⑦　25　　⑧　27

問 5　 以下の記述（ａ～ｆ）のうち、誤りを含むものはどれか。組み合わせとして最も
適当なものを、次の①～⓪のうちから一つ選べ。 ［解答番号 30 ］

ａ　金は王水に溶ける。
ｂ　銀は熱濃硫酸に溶ける。
ｃ　アルミニウムは希硝酸に溶ける。
ｄ　鉄は希硝酸と濃硝酸のいずれにも溶ける。
ｅ　銅は希硝酸と濃硝酸のいずれにも溶ける。
ｆ　亜鉛は希硫酸と希塩酸のいずれにも溶ける。

①　ａ　　②　ｂ　　　　③　ｃ　　　　④　ｄ　　　　⑤　ｅ
⑥　ｆ　　⑦　ａ・ｂ　　⑧　ｃ・ｄ　　⑨　ｅ・ｆ　　⓪　ａ・ｆ
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生物基礎

第1問　生物の特徴と遺伝子について以下の問い（問 1 ～ 10）に答えよ。

問 1　 原核細胞にみられる構造として最も適当なものを、次の①～④のうちから一つ選べ。
� ［解答番号 １ ］

①　核膜　　②　葉緑体　　③　ミトコンドリア　　④　DNA

問 2　 多細胞生物として最も適当なものを、次の①～⑥のうちから一つ選べ。
� ［解答番号 2 ］

①　乳酸菌　　　　②　大腸菌　　　　　③　ゾウリムシ
④　イシクラゲ　　⑤　オオカナダモ　　⑥　クラミドモナス

問 3　 ある生物に含まれる DNA の塩基数全体に対して、グアニンの割合は 17.�6�% で�
あった。シトシンの割合として最も適当なものを、次の①～⑥のうちから一つ選べ。

� ［解答番号 3 ］

①　17.�6�%　　②　22.�4�%　　③　31.�6�%
④　32.�4�%　　⑤　33.�2�%　　⑥　35.�2�%

問 4　 開始コドンが指定するアミノ酸として最も適当なものを、次の①～⑥のうちから�
一つ選べ。� ［解答番号 4 ］

①　バリン　　　②　ロイシン　　　　　　③　イソロイシン
④　アラニン　　⑤　フェニルアラニン　　⑥　メチオニン
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問 5　 真核生物の細胞分裂に関する記述として最も適当なものを、次の①～④のうちから
一つ選べ。� ［解答番号 5 ］

①　G1 期の細胞の核内に含まれる DNA 量は、G2 期の 2 倍である。
②　複製された DNA は、二つの細胞に等しく分配される。
③　S 期は、前期・中期・後期・終期に分けられる。
④　M 期には、DNA が核全体に分散している。

問 6　 RNA に関する記述として最も適当なものを、次の①～④のうちから一つ選べ。
� ［解答番号 6 ］

①　デオキシリボースを含む。
②　2 本のヌクレオチド鎖である。
③　mRNA は直接アミノ酸と結合する。
④　DNA と比べて著しく短い。

問 7　 代謝に関する記述として最も適当でないものを、次の①～④のうちから一つ選べ。
� ［解答番号 7 ］

①　複雑な物質ほど多くの化学エネルギーを含んでいる。
②　単純な物質から複雑な物質を合成することを同化という。
③　光合成は異化の代表例である。
④　呼吸では、有機物を無機物に分解する。

問 8　 酵素に関する記述として最も適当でないものを、次の①～④のうちから一つ選べ。
� ［解答番号 8 ］

①　主成分はタンパク質である。
②　化学反応を促進するはたらきをもつ。
③　酵素がはたらく特定の物質を基質という。
④　細胞内でのみはたらく。
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問 9　 遺伝情報に関する記述として最も適当でないものを、次の①～⑥のうちから一つ�
選べ。� ［解答番号 9 ］

①　ゲノムは、生物が自らを形成・維持するために必要な 1 組の遺伝情報である。
②　原核生物のゲノムでは、ほとんどの部分が遺伝子としてはたらく。
③　大腸菌のゲノムの大きさは、酵母菌よりも大きい。
④　多細胞生物の体細胞には、同じ個体であれば同じゲノムが含まれている。
⑤　ヒトの体細胞には、2 組のゲノムが存在している。
⑥　ヒトのゲノムの大きさは、約 30 億塩基対である。

問 10　遺伝子の発現に関する記述として最も適当でないものを、次の①～⑥のうちから�
一つ選べ。� ［解答番号 10 ］

①　遺伝子の塩基配列をもとにタンパク質が合成される。
②　遺伝情報が DNA から RNA を経てタンパク質へ流れる。
③　DNA の塩基配列を写し取りながら RNA がつくられる。
④　RNA の塩基配列がアミノ酸配列に読みかえられ、タンパク質が合成される。
⑤　もとの DNA と同じ塩基配列をもつ DNA が合成される。
⑥　分化した細胞では、その細胞や組織のはたらきに必要とされる遺伝子が�

発現している。
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第2問　生物の体内環境の維持について以下の問い（問 1 ～ 10）に答えよ。

問 1　 ヒトの白血球に関する記述として最も適当なものを、次の①～④のうちから一つ�
選べ。� ［解答番号 11 ］

①　赤血球よりも数が多い。　　②　血液凝固ではたらく。
③　核をもつ。　　　　　　　　④　直径 2�～�4�μ m 程度である。

問 2　 右心室と直接つながっている血管として最も適当なものを、次の①～⑥のうちから
一つ選べ。� ［解答番号 12 ］

①　大動脈　　②　大静脈　　　③　肺動脈
④　肺静脈　　⑤　けい動脈　　⑥　肝門脈

問 3　 心臓の拍動調節が行われている部位として最も適当なものを、次の①～④のうち
から一つ選べ。� ［解答番号 13 ］

①　右心房　　②　右心室　　③　左心房　　④　左心室

問 4　 交感神経の作用として最も適当なものを、次の①～④のうちから一つ選べ。
� ［解答番号 14 ］

①　気管支の収縮　　　　②　瞳孔の縮小
③　胃腸のぜん動促進　　④　排尿の抑制

問 5　 バソプレシンに関する記述として最も適当なものを、次の①～④のうちから一つ
選べ。� ［解答番号 15 ］

①　脳下垂体前葉から分泌される。
②　神経細胞から分泌される。
③　体液の塩類濃度の低下によって分泌が促進される。
④　尿量を増加させる。
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問 6　 副腎から分泌されるホルモンとして最も適当なものを、次の①～④のうちから一つ�
選べ。� ［解答番号 16 ］

①　インスリン　　　②　パラトルモン
③　成長ホルモン　　④　鉱質コルチコイド

問 7　 生体防御に関する記述として最も適当なものを、次の①～④のうちから一つ選べ。
� ［解答番号 17 ］

①　�体内に侵入した異物に対して、 特異的に認識して対応するしくみを�
自然免疫という。

②　物理的な防御・化学的な防御は、適応免疫に含まれる。
③　抗体を産生する細胞は、胸腺で分化する。
④　ナチュラルキラー細胞は、異常な細胞を直接攻撃して排除する。

問 8　 リンパ球に含まれるものとして最も適当でないものを、次の①～④のうちから一つ�
選べ。� ［解答番号 18 ］

①　ヘルパーT細胞　　②　キラーT細胞　　③　B細胞　　④�マクロファージ

問 9　 血糖値の低下が感知されたとき、すぐにみられるはたらきとして最も適当でないものを、�
次の①～⑥のうちから一つ選べ。� ［解答番号 19 ］

①　ランゲルハンス島の A 細胞が血糖値の低下を直接感知する。
②　グルカゴンの分泌が促進される。
③　糖質コルチコイドの分泌が促進される。
④　グリコーゲンからグルコースへの分解が促進される。
⑤　タンパク質からグルコースを合成するはたらきが促進される。
⑥　細胞内へのグルコースの取り込みが促進される。
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問 10　体温の低下が感知されたとき、すぐにみられるはたらきとして最も適当でないものを、�
次の①～⑥のうちから一つ選べ。� ［解答番号 20 ］

①　アドレナリンの分泌が促進される。
②　チロキシンの分泌が促進される。
③　心臓の拍動が促進される。
④　肝臓の代謝が促進される。
⑤　発汗が促進される。
⑥　皮膚の血管が収縮する。

－ 32 －

【一般選抜（Ⅱ期）】



－ 38 －

第3問　生物の多様性と生態系について以下の問い（問 1 ～ 12）に答えよ。

問 1　 遷移の初期に生活を始める種として最も適当なものを、次の①～④のうちから一つ
選べ。� ［解答番号 21 ］

①　パイオニア種　　②　キーストーン種　　③　消費者　　④　分解者

問 2　 生物の非生物的環境に対する働きかけとして最も適当なものを、次の①～④のうち
から一つ選べ。� ［解答番号 22 ］

①　生態系サービス　　②　環境形成作用　　③　間接効果　　④　生物濃縮

問 3　 年平均気温が極端に低く、地衣類やコケ植物などが優先するバイオームとして最も
適当なものを、次の①～④のうちから一つ選べ。� ［解答番号 23 ］

①　ステップ　　②　ツンドラ　　③　サバンナ　　④　砂漠

問 4　 温帯のうち、夏に乾燥し冬に雨の多い地域にみられるバイオームとして最も適当な
ものを、次の①～⑥のうちから一つ選べ。� ［解答番号 24 ］

①　熱帯多雨林　　②　針葉樹林　　③　照葉樹林
④　夏緑樹林　　　⑤　雨緑樹林　　⑥　硬葉樹林

問 5　 北海道南部から東北地方までの丘陵帯にみられる植物として最も適当なものを、�
次の①～⑥のうちから一つ選べ。� ［解答番号 25 ］

①　ガジュマル　　②　イロハモミジ　　③　ハイマツ
④　エゾマツ　　　⑤　クスノキ　　　　⑥　タブノキ

問６　本州中部の高山帯にみられる植物として最も適当なものを、次の①～⑥のうち�
から一つ選べ。� ［解答番号 26 ］

①　ヤブツバキ　　②　クロユリ　　③　オオシラビソ
④　コメツガ　　　⑤　トドマツ　　⑥　ダケカンバ
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問 7　 日本の絶滅危惧種として最も適当なものを、次の①～⑥のうちから一つ選べ。
� ［解答番号 27 ］

①　セイヨウオオマルハナバチ　　②　タイワンザル　　③　ツシマヤマネコ
④　フイリマングース　　　　　　⑤　オオクチバス　　⑥　ヒアリ

問 8　 日本に定着した外来生物として最も適当なものを、次の①～⑥のうちから一つ選べ。
� ［解答番号 28 ］

①　ニホンウナギ　　　　　②　ナゴヤダルマガエル
③　レブンアツモリソウ　　④　ダイトウオオコウモリ
⑤　ライチョウ　　　　　　⑥　ボタンウキクサ

問 9　 生態ピラミッドを説明する記述として最も適当なものを、次の①～④のうちから�
一つ選べ。� ［解答番号 29 ］

①　捕食や被食を介した生物どうしの複雑な絡み合いである。
②　一連の鎖のようにつながった生物どうしの被食－捕食の関係である。
③　栄養段階を積み上げて生物の数量的な関係を表したものである。
④　生物とそれを取り巻く非生物的環境を一つのまとまりとしてとらえたもの

である。

問 10　自然浄化に関する記述として最も適当なものを、次の①～④のうちから一つ選べ。
� ［解答番号 30 ］

①　栄養塩類が河川や湖、海で蓄積して濃度が高くなる。
②　細菌が急激に増加して水中の酸素が減少する。
③　汚水に含まれる有機物が沈殿や希釈、生物のはたらきによって減少する。
④　プランクトンが湖沼で異常に繁殖し、アオコが発生する。
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問 11　植生の遷移に関する記述として最も適当でないものを、次の①～④のうちから�
一つ選べ。� ［解答番号 31 ］

①　陽樹林から混交林を経て陰樹林が形成される。
②　極相林は、陰樹のみで構成される均質な森林である。
③　火山の噴火などによってできた裸地から始まる遷移を一次遷移という。
④　湖沼などから進行する遷移を湿性遷移という。

問 12　土壌に関する記述として最も適当でないものを、次の①～④のうちから一つ選べ。
� ［解答番号 32 ］

①　遷移が進行するにつれて、発達した層構造をもつ土壌がみられる。
②　有機物に富む土壌には、団粒構造がみられる。
③　荒原の土壌には、厚い腐植層がみられる。
④　熱帯では、落葉層や腐植層が薄い。
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英語

第1問　次の問 1 ～問 6 の空欄 1 ～ ６ に入れるのに最も適当なものを、 
それぞれ下の①～④のうちから一つずつ選び、解答欄に番号をマークせよ。

問 1　 If you follow these instructions, you can’t 1 wrong.

①　come
②　go
③　have
④　make

問 2　 We somehow 2 to persuade him.

①　achieved
②　enabled
③　managed
④　succeeded

問 3　 Smoking is 3 in public places such as restaurants in Australia.

①　accustomed
②　disagreed
③　exhibited
④　prohibited

問 4　 The country has made significant economic 4 .

①　increase
②　progress
③　speed
④　success
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問 5　 Japan 5 of nearly seven thousand islands.

①　consists
②　constrains
③　contacts 
④　contains

問 6　 I study Mathematics, English and History on Monday. Each subject lasts for 
2 hours. The total number of hours I spend studying is 6 hours.

①　2
②　4
③　6
④　8
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第２問　次の問 1 ～問 5 の会話の 7 ～ 11 に入れるのに最も適当なものを、 
それぞれ下の①～④のうちから一つずつ選び、解答欄に番号をマークせよ。

問 1　 A：This soup tastes really great. However, it’s gotten a little cold.
B： 7

①　I will get a cold drink.
②　Let me heat it up for you. 
③　You should add ice. 
④　Watch out for the hot soup.

問 2　 A：I will go to watch the soccer game this coming Sunday.
Can you come with me?

B： 8 I have to submit a science report by Monday.

①　Can you wait till Monday?
②　Could you explain the question?
③　I’m not sure.
④　Yes, I can.

問 3　 A：I am sorry that I didn’t call you yesterday. 9

B：Next time, don’t forget to call.

①　I can’t go there.
②　It just slipped my mind.
③　Please tell me if you find it.
④　You didn’t call me.
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問 4　 A：I am looking forward to watching the figure skating competition.
10

B：I don’t know. They’re all doing well these days.

①　How will you watch the game?
②　What will you watch?
③　Who do you think will win?
④　Why do you watch the game?

問 5　 A：I really enjoyed your meal. You are very good at cooking. 11

B：From my mother.

①　How did you learn?
②　How long does it take?
③　What did you learn?
④　Where did you start it?
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第３問　次の⑴～⑼の 9 組の文章の 12 ～ 20 にはそれぞれ共通の語が入る。 
下の枠内の①～⑨のうちから最も適当な語を一つずつ選び、解答欄に番号を 
マークせよ。ただし、各語は一度のみ使用することとする。

⑴　High blood 12 is a risk factor for heart disease.
The president was under 12 to resign.

⑵　The patient complained of 13 of strength.
One man’s 13 is another man’s gain.

⑶　The blood samples are sent to the laboratory for 14 .
Further 14 of the data is needed.

⑷　The infection is spread by direct 15 .
There is very little 15 between the two countries.

⑸　The doctor will ask you about the 16 of your headache.
We have hired her for the 16 of the project.

⑹　My mother has poor 17 in her right eye.
The politician is a man of 17 .

⑺　She has gained 18 since she got married.
My opinion carries little 18 with the boss.

⑻　Smoking is a major 19 of lung cancer.
Police are still investigating the 19 of the fire.

⑼　I spent two nights under close 20 in hospital.
Art classes help develop children’s powers of 20 .

①　analysis　　　　②　cause　　　③　contact　　④　duration　　⑤　loss
⑥　observation　　⑦　pressure　　⑧　vision　　　⑨　weight
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第４問　次の問 1 ～問 12 の空欄 21 ～ 32 に入れるのに最も適当なものを、 
それぞれ下の①～④のうちから一つずつ選び、解答欄に番号をマークせよ。

問 1　 He practices 21 his car into the garage.

①　drive　　②　driving　　③　driven　　④　to drive

問 2　 If I 22 you, I’d start looking for another job.

①　am　　②　was　　③　were　　④　have been

問 3　 Her smartphone is far superior 23 mine.

①　above　　②　over　　③　than　　④　to

問 4　 24 from a distance, the rock looks like a human face.

①　Seeing　　②　Seen　　③　Having seen　　④　To be seen

問 5　 It is desirable that the equipment 25 every day.

①　be checked　　②　is checked　　③　was checked　　④　has been checked

問 6　 The people 26 called yesterday want to buy the car.

①　what　　②　who　　③　whose　　④　which 

問 7　 The conference should 27 at 4 P.M. but there was a delay.

①　start　　②　be started　　③　have started　　④　be to start

問 8　 Justin knows 28 about soccer than I do.

①　many　　②　more　　③　much　　④　a lot
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問 9　 My brother is a university student 29 philosophy.

①　study　　②　studies　　③　studied　　④　studying

問 10　Not until this morning 30 we notice the problem.

①　as　　②　did　　③　for　　④　that

問 11　 31 you choose, we will respect your decision.

①　However　　②　Whenever　　③　Wherever　　④　Whichever

問 12　She felt someone 32 her shoulder on the train.

①　touch　　②　touches　　③　touched　　④　to touch
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第５問　次の 33 ～ 37 に入れるのに最も適当な語を下の①～⑤のうちから選び、
解答欄に番号をマークせよ。ただし、各語は一度のみ使用することとする。

Climate change is already impacting human health. Changes in weather and 
climate patterns can 33 lives at risk. Heat is one of the most deadly weather 
phenomena. As ocean temperatures rise, hurricanes are getting stronger and wetter, 
which can 34 direct and indirect deaths. Dry conditions lead to more wildfires, 
which bring many health risks. Higher incidences of flooding can 35 to the spread 
of waterborne diseases, injuries, and chemical hazards. As geographic ranges of 
mosquitoes and ticks expand, they can 36 diseases to new locations.

The most vulnerable groups, including children, the elderly, people with 
preexisting health conditions, outdoor workers, people of color, and people with low 
income, are at an even higher risk because of the compounding factors from climate 
change. But public health groups can 37 with local communities to help people 
understand and build resilience to climate change health impacts.

（Modified：National Oceanic and Atmospheric Administration,
“Climate change impacts”）

①　carry
②　cause
③　lead
④　put
⑤　work
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第６問　次の文を読んで、後の問 1 ～問 3 に答えよ。

A record 63. 2 percent of respondents said they do not feel financially secure in 
Japan and have a negative outlook on their future, a recent government survey showed. 

The proportion of people who experienced financial stress in 2023 rose 0. 7 
percentage point from a year earlier against the backdrop of surging prices, according 
to the Cabinet Office poll.

The result was the worst since the question on reasons for being dissatisfied 
was added in 2008 to the survey which takes the public pulse on economic and social 
attitudes. 

The latest poll was mailed to 3, 000 people aged 18 or older, with valid responses 
being returned from 57. 1 percent. 

Those who cited difficulties in child-rearing stood at 28. 6 percent, followed by 
28. 2 percent saying it is hard for young people to be independent, according to the 
survey conducted between November and December.

The survey also found 26. 2 percent feel it is difficult for women to play 
active roles in society, while 25. 8 percent said they are dissatisfied with their work 
environment.

Asked about the areas in which Japan is heading in a negative direction, price 
inflation accounted 39 the largest at 69. 4 percent while a significant percentage of 
people expressed concern over the economy. 

In 2023, Japan’s core consumer prices rose 3. 1 percent, marking the fastest 
pace of increase in 41 years. In contrast, real wages fell 2. 5 percent in the year for the 
second straight year of decline, as government data showed salary increases failed to 
keep pace 40 inflation. 

A separate private-sector poll conducted in November showed that 46. 1 percent 
of regular workers from dual-income households in the world’s fourth-largest economy 
said they are struggling financially. 

The average annual household income for people on a tight budget was calculated  
to be 7. 12 million yen （$ 47, 000）, compared with 8. 78 million yen for households  
who are not under stress, according to the survey by recruitment information firm 
Mynavi Corp.

The online survey targeted female and male full-time workers aged 20 to 59, with 
3, 000 valid responses collected.

On the bright side, the Cabinet Office poll found that 25. 1 percent of respondents 
said medical and welfare services are heading in a better direction. Other areas which 
they said are improving included disaster prevention at 24. 1 percent and public 
security at 18. 6 percent.

（Modified：KYODO NEWS, Mar 31, 2024）
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問 1　 下線の単語 surging の意味に最も近い語を下の①～④のうちから一つ選び、 
解答欄 38 に番号をマークせよ。

①　decreasing　　②　fluctuating　　③　increasing　　④　stabilizing

問 2　 本文中の 39 と 40 に入れるのに最も適当な語をそれぞれ①～④の 
うちから一つずつ選び、解答欄に番号をマークせよ。

　（1） 39

①　as　　②　for　　③　of　　④　to

　（2） 40

①　at　　②　in　　③　on　　④　with
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問 3　 以下の 41 ～ 45 の解説文について、本文の内容と一致するものには①、 
一致しないものには②の番号を解答欄にマークせよ。

41 A record 63. 2 percent of respondents said they are dissatisfied with their 
work environment.

42 The latest poll found 28. 2 percent feel it is hard for young people to be 
independent.

43 According to the Cabinet Office poll, 46. 1 percent of regular workers 
from dual-income households in the world’s fourth-largest economy said they are 
struggling financially. 

44 The average annual household income for people on a tight budget was 
calculated to be 8. 78 million yen. 

45 The Cabinet Office poll found 24. 1 percent of respondents said disaster 
prevention is heading in a better direction.  
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【
一
】
次
の
文
章
を
読
み
、
後
の
問
い
（
問
１
～
問
11
）
に
答
え
よ
。
な
お
、
設
問
の
都
合
上
、
本
文
を
省
略
、
変
更
し
た
箇
所
が
あ
る
。

進
歩
主
義
、
お
よ
び
そ
の
帰
結
で
あ
る
と
こ
ろ
の
、
一
切
の
害
悪
を
日
本
の
社
会
の
後
進
性
に
帰
す
る
主
張
が
、
戦
後
の
イ
ン
テ
リ
の
あ
い
だ
に

大
（
ア
）
セ
イ
を
制
し
て
い
る
。
こ
れ
が
ほ
と
ん
ど
自
明
の
こ
と
と
し
て
、
人
々
は
た
だ
「
前
へ
！
」
と
考
え
、
こ
れ
が
イ
ン
テ
リ
の
心
を
統
一
す
る
枠

と
な
っ
て
そ
の
良
心
で
あ
る
。
同
じ
な
い
も
の
は
、
保
守
反
動
で
悪
と
手
を
む
す
ぶ
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
は
Ａ
あ
ま
り
に
も
複
雑
な
こ
と
が
ら
を
、
あ
ま
り
に
も
簡
単
に
た
だ
一
つ
の
照
明
に
よ
っ
て
抽
象
的
に
わ
り
き
っ
た
も
の
で
あ
る
。

Ｂ
も
っ
と
別
な
考
え
方
も
あ
る
。

子
供
は
成
長
す
る
。
生
物
も
よ
り
高
等
な
状
態
へ
と
進
化
す
る
。
近
代
の
科
学
や
技
術
は
①
瞠
目
す
べ
き
発
達
を
し
て
、
た
え
ま
な
い
上
昇
線
を
え

が
い
て
い
る
。
民
衆
は
奴
隷
状
態
か
ら
革
命
を
か
さ
ね
て
解
放
さ
れ
て
き
た
。

―
こ
う
し
た
幾
多
の
こ
と
か
ら
印
象
さ
れ
て
、
し
ら
ず
し
ら
ず
の
中

に
ａ
進
歩
と
い
う
観
念
が
自
明
の
こ
と
と
し
て
う
け
と
ら
れ
る
の
も
、
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
が
一
こ
ろ
で
は
世
界
中
で
疑
わ

れ
な
い
確
信
で
も
あ
っ
た
。〔

　①
　〕

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
楽
天
的
な
進
歩
思
想
に
対
す
る
懐
疑
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
前
世
紀
の
中
（
イ
）
ヨ
ウ
に
、
も
は
や
か
な
り
濃
い
も
の
で

あ
っ
た
。〔

　②
　〕

「
時
は
前
に
す
す
む
、
さ
れ
ば
、
わ
れ
ら
は
信
じ
た
が
っ
て
い
る
。
時
の
中
に
あ
る
一
切
も
ま
た
前
に
す
す
む
と
。
発
展
は
前
へ
の
発
展
で
あ
る
と
。

…
…
こ
れ
は
も
っ
と
も
思
慮
ぶ
か
き
人
も
②
眩
惑
さ
れ
る
外
観
で
あ
る
。
し
か
し
、
十
九
世
紀
は
十
六
世
紀
に
比
し
て
ｂ
進
歩
で
は
な
く
、
一
八
八
八

年
の
ド
イ
ツ
精
神
は
一
七
八
八
年
の
そ
れ
に
比
し
て
、
ｃ
進
歩
で
あ
る
」。
こ
れ
は
今
か
ら
六
十
年
も
前
に
記
さ
れ
た
ニ
ー
チ
ェ
の
言
葉
で
あ
る
が
、

彼
は
歴
史
の
全
体
的
な
自
然
の
向
上
を
信
じ
て
い
る
人
々
を
、「
Ｃ
教
養
あ
る
俗
物
」
と
よ
ん
で
あ
ざ
け
っ
た
。
①
少
数
の
知
識
人
の
あ
い
だ
で
は
、

懐
疑
は
こ
く
な
る
ば
か
り
で
、
い
わ
ゆ
る
世
紀
末
思
想
が
ひ
ろ
が
っ
た
。
そ
の
あ
ら
わ
れ
は
限
り
が
な
い
が
、
わ
れ
わ
れ
に
親
し
い
と
こ
ろ
で
は
、

Ｄ
ハ
ー
ン
が
日
清
戦
争
当
時
の
日
本
に
き
て
、
ま
だ
生
き
て
い
た
過
去
の
時
代
の
完
成
に
救
い
を
感
じ
た
の
も
、
そ
れ
だ
っ
た
。
し
か
し
、
一
般
的

に
は
、
文
明
が
依
然
と
し
て
堅
（
ウ
）
ゴ
な
地
盤
の
上
に
不
断
の
向
上
を
し
つ
つ
あ
る
も
の
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
。〔

　③
　〕

こ
の
信
仰
が
、
第
一
次
大
戦
に
よ
っ
て
脅
か
さ
れ
く
だ
か
れ
た
。「
一
九
一
四
年
の
照
明
が
示
し
た
も
の
は
、
固
定
し
、
安
定
し
、
静
止
し
た
世
界
、

も
し
く
は
あ
る
緩
や
か
な
進
化
に
つ
れ
て
殆
ど
目
だ
た
ぬ
ほ
ど
に
移
行
し
て
い
る
世
界
で
あ
っ
た
。
一
九
一
八
年
の
照
明
が
万
人
に
む
か
っ
て
突
然
教

え
た
も
の
は
、
こ
の
世
界
の
不
安
定
で
あ
っ
た
。
西
洋
文
明
な
ら
び
に
他
の
あ
ら
ゆ
る
文
明
の
不
安
定
、
諸
集
団
制
度
の
不
安
定
、
暴
力
の
権
能
、
人

現
代
の
国
語
・
言
語
文
化
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間
生
活
の
蔑
視
、
精
神
生
活
の
根
柢
そ
の
も
の
に
加
え
ら
れ
た
損
傷
で
あ
っ
た
」。
こ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
で
あ
る
が
、
敗
戦
ド
イ
ツ
の
気
分
は
③
暗
澹
た

る
も
の
が
あ
り
、
シ
ュ
ペ
ン
グ
ラ
ー
流
の
絶
望
感
か
ら
近
代
は
頽
廃
期
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
一
般
的
と
な
り
、
こ
れ
が
後
の
ナ
チ
ス
④
勃
興
の
一
因

と
な
っ
た
。〔

　④
　〕

し
か
し
、
ｄ
進
歩
へ
の
信
頼
は
ま
だ
ま
だ
根
づ
よ
く
残
っ
て
い
て
、
な
お
し
ば
ら
く
は
右
の
よ
う
な
⑤
破
綻
を
克
服
す
る
力
が
あ
る
と
思
わ
れ
た
。

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
や
ソ
連
の
五
カ
年
計
画
の
成
功
は
、
そ
れ
に
活
を
入
れ
た
。
そ
し
て
、
全
体
主
義
国
家
が
二
派
に
分
れ
て
ス
ペ
イ
ン
で

争
っ
た
と
き
、
一
方
の
全
体
主
義
は
前
に
向
き
、
他
方
は
後
ろ
に
向
い
て
い
る
と
思
わ
れ
た
の
で
、
伝
統
的
に
ｅ
進
歩
を
考
え
る
フ
ラ
ン
ス
の
知
識

人
は
前
者
に
つ
い
た
。
そ
の
中
に
は
現
代
精
神
を
代
表
す
る
よ
う
な
大
き
な
名
も
あ
っ
た
。
し
か
る
に
、
現
実
は
理
想
を
裏
切
る
も
の
を
多
く
示
し
、

一
九
三
九
年
に
こ
の
両
者
が
妥
協
し
た
こ
と
な
ど
が
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
と
な
り
、こ
と
に
戦
後
は

（
注
１
）
朝
鮮
事
件
の
よ
う
な
も
の
が
つ
ぎ
つ
ぎ
に
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
お
こ
っ
た
の
で
、
こ
れ
ら
の
神
々
は
躓
い
た
。〔

　⑤
　〕

病
の
克
服
だ
と
信
ぜ
ら
れ
た
も
の
が
、
じ
つ
は
同
じ
病
の
あ
ら
わ
れ
だ
っ
た
。
二
つ
の
う
ち
の
ど
ち
ら
が
い
い
と
い
う
の
で
は
な
い
。
全
体
主
義
そ

の
も
の
が
い
ず
れ
も
進
歩
で
は
な
く
、
む
し
ろ
近
代
の
生
ん
だ
頽
落
の
徴
候
で
あ
る
。
歴
史
は
一
直
線
に
上
昇
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
行
わ
れ

な
い
の
は
何
か
邪
悪
な
古
い
遺
物
が
あ
っ
て
妨
げ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
を
と
り
の
ぞ
け
ば
方
向
は
恢
復
さ
れ
る
、
と
い
う
（
エ
）
ケ
イ
蒙
思
潮
以

来
の
信
仰
は
も
は
や
保
ち
が
た
い
も
の
と
な
っ
た
。
進
歩
は
あ
る
特
定
の
観
点
か
ら
見
た
と
き
の
み
看
取
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
別
の
観
点
か
ら
は
別

の
相
が
あ
ら
わ
れ
る
。
子
供
は
成
長
す
る
が
、
や
が
て
老
衰
も
す
る
。
生
物
は
進
化
も
す
る
が
、
し
か
し
滅
亡
し
な
い
生
物
は
一
つ
も
な
か
っ
た
。
し

か
も
、
そ
れ
は
自
分
の
長
所
と
す
る
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
滅
び
た
。
犀
は
牙
に
よ
っ
て
滅
び
、
人
間
は
機
械
に
よ
っ
て

―
？

　民
衆
は
解
放
を
つ
づ
け

て
い
っ
た
が
、
一
切
を
平
等
に
す
る
た
め
に
は
専
政
の
他
は
な
い
。
こ
れ
が
一
時
の
移
行
期
の
現
象
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
は
た
し
て
信
用
で
き
る

の
で
あ
ろ
う
か
？

　あ
て
に
な
ら
な
い
未
来
の
約
束
の
た
め
に
、
こ
れ
ほ
ど
の
も
の
を
も
負
い
こ
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
か
？

　も
と
も
と

弁
証
法
的
発
展
は
や
が
て
理
想
社
会
の
出
現
と
と
も
に
と
ま
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
実
現
し
な
い
う
ち
に
は
や
と
ま
っ
て
し

ま
う
の
で
あ
る
か
？

歴
史
に
は
全
体
的
な
目
標
あ
り
や
と
い
う
こ
と
が
、
ヤ
ス
パ
ー
ス
と
ル
カ
ッ
チ
の
論
争
の
テ
ー
マ
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
私
の
知
る
か
ぎ

り
、
す
く
な
く
と
も
②
ド
イ
ツ
の
知
識
人
の
あ
い
だ
で
は
進
歩
思
想
の
否
定
は
常
識
で
あ
る
。「
人
々
が
今
日
で
も
ま
だ
進
歩
の
理
念
を
信
じ
て
い
る

の
は
、
ア
メ
リ
カ
、
ロ
シ
ア
及
び
日
本
だ
け
で
、
古
き
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
も
う
久
し
い
前
か
ら
そ
れ
を
疑
い
は
じ
め
て
い
た
」。
レ
ー
ヴ
ィ
ッ
ト
が
こ

れ
を
書
い
た
の
は
戦
前
で
あ
る
が
、
③
一
般
の
人
の
考
え
も
、「
進
歩
と
は
、
ち
ょ
う
ど
一
枚
の
毛
布
を
か
ぶ
る
よ
う
な
も
の
で
、
上
に
ひ
き
あ
げ
れ

ば
足
が
で
る
。
足
に
か
け
れ
ば
肩
が
で
る
」
と
い
っ
た
ふ
う
で
あ
る
。
進
歩
と
い
う
も
の
が
あ
っ
て
、
そ
の
絶
頂
に
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
が
あ
る
と
い
う
考

え
は
も
う
な
い
。
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
は
主
と
し
て
労
働
者
の
実
際
運
動
で
あ
る
。
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④
い
ま
西
欧
人
が
考
え
て
い
る
社
会
の
成
熟
と
は
、
進
歩
と
は
別
な
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
む
し
ろ
、
人
間
が
お
か
れ
た
条
件
の
中
で
の
平
均
調
和

と
い
っ
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
有
限
の
中
で
の
自
由
と
平
等
の
綜
合
点
、
特
定
の
歴
史
の
中
で
の
完
成
と
い
っ
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
い
か
な
る

翳
も
な
い
万
人
の
救
済
と
い
う
願
望
は
、
古
き
日
の
記
憶
と
な
っ
た
。
お
そ
ら
く
人
間
は
現
実
に
よ
っ
て
教
育
さ
れ
、
絶
対
的
要
求
を
た
だ
ち
に
現
実

の
中
に
も
ち
こ
む
と
、
そ
れ
は
か
え
っ
て
不
幸
と
悲
惨
を
生
む
だ
け
で
あ
る
、
と
覚
っ
た
わ
け
な
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
考
え
方
を
、
ケ
ス
ト
ラ
ー
の
小
説
『
真
昼
の
闇
黒
』
の
中
で
つ
ぎ
の
よ
う
に
表
現
し
て
あ
っ
た
。

―
人
民
の
政
治
的
成
熟
は
、

Ⅰ

な

形
で
は
は
か
る
こ
と
が
で
き
ず
、
た
だ

Ⅱ

に

―
す
な
わ
ち
そ
の
時
の
文
化
の
段
階
に
比
例
し
て
は
か
る
こ
と
が
で
き
る
の
み
で
あ
る
。
こ
れ

を
た
と
え
て
み
れ
ば
、
ち
ょ
う
ど
数
段
階
の
区
画
の
あ
る

（
注
２
）
閘こ
う
も
ん門
を
、
船
が
持
ち
上
げ
ら
れ
な
が
ら
通
っ
て
ゆ
く
と
き
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

閘
門
渠き
ょ（
み
ぞ
）

の
両
壁
は
自
然
力
支
配
と
工
業
文
化
と
の

Ⅲ

状
態
を
あ
ら
わ
し
、
渠
の
水
位
は
人
民
の
政
治
的
成
熟
の
度
合
を
あ
ら
わ
す
。
こ
の
人
民

の

Ⅳ

成
熟
の
度
合
を
、
海
抜
幾
尺
と
い
う
ふ
う
に
、
絶
対
的
高
度
と
し
て
は
か
る
こ
と
は
無
意
味
で
あ
る
。
そ
れ
は
両
壁
に
対
す
る
相
対
的
な

高
度
で
あ
る
。
蒸
気
機
関
の
発
明
の
よ
う
に
、
壁
が
急
激
に
高
ま
っ
た
と
き
に
は
、
バ
ラ
ン
ス
は
失
わ
れ
て
水
位
は
低
下
す
る
。
人
民
の
世
界
観
は
何

年
と
い
う
単
位
で
は
か
り
う
る
よ
う
な
短
い
期
間
の
う
ち
に
新
し
い
事
態
に
適
応
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
れ
は
世
紀
と
い
う
単
位
で
は
か
ら
る
べ

き
も
の
で
あ
る
。
ま
し
て
現
代
で
は
、
こ
の
壁
が
異
常
な
高
ま
り
方
を
し
て
い
る
の
で
、
水
位
の
方
で
と
う
て
い
追
い
つ
い
て
ゆ
け
な
い
。
か
く
て
、

二
十
世
紀
前
半
に
お
け
る
諸
国
民
の
政
治
的
成
熟
の
度
合
は
、
紀
元
前
二
百
年
、
あ
る
い
は
封
建
時
代
末
期
よ
り
も
低
い
の
で
あ
る
。

以
前
の
観
念
に
よ
る
と
、
世
界
に
は
先
進
国
が
あ
り
後
進
国
が
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
中
に
進
歩
の
力
が
内
在
し
て
い
て
、
先
進
国
が
先
頭
に
た
っ

て
後
進
国
が
そ
れ
を
追
い
、
人
類
が
一
つ
の
も
の
と
し
て
あ
る
全
体
的
な
任
務
を
果
す
べ
く
特
定
の
方
向
に
む
か
い
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
今
は

そ
の
よ
う
な

Ⅴ

な
像
は
崩
壊
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。「
あ
ら
ゆ
る
目
標
は
個
別
的
な
、
一
時
的
な
、
か
り
そ
め
の
も
の
で
あ
る
。
歴
史
全
体
を

一
回
か
ぎ
り
の
決
定
的
な
歴
史
と
し
て
全
体
的
に
構
成
す
る
こ
と
は
、
い
つ
も
本
質
的
な
も
の
を
無
視
す
る
と
い
う
代
償
を
支
払
っ
て
、
は
じ
め
て
で

き
る
こ
と
で
あ
る
」（
ヤ
ス
パ
ー
ス
）。

い
ま
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
意
識
の
中
に
あ
る
歴
史
の
像
は
、
大
体
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
。

―
歴
史
は
、
全
体
と
し
て
、
は
じ
め
に
若
く

て
、
や
が
て
成
熟
し
て
、
つ
い
で
老
い
て
ゆ
く
と
い
っ
た
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
大
き
な
複
合
体
で
あ
っ
て
、
い
く
つ
も
の
生
命
過
程
が
結

び
つ
い
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
個
性
を
も
っ
て
上
昇
し
た
り
下
降
し
た
り
し
て
い
る
。
さ
ま
ざ
ま
の
層
が
入
り
交
じ
り
重
な
り
あ
っ
て
い
る
。
す
べ
て

の
時
代
に
、
若
々
し
い
人
間
の
類
型
が
あ
り
、
ま
た
デ
カ
ダ
ン
ス
が
あ
る
。
前
出
の
ニ
ー
チ
ェ
の
言
葉
は
つ
づ
い
て
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。「
人

類
を
眺
め
た
と
き
の
全
体
の
様
相
は
一
つ
の
大
き
な
実
験
室
に
似
て
い
る
」。
あ
ち
ら
で
は
あ
る
も
の
が
成
功
し
て
い
る
。
こ
ち
ら
で
は
あ
る
も
の
が

失
敗
し
て
い
る
。

こ
の
ご
た
ご
た
し
た
実
験
室
に
、
第
二
次
大
戦
後
に
な
っ
て
は
じ
め
て
、
一
つ
の
共
通
し
た
運
命
が
生
れ
て
き
た
。
歴
史
は
よ
う
や
く
真
の
世
界
史
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に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
様
相
は
お
そ
る
べ
き
破
局
の
時
代
で
あ
る
。
は
た
し
て
こ
れ
が
救
わ
れ
る
か
ど
う
か
は
、
何
人
に
も
い
え
な
い
ほ
ど
で
あ

る
。
そ
の
全
体
を
覆
う
文
明
の
闇
黒
面
の
故
で
あ
る
。「
進
歩
」
が
か
え
っ
て
破
壊
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
人
間
精
神
の
能
力
を
の
り
こ
え

た
文
明
の
（
オ
）
キ
ョ
ウ
威
と
い
う
こ
と
は
、
久
し
い
以
前
か
ら
文
学
そ
の
他
に
い
わ
れ
て
い
た
。

日
本
も
こ
の
世
界
史
の
中
の
例
外
で
は
な
い
。
日
本
人
は
進
歩
を
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
一
切
の
悪
は
な
く
な
る
と
考
え
、
過
去
の
閘
門
渠
の
安
定
し
た

水
高
を
も
っ
て
一
切
の
悪
の
根
源
と
し
、
こ
れ
で
す
べ
て
の
問
題
を
わ
り
き
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
最
近
に
な
っ
て
よ
う
や
く
、
近
代
文
明
の
悲
劇
を

主
題
に
し
た
文
学
作
品
が
翻
訳
さ
れ
紹
介
さ
れ
、
人
々
の
心
に
シ
ョ
ッ
ク
を
あ
た
え
た
が
、
た
ま
た
ま
時
を
同
じ
く
し
て
朝
鮮
事
件
が
勃
発
し
た
。
こ

れ
に
よ
っ
て
、
進
歩
の
救
い
と
か
封
建
性
の
呪
い
と
か
で
は
解
決
の
で
き
な
い
外
の
冷
酷
無
慈
悲
な
歴
史
の
力
が
実
在
し
て
、
そ
れ
が
せ
ま
っ
て
き
て

わ
れ
ら
を
も
巻
き
こ
ん
で
ゆ
く
の
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
を
前
に
し
て
、
⑤
進
歩
主
義
者
た
ち
の
意
見
よ
り
も
実
際
的
な
政
治
家
の
意
見
の
方
が

ず
っ
と
合
理
的
で
納
得
が
で
き
る
も
の
と
い
わ
れ
、
前
者
は
宙
に
浮
い
て
し
ま
っ
た
。
Ｅ
こ
れ
が
も
と
も
と

（
注
３
）
デ
ラ
シ
ネ
の
も
の
だ
っ
た
か
ら
で

あ
る
。

〔
竹
山

　道
雄
『
失
わ
れ
た
青
春
』「
進
歩
に
つ
い
て
」
に
よ
る
〕

　（注
１
）
朝
鮮
戦
争
の
こ
と

　昭
和
25
年

　（注
２
）
水
位
の
異
な
る
水
面
を
も
つ
河
川
や
運
河
、
水
路
に
設
け
ら
れ
る
船
を
通
航
さ
せ
る
た
め
の
施
設

　（注
３
）
フ
ラ
ン
ス
語

　根
無
し
草
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問
１

　傍
線
部
（
ア
）
～
（
オ
）
の
カ
タ
カ
ナ
に
相
当
す
る
漢
字
を
使
う
も
の
を
、
次
の
①
～
④
の
傍
線
部
の
う
ち
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
べ
。

解
答
番
号
は
（
ア
）

１

　
　（イ
）

２

　
　（ウ
）

３

　
　（エ
）

４

　
　（オ
）

５

　
　
　
　

        

　

   

　

 

①
　速
度
セ
イ
限
を
守
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　①
　拝
ケ
イ
お
ふ
く
ろ
様

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　②
　セ
イ
耕
雨
読
の
境
遇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　②
　都
市
の
ケ
イ
観
を
守
る

　
　

（
ア
）
　大
セ
イ
　
　
　
　③
　優
セ
イ
な
試
合
展
開

　
　
　
　
　
　
　（エ
）
　ケ
イ
蒙

　
　
　
　③
　ケ
イ
告
を
発
す
る

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　④
　経
済
の
セ
イ
長
率

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　④
　手
紙
の
末
尾
に
ケ
イ
具
と
書
く

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　①
　終
身
雇
ヨ
ウ
制
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　①
　キ
ョ
ウ
悪
な
犯
罪

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　②
　山
々
が
紅
ヨ
ウ
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　②
　殺
人
を
キ
ョ
ウ
唆
す
る

　
　
　
　

（
イ
）
　中
ヨ
ウ
　
　
　
　③
　凡
ヨ
ウ
な
人
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　（オ
）
　キ
ョ
ウ
威

　
　
　③
　キ
ョ
ウ
迫
状
を
受
け
取
っ
た

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　④
　憲
法
ヨ
ウ
護
の
立
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　④
　キ
ョ
ウ
嘆
に
値
す
る
成
績

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　①
　時
代
錯
ゴ
の
主
張

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　②
　コ
人
主
義
の
思
想

　
　
　
　
　
　
　

（
ウ
）
　堅
ゴ
　
　
　
　
　③
　コ
立
無
援
の
状
況

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　④
　わ
が
国
コ
有
の
伝
統

　
　
　
　
　
　

問
２

　傍
線
部
①
～
⑤
の
漢
字
の
読
み
と
し
て
、
一
つ
だ
け
間
違
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
を
選
べ
。
解
答
番
号
は

６

①
　瞠ど

う
も
く目

　
　②
　眩げ

ん
わ
く惑

　
　③
　暗あ

ん
た
ん澹

　
　④
　勃ぼ

っ
こ
う興

　
　⑤
　破は

じ
ょ
う綻

問
３

　傍
線
部
Ａ
の
内
容
を
言
い
か
え
た
語
と
し
て
最
も
近
い
意
味
の
も
の
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

７

①
　敷ふ

え
ん衍
的

　
　②
　総
合
的

　
　③
　分
析
的

　
　④
　実
証
的

　
　⑤
　短
絡
的
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問
４

　傍
線
部
Ｂ
の
「
別
な
考
え
」
と
は
ど
の
よ
う
な
考
え
か
。
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

８

①
　一
切
の
害
悪
を
日
本
の
社
会
の
後
進
性
に
帰
す
る
主
張

②
　保
守
反
動
的
で
悪
と
も
手
を
結
ぼ
う
と
す
る
思
想

③
　近
代
の
科
学
は
た
え
ま
な
い
上
昇
線
を
え
が
い
て
発
展
す
る
観
念

④
　進
歩
を
自
明
の
こ
と
と
す
る
考
え
方
に
対
す
る
懐
疑

⑤
　戦
後
の
イ
ン
テ
リ
の
心
を
統
一
す
る
枠
と
な
る
よ
う
な
良
心

問
５
　傍
線
部
Ｃ
「
教
養
あ
る
俗
物
」
に
相
当
す
る
者
と
し
て
最
も
近
い
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
も
の
を
、
本
文
中
の
波
線
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ

選
べ
。
解
答
番
号
は

９

①
　少
数
の
知
識
人

　
　②
　ド
イ
ツ
の
知
識
人

　
　③
　一
般
の
人

　
　④
　い
ま
西
欧
人

　
　⑤
　進
歩
主
義
者
た
ち

問
６
　傍
線
部
Ｄ
「
ハ
ー
ン
」
と
は
「
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
（
小
泉
八
雲
）」
の
こ
と
で
あ
る
。
彼
の
代
表
作
（「
耳
な
し
芳
一
」
や
「
雪
女
」
が

収
録
さ
れ
て
い
る
）
を
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

10

①
　人
間
失
格

　
　②
　羅
生
門

　
　③
　破
戒

　
　④
　遠
野
物
語

　
　⑤
　怪
談

問
７

　文
中
に
は
次
の
一
文
が
抜
け
落
ち
て
い
る
。
こ
れ
を
文
中
の
〔

　①
　〕
～
〔

　⑤
　〕
の
ど
の
箇
所
に
補
え
ば
よ
い
か
。
最
も
適
切
な
箇
所
を
、

一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

11

　
　

た
だ
、
そ
れ
は
な
お
詩
的
に
あ
る
い
は
抽
象
的
に
表
現
さ
れ
た
も
の
で
は
あ
っ
た
が
。

問
８

　空
欄

Ⅰ

～

Ⅴ

に
入
れ
る
の
に
最
も
適
切
な
語
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
ず
つ
選
べ
。

解
答
番
号
は
Ⅰ

12

　
　Ⅱ

13

　
　Ⅲ

14

　
　Ⅳ

15

　
　Ⅴ

16

①
　綜
合
的

　
　②
　絶
対
的

　
　③
　相
対
的

　
　④
　政
治
的

　
　⑤
　客
観
的
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問
9

　傍
線
部
ａ
～
ｅ
の
「
進
歩
」
の
う
ち
一
つ
だ
け
原
文
で
は
「
退
歩
」
と
な
っ
て
い
た
も
の
を
故
意
に
（
わ
ざ
と
）「
進
歩
」
に
書
き
換
え
た
も
の
が
あ
る
。

そ
れ
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

17

①
　ａ

　進
歩

　
　②
　ｂ
　進
歩

　
　③
　ｃ

　進
歩

　
　④
　ｄ
　進
歩

　
　⑤
　ｅ

　進
歩

問
10  

傍
線
部
Ｅ
「
こ
れ
」
の
指
示
す
る
内
容
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

18

①
　世
紀
と
い
う
単
位
で
は
か
ら
る
べ
き
人
民
の
世
界
観

②
　近
代
文
明
の
悲
劇
を
主
題
に
し
た
文
学
作
品

③
　解
決
不
可
能
な
外
の
冷
酷
無
慈
悲
な
歴
史

④
　進
歩
主
義
者
た
ち
の
意
見

⑤
　実
際
的
な
政
治
家
の
意
見

問
11
　本
文
の
筆
者
の
主
張
（
考
え
）
に
最
も
近
い
も
の
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

19

①
　進
歩
の
救
い
と
か
封
建
性
の
呪
い
と
か
で
は
解
決
で
き
な
い
歴
史
の
力
の
中
に
、
日
本
も
い
る
。

②
　進
歩
主
義
に
同
調
し
な
い
も
の
は
、
保
守
反
動
的
異
分
子
で
あ
り
悪
と
手
を
結
ぶ
も
の
で
あ
る
。

③
　近
代
の
科
学
や
技
術
は
、
子
供
が
成
育
す
る
よ
う
に
無
限
に
一
方
向
に
進
歩
し
続
け
る
も
の
で
あ
る
。

④
　後
進
国
は
先
進
国
の
後
を
追
い
、
人
類
は
全
体
的
な
任
務
を
果
た
す
べ
く
一
つ
の
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
。

⑤
　日
本
は
、
進
歩
を
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
一
切
の
悪
は
な
く
な
る
と
す
る
世
界
史
的
な
流
れ
と
無
縁
で
は
な
い
。
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【
二
】
次
の
文
章
を
読
み
、
後
の
問
い
（
問
１
～
問
10
）
に
答
え
よ
。
な
お
、
設
問
の
都
合
上
、
本
文
を
省
略
、
変
更
し
た
箇
所
が
あ
る
。

生
物
の
寿
命
は
個
体
の
老
化
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。
再
生
医
療
や
科
学
技
術
が
進
ん
で
く
れ
ば
、
老
化
が
進
む
前
に
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
（
人
工
多
能
性

幹
細
胞
）
な
ど
で
作
っ
た
臓
器
と
交
換
し
ち
ゃ
え
ば
よ
い
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
変
え
ら
れ
な
い
の
が
脳
。
心
臓
や
ほ
か
の
臓
器
も
、
技

術
的
に
は
ま
だ
し
ば
ら
く
か
か
り
そ
う
で
す
。

哺
乳
類
の
心
臓
は
、
総
心
拍
数
が
20
億
回
ぐ
ら
い
に
達
す
る
と
終
わ
り
に
な
る
と
い
う
仮
説
が
あ
り
ま
す
。
60
年
生
き
る
ゾ
ウ
も
、
２
年
し
か
生
き

な
い
ネ
ズ
ミ
も
、
ト
ー
タ
ル
で
約
20
億
回
は
同
じ
。
だ
か
ら
ゾ
ウ
の
心
臓
は
ゆ
っ
く
り
２
秒
に
１
回
ぐ
ら
い
拍
動
す
る
の
に
対
し
、
ネ
ズ
ミ
の
心
臓
は

「
ト
ト
ト
ト
ト
ッ
」
と
１
秒
間
に
10
回
ぐ
ら
い
も
の
す
ご
い
速
さ
で
打
つ
。

人
間
の
総
心
拍
数
が
20
億
回
に
達
す
る
の
は
、
大
体
50
歳
前
後
で
す
。

Ⅰ

、
が
ん
で
亡
く
な
る
人
が
55
歳
あ
た
り
か
ら
増
え
る
こ
と
や
、
女

性
の
閉
経
年
齢
が
50
歳
前
後
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
Ａ
私
は
生
物
学
的
な
ヒ
ト
の
寿
命
は
55
歳
ぐ
ら
い
で
は
な
い
か
と
み
て
い
ま
す
。

Ⅱ

、
ヒ
ト
は
最
大
で
120
歳
ぐ
ら
い
ま
で
生
き
ま
す
よ
ね
。
こ
れ
は
進
化
の
過
程
で
老
い
た
個
体
、

Ⅲ

Ｂ
老
い
た
ヒ
ト
が
い
る
集
団
の

方
が
生
存
に
有
利
に
働
き
、
選
択
さ
れ
て
長
生
き
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
は
誰
か
世
話
し
て
く
れ
る
人
が
い
な
け
れ
ば
生
き
て
い
け
な
い
。
大
昔
、
親
が
狩
猟
や
稲
作
で
忙
し
い
時
に
、
面
倒
を
見
て
、
生
き
る
上

で
必
要
な
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
人
、
そ
う
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
や
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
い
る
集
団
の
方
が
有
利
だ
っ
た
。
そ
う
し
た
集
団
は
栄
え
、
集
団

の
規
模
が
大
き
く
な
り
、
長
寿
の
人
が
増
え
て
い
っ
た
。
長
い
年
月
を
か
け
て
人
間
と
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
の
間
に
差
が
開
き
、
人
間
は
本
来
よ
り
も
長
い

寿
命
を
獲
得
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

Ⅳ

、
寿
命
に
も
限
界
は
あ
り
ま
す
。
世
界
中
で
115
歳
を
過
ぎ
た
人
は
非
常
に
少
な
い
。
ど
れ
だ
け
健
康
で
体
が
丈
夫
で
も
越
え
ら
れ
な
い
壁

が
あ
る
。
今
な
ら
120
歳
前
後
で
す
。

Ⅴ

、
女
性
は
男
性
よ
り
長
生
き
で
す
。
代
謝
の
低
さ
な
ど
が
言
わ
れ
る
も
の
の
、
明
確
な
理
由
は
ま
だ
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

120
歳
ぐ
ら
い
が
限
界
と
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
実
は
ゲ
ノ
ム
（
全
遺
伝
情
報
）
研
究
が
進
め
ば
そ
の
壁
を
越
え
ら
れ
る
可
能
性
も
出
て
き
て
い
ま
す
。

老
化
に
関
す
る
研
究
は
大
き
く
二
つ
あ
っ
て
、
一
つ
は
私
が
や
っ
て
い
る
ゲ
ノ
ム
の
修
復
。
ゲ
ノ
ム
が
壊
れ
る
と
細
胞
や
個
体
が
老
化
し
て
死
ん
で

し
ま
う
の
で
、
壊
れ
に
く
く
し
て
老
化
そ
の
も
の
の
ス
イ
ッ
チ
が
入
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。
酵
母
で
研
究
を
し
て
い
ま
す
が
、
生
命
維
持
に
欠
か
せ
な
い
遺

伝
子
を
壊
れ
に
く
く
す
る
働
き
を
持
つ
別
の
遺
伝
子
を
活
性
化
さ
せ
る
と
、
酵
母
の
寿
命
が
１・６
倍
に
延
び
ま
し
た
。
マ
ウ
ス
で
も
実
験
を
し
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
は
、
臓
器
の
働
き
を
悪
く
す
る
炎
症
を
引
き
起
こ
す
老
化
細
胞
を
取
り
除
く
研
究
で
す
。
高
齢
に
な
る
と
老
化
細
胞
は
徐
々
に
蓄
積
し
て

い
き
ま
す
。
マ
ウ
ス
を
使
っ
た
研
究
で
そ
れ
ら
を
減
ら
す
と
若
返
り
効
果
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
も
し
か
す
る
と
数
十
年
後
に
は
人
間
で
も
可
能
な
老
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化
細
胞
除
去
技
術
が
で
き
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
こ
の
研
究
で
最
大
寿
命
が
延
び
る
わ
け
で
は
な
い
。
延
び
る
と
し
た
ら
、

ア

。
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
な
ど
を
駆
使
し
た
修

復
た
ん
ぱ
く
質
の
新
規
デ
ザ
イ
ン
や
活
性
化
物
質
の
探
索
な
ど
が
必
要
な
た
め
、
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
で
す
が
、
う
ま
く
い
け
ば
寿
命
の
壁
が
後
ろ
に
ず

れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
私
た
ち
の
研
究
の
目
標
は
も
っ
と
長
寿
に
し
た
り
、
な
る
べ
く
死
な
な
い
よ
う
に
し
た
り
す
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
で
は
な

く
、
健
康
寿
命
を
延
ば
し
た
い
。
ゲ
ノ
ム
が
壊
れ
る
老
化
の
過
程
で
起
き
る
病
気
の
期
間
を
な
る
べ
く
縮
め
た
い
の
で
す
。

野
生
の
動
物
は
寿
命
を
迎
え
る
ま
で
、
こ
れ
は
生
殖
活
動
終
了
時
期
と
重
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
ま
で
は
元
気
で
Ｃ
ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ
リ
で
す
。
例
え

ば
サ
ケ
は
川
を
遡そ

じ
ょ
う上

し
て
オ
ス
は
放
精
、
メ
ス
は
産
卵
後
に
脳
が
急
激
に
萎い
し
ゅ
く縮

し
て
死
ぬ
。
あ
れ
ほ
ど
元
気
に
泳
い
で
い
た
の
に
で
す
。
チ
ン
パ
ン

ジ
ー
に
も
老
化
は
ほ
ぼ
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
人
工
的
に
保
護
・
管
理
さ
れ
た
環
境
で
飼
育
さ
れ
て
い
る
動
物
は
別
と
し
て
、
Ｄ
野
生
の
動
物
に
顕
著
な

老
化
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

一
方
、
人
間
は
生
殖
期
間
を
終
え
た
後
、
長
い
老
後
を
手
に
入
れ
ま
し
た
が
、
同
時
に
病
気
も
得
て
し
ま
っ
た
。
病
気
に
な
る
と
、
本
人
も
家
族
も

苦
し
い
で
す
よ
ね
。
だ
か
ら
生
き
て
い
る
間
は
な
る
べ
く
健
康
で
い
て
、
幸
せ
な
気
持
ち
の
ま
ま
で
亡
く
な
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
研

究
し
て
い
ま
す
。

そ
も
そ
も
寿
命
が
あ
る
、
つ
ま
り
「
死
」
が
あ
る
っ
て
こ
と
は
、
生
物
の
進
化
に
必
要
な
ん
で
す
。
生
物
学
的
に
考
え
る
と
死
が
あ
る
か
ら
進
化
で

き
た
。
古
い
世
代
が
死
に
、
新
し
い
世
代
が
生
ま
れ
、
環
境
に
適
応
す
る
よ
う
進
化
し
て
い
く
こ
と
で
生
物
全
体
の
生
命
が
連
続
し
て
い
く
。
ち
ょ
っ
と

イ

に
聞
こ
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
死
ぬ
も
の
だ
け
が
進
化
で
き
て
、
今
、
存
在
し
て
い
る
の
で
す
。

進
化
は
「
変
化
」
と
「
選
択
」
か
ら
成
り
、
変
化
は
多
様
性
で
あ
り
、
選
択
は
、
た
ま
た
ま
そ
の
環
境
で
生
き
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
だ
け
が
生
き

て
ほ
か
は
死
ぬ
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
こ
に
は
意
図
も
目
的
も
な
い
。
キ
リ
ン
の
首
が
長
い
の
は
、
上
の
も
の
を
食
べ
よ
う
と
必
死
に
努
力
し
た
か
ら

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
変
化
に
よ
り
、
た
ま
た
ま
首
の
長
い
の
が
誕
生
し
て
、
た
ま
た
ま
い
い
場
所
に
葉
っ
ぱ
が
あ
っ
て
、
選
択
に
よ
り
、
た
ま
た
ま
首

の
長
い
の
が
生
き
残
っ
た
。
生
物
学
で
は
そ
う
考
え
ま
す
。

「
シ
ニ
ア
」
の
役
割
に
つ
い
て
も
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
の
面
倒
を
見
た
り
、
生
き
る
知
恵
を
授
け
た
り
す
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
や
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
つ
ま
り

ウ

と
申
し
上
げ
ま
し
た
。

そ
う
い
う
シ
ニ
ア
の
存
在
は
、
社
会
的
に
す
ご
く
重
要
だ
と
思
う
ん
で
す
。

若
い
時
は
、
も
っ
と
出
世
し
た
い
な
ど
利
己
的
で
い
い
。
そ
の

ａ

が

ｂ

（
革
新
）
や
生
産
性
に
つ
な
が
り
ま
す
。
で
も
、
そ
う
し
た

人
ば
か
り
だ
と
衝
突
や
格
差
が
起
き
て
社
会
が
ま
と
ま
ら
な
い
。
利
害
調
整
で
き
る
シ
ニ
ア
の
存
在
が
必
要
な
の
に
、
今
は
シ
ニ
ア
が
そ
の
価
値
を
十
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分
に
発
揮
で
き
て
い
な
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

も
っ
と
シ
ニ
ア
が
活
躍
し
や
す
い
よ
う
に
し
よ
う
と
言
う
と
、
若
者
や
子
ど
も
に
こ
そ
支
援
が
必
要
だ
と
怒
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
も
も
ち
ろ
ん
大
事
で

す
が
、
若
い
人
が
増
え
て
い
る
時
な
ら
早
く
席
を
譲
る
の
は
意
味
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
今
は
人
が
少
な
く
な
り
、
椅
子
が
あ
っ
て
も
座
る

人
が
い
な
い
。
誰
か
座
ら
な
い
と
地
域
や
社
会
が
崩
れ
る
時
代
。
だ
か
ら
定
年
制
な
ど
の
年
齢
に
よ
る
縛
り
は
や
め
て
、
働
き
た
い
人
に
は
も
っ
と
活

躍
し
て
も
ら
っ
た
方
が
い
い
。

シ
ニ
ア
が

ｃ

に
生
き
て
い
れ
ば
下
の
世
代
は
そ
れ
を
見
て
安
心
し
、
思
う
存
分
や
り
た
い
こ
と
も
や
れ
て
、
将
来
に
向
け
て
頑
張
れ
る
。
若

者
の
幸
福
感
が
増
せ
ば
、
回
り
回
っ
て
少
子
化
対
策
に
な
る
こ
と
も
期
待
で
き
ま
す
。
Ｅ
上
か
ら
攻
め
な
き
ゃ
駄
目
で
す
よ
。

生
物
学
者
が
そ
ん
な
こ
と
言
う
な
と
よ
く
叱
ら
れ
ま
す
。
で
も
、
世
界
に
冠
た
る
長
寿
国
だ
か
ら
こ
そ
、
魅
力
的
で
か
っ
こ
い
い
シ
ニ
ア
の

ｄ

を
作
り
、
若
者
が
夢
と
希
望
を
持
っ
て
生
き
ら
れ
る
社
会
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
強
く
願
っ
て
い
ま
す
。

〔
小
林

　武
彦
『
読
売
新
聞
』「
あ
す
へ
の
考
」
に
よ
る
〕

問
１
　傍
線
Ａ
の
理
由
説
明
と
し
て
最
も
不
適
切
な
も
の
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

20

①
　人
間
の
総
心
拍
数
は
、
ゾ
ウ
よ
り
も
多
く
ネ
ズ
ミ
よ
り
も
少
な
い
か
ら
。

②
　哺
乳
類
の
心
臓
は
、
総
心
拍
数
が
20
億
回
ぐ
ら
い
で
終
わ
り
に
な
る
か
ら
。

③
　人
間
の
総
心
拍
数
が
20
億
回
に
達
す
る
の
は
、
大
体
50
歳
前
後
だ
か
ら
。

④
　が
ん
で
亡
く
な
る
人
が
55
歳
位
か
ら
増
え
る
か
ら
。

⑤
　女
性
の
閉
経
年
齢
が
50
歳
前
後
だ
か
ら
。

問
２

　傍
線
Ｂ
の
理
由
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

21

①
　老
い
た
人
が
、
赤
ち
ゃ
ん
の
世
話
を
し
て
、
生
き
る
上
で
必
要
な
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
か
ら
。

②
　人
間
は
、
他
の
哺
乳
類
と
違
っ
て
生
物
学
上
の
想
定
寿
命
を
大
き
く
超
え
て
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
。

③
　人
間
の
想
定
寿
命
は
55
歳
位
だ
が
、
そ
れ
以
上
生
き
た
人
の
余
命
は
そ
れ
を
大
き
く
超
え
る
か
ら
。

④
　お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、
長
生
き
す
る
コ
ツ
を
孫
た
ち
に
伝
授
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
。

⑤
　集
団
の
中
で
特
別
に
選
択
さ
れ
た
高
齢
者
が
、
率
先
し
て
狩
猟
や
稲
作
に
従
事
し
た
か
ら
。
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－ 54 －

問
３

　空
欄

Ⅰ

～

Ⅴ

に
入
れ
る
の
に
最
も
適
切
な
語
の
組
み
合
わ
せ
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

22

①
　Ⅰ
　と
は
い
え

　
　Ⅱ
　ま
た

　
　
　

   

Ⅲ
　あ
る
い
は

　
　Ⅳ
　な
お

　
　
　
　Ⅴ
　も
っ
と
も

②
　Ⅰ
　あ
る
い
は

　
　Ⅱ
　も
っ
と
も

　
　Ⅲ
　な
お

　
　
　
　Ⅳ
　と
は
い
え

　
　Ⅴ
　ま
た

③
　Ⅰ
　も
っ
と
も

　
　Ⅱ
　あ
る
い
は

　
　Ⅲ
　と
は
い
え

　
　Ⅳ
　ま
た

　
　
　
　Ⅴ
　な
お

④
　Ⅰ
　な
お

　
　
　
　Ⅱ
　ま
た

　
　
　

   

Ⅲ
　も
っ
と
も

　
　Ⅳ
　あ
る
い
は

　
　Ⅴ
　と
は
い
え

⑤
　Ⅰ
　ま
た

　
　
　
　Ⅱ
　と
は
い
え

　
　Ⅲ
　あ
る
い
は

　
　Ⅳ
　も
っ
と
も

　
　Ⅴ
　な
お 

問
４
　空
欄

ア

に
入
れ
る
の
に
最
も
適
切
な
語
句
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

23

①
　老
化
細
胞
除
去
技
術
が
実
用
化
さ
れ
た
と
き
で
す

②
　ゲ
ノ
ム
修
復
の
研
究
が
花
開
い
た
と
き
で
す

③
　生
命
維
持
に
必
要
な
遺
伝
子
と
は
別
の
遺
伝
子
が
で
き
た
時
で
す

④
　女
性
と
男
性
の
平
均
寿
命
が
平
等
に
な
っ
た
時
で
す

⑤
　人
類
が
永
遠
の
生
命
を
手
に
入
れ
た
時
で
す

問
５

　傍
線
Ｃ
に
使
わ
れ
て
い
る
修
辞
法
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

24

①
　擬
声
語

　
　②
　擬
態
語

　
　③
　擬
人
法

　
　④
　暗
喩

　
　⑤
　明
喩

問
６

　傍
線
部
Ｄ
の
理
由
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
語
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

25

①
　人
工
的
に
保
護
・
管
理
さ
れ
て
い
る
動
物
は
、
老
化
し
な
い
か
ら
。

②
　「死
」
が
あ
る
こ
と
が
生
物
の
進
化
に
必
要
不
可
欠
な
こ
と
だ
か
ら
。

③
　野
生
の
動
物
は
、
生
殖
活
動
終
了
時
が
自
然
の
寿
命
と
な
る
か
ら
。

④
　進
化
は
「
変
化
」
と
「
選
択
」
か
ら
成
り
、
変
化
は
多
様
だ
か
ら
。

⑤
　そ
も
そ
も
人
間
以
外
の
動
物
に
は
、
加
齢
に
伴
う
変
化
が
な
い
か
ら
。
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－ 53 －

問
７

　空
欄

イ

に
入
れ
る
の
に
最
も
適
切
な
語
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

26

①
　露
悪
的

　
　②
　論
理
的

　
　③
　逆
接
的

　
　④
　順
接
的

　
　⑤
　逆
説
的

問
８
　空
欄

ウ

に
入
れ
る
の
に
最
も
適
切
な
語
句
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

27

①
　シ
ニ
ア
の
存
在
は
、
社
会
的
に
も
有
意
義
だ

②
　利
害
関
係
と
無
関
係
に
生
き
る
の
が
シ
ニ
ア
だ

③
　も
っ
と
シ
ニ
ア
が
活
躍
し
や
す
い
社
会
環
境
を

④
　シ
ニ
ア
の
存
在
が
人
間
の
寿
命
を
延
ば
し
て
き
た

⑤
　シ
ニ
ア
が
な
る
べ
く
死
な
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
だ

問
９
　空
欄

ａ

～

ｄ

に
入
れ
る
の
に
最
も
適
切
な
カ
タ
カ
ナ
外
来
語
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
べ
。

解
答
番
号
は
ａ

28

　
　ｂ

29

　
　ｃ

30

　
　ｄ

31

①
　ゲ
ノ
ム

　
　②
　イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

　
　③
　ロ
ー
ル
モ
デ
ル

　
　④
　ハ
ッ
ピ
ー

　
　⑤
　エ
ネ
ル
ギ
ー

問
10
　傍
線
部
Ｅ
の
意
味
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

32

①
　シ
ニ
ア
は
、
も
っ
と
手
厳
し
く
下
の
世
代
を
指
導
す
る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
。

②
　目
上
の
者
が
眼
下
の
者
を
躊
躇
せ
ず
「
叱
る
」
姿
勢
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
。

③
　シ
ニ
ア
の
幸
福
感
よ
り
も
、
若
者
の
幸
福
感
を
優
先
す
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
。

④
　少
子
化
対
策
の
た
め
に
は
、
若
者
の
幸
福
感
を
検
討
す
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
。

⑤
　シ
ニ
ア
が
幸
福
に
活
躍
す
る
こ
と
が
、
若
者
の
目
標
と
も
な
る
と
い
う
こ
と
。
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受験番号 氏名

1 . 試験中は監督者の注意・指示に従ってください。

2 . 解答開始の指示があるまで，この問題冊子の中は見てはいけません。

3 . この問題冊子は，8 ページあります。

4 . 試験中に問題冊子の印刷不鮮明，ページの落丁，乱丁及び解答用紙（マークシート）
の汚れなどに気がついた場合は，手を挙げて監督者に申し出てください。

5 . 解答用紙（マークシート）には，解答欄以外に氏名，フリガナ，受験番号，入試区分，
受験科目の記入欄がありますので，監督者の指示に従って正しく記入・マークして
ください。正しく記入・マークされない場合，採点不可となることがありますので
十分に注意してください。

6 . 解答は，解答用紙（マークシート）の記入例に従って，正しくマークしてください。
マークが薄い場合や一部分しかマークしていない場合，訂正箇所を消しゴムできれい
に消していない（消し跡が残っている）場合などは，解答が正しく読み取れず採点に
影響することがあります。

7 . 問題冊子の余白は途中式等で適宜利用してかまいませんが，切り離してはいけません。

8 . 解答終了後，問題冊子は回収します。受験番号と氏名を記入してください。

9 . 解答上の注意は裏表紙に記載があります。監督者の指示後，この問題冊子を裏返して
読んでください。

2025（令和 7）年度　日本医療科学大学

入学試験問題【一般選抜（特別）】

数学Ⅰ・数学Ａ

過去問題（2025 年度）



解答上の注意

1. 問題文中の 1 ， 2 ， 3 …には，特に指示がないかぎり，符号－，数字
0 ～ 9 のいずれか一つが対応しています。それらを解答用紙の解答番号の欄の 1，
2，3，…で示された解答記入欄にマークして答えなさい。問題文中の 1 2  ，
3 4 5 などでは，複数桁の数値あるいは符号－を伴う数値で答えなさい。

例1　 6 7 8
 に－ 37 と答える場合は

なお，同じ問題文中で 9 ， 10 11 などが 2 回以上現れるときは，2 回目以降は
9 ， 10 11 のように細字で表記します。

2. 分数の形の解答の場合は，既約（それ以上約分できない）分数で答えなさい。また，
符号は分子につけ，分母にはつけてはいけません。
根号を含む解答では，根号の中の自然数が最小となるように答えなさい。

例 2　
13

12
，

16

14 15
に 4

3 ， 3
52 と答えるところを， 8

6 ， 6
54 のように

答えてはいけません。

例3　
19

17 18
に 9

5 を答えるときは， 9
5 と答えなさい。

例 4　 20 21 ，
24

22 23
に 26 ， 2

10 と答えるところを， 83 ， 6
90 の

ように答えてはいけません。

3. 小数の形で解答する場合は，指定された桁数の一つ下の桁を四捨五入して答えなさい。
また，必要に応じて，指定された桁まで⓪にマークしなさい。

　例5　 25 ． 26 に 2. 78 と答えたいときは，2. 8 として答えなさい。
　　例6　 27 ． 28 29 に 1. 3 と答えたいときは，1. 30 として答えなさい。

解答欄
解答
番号

６

７

８

【一般選抜（特別）】



－ 1 －

第1問

以下の空欄をうめよ。

（ 1 ）（ 5 ＋ 2）2 ＋ 3 2

5 2＋




を計算すると， 1 2 である。

（ 2 ）（x － 2）（x 2 ＋ 2 x ＋ 4）（x 3 ＋ x 2 ＋ x ＋ 1）を展開整理したとき，
x 3 の項の係数は 3 4 である。

（ 3 ）不等式 x 2 － 10 x － 13 ＜ 0 を満たす x の最大の整数値は 5 6 である。

（ 4 ） 6 個の数 1，2，2，2，5，6 を変量とするデータの分散を小数第 2 位を四捨五入
して小数第 1 位までの値で表すと 7 ． 8 である。

（ 5 ）0 °≦θ≦ 180 °とする。

tan θ＝ 3 であるとき，sin θ cos θ＝
9

10 11
である。

数学Ⅰ・数学Ａ

－ 1 －
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－ 3 －

第2問

a，b を実数の定数とする。
x の 2 次関数 f（x）＝ x 2 ＋ ax ＋ b について，以下の空欄をうめよ。

（ 1 ）2 次関数 f（x）のグラフの頂点の座標が（3，－ 2）のとき，a ＝ 12 13 ，
b ＝ 14 である。このとき，1 ≦ x ≦ 4 における f（x）の最大値と最小値の
差は 15 である。

（ 2 ）a の値を（ 1 ）で求めた 12 13 とする。このとき 2 次方程式 f（x）＝ 0 が
正と負の解を 1 つずつ持つための定数 b のとり得る値の範囲は b ＜ 16 で
あり，2 次方程式 f（x）＝ 0 が異なる 2 つの正の解を持つための定数 b のとり
得る値の範囲は 17 ＜ b ＜ 18 である。

第3問

1 辺の長さが a である正四面体 ABCD について，以下の空欄をうめよ。

（ 1 ）三角形 BCD の面積は
20

19
a 2 である。

（ 2 ）辺 BC の中点を M とし∠ AMD ＝θとする。

このとき，AM ＝
22

21
a，cos θ =

24

23
，sin θ＝

27

25 26
である。

（ 3 ）頂点 A から三角形 BCD に下した垂線の交点を H とするとき，AH ＝
29

28
a

であり，正四面体 ABCD の体積は
30

31 32
a 3 である。

－ 2 －
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－ 5 －

第4問

初めに数直線上の原点にある点 P を，1 枚の硬貨を投げて表が出たら正の方向に 1，
裏が出たら今ある位置から負の方向に 1 だけ動かしていく。硬貨を 6 回投げた後の
点 P の座標を X とするとき，以下の空欄をうめよ。

（ 1 ）X のとり得る値は全部で 33 個あり，このうち X が最も大きな値になるとき

の確率は
34

35 36
である。

（ 2 ）X ＝ 0 となる確率は
37

38 39
であり，点 P が途中で一度も原点に戻ること

なく X ＝ 0 となる確率は
40

41 42
である。

第5問

中心を O とし，半径 2 の円の外に点 A をとり，直線 OA と円の交点を A に近い
方から順に B，C とする。また，点 A から円に引いた接線の接点を D とし，直線
AD と点 C における円の接線の交点を E とする。AB ＝ 4 であるとき，以下の空欄
をうめよ。

（ 1 ）AD＝ 43 44 である。また，CE ＝ 45 46 である。

（ 2 ）OE＝ 47 48 である。また，直線OEと円の交点のうちEに近い方の点を

P とおくと，EP ＝ 49 50 － 51 である。

－ 3 －
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－ 7 －

第6問

x，y は，関係式 xy － 4 x － 6 y ＝ 4　　………①　を満たしている。
以下の空欄をうめよ。

（ 1 ）①は（ x － 52 ）（ y － 53 ）＝ 54 55 と変形することができる。また，
 x，y を自然数としたとき，①を満たす（x，y）の組の個数は全部で 56 であり，
それぞれの組の x，y の値に対して積 xy のとる最小の値は 57 58 59 で
ある。

（ 2 ） x，y を整数としたとき，①を満たす（x，y）の組の x，y の値に対して積 xy

のとる最小の値は 60 61 62 63 である。

－ 4 －
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2025（令和 7）年度　日本医療科学大学

入学試験問題【一般選抜（特別）】

現代の国語・言語文化

1 . 試験中は監督者の注意・指示に従ってください。

2 . 解答開始の指示があるまで、この問題冊子の中は見てはいけません。

3 . この問題冊子は、13 ページあります。

4 . 試験中に問題冊子の印刷不鮮明、ページの落丁、乱丁及び解答用紙（マークシート）
の汚れなどに気がついた場合は、手を挙げて監督者に申し出てください。

5 . 解答用紙（マークシート）には、解答欄以外に氏名、フリガナ、受験番号、入試区分、
受験科目の記入欄がありますので、監督者の指示に従って正しく記入・マークして
ください。正しく記入・マークされない場合、採点不可となることがありますので
十分に注意してください。

6 . 解答は、解答用紙（マークシート）の記入例に従って、正しくマークしてください。
マークが薄い場合や一部分しかマークしていない場合、訂正箇所を消しゴムできれい
に消していない（消し跡が残っている）場合などは、解答が正しく読み取れず採点に
影響することがあります。

7 . 問題冊子の余白は適宜利用してかまいませんが、切り離してはいけません。

8 . 解答終了後、問題冊子は回収します。受験番号と氏名を記入してください。

受験番号 氏名

過去問題（2025 年度）



－ 1 －

【
一
】
次
の
文
章
を
読
み
、
後
の
問
い
（
問
１
～
7
）
に
答
え
よ
。
な
お
、
設
問
の
都
合
上
、
本
文
を
省
略
、
改
変
し
た
箇
所
が
あ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
を
教
訓
と
し
次
な
る
感
染
症
の
脅
威
に
は
世
界
が
一
丸
と
な
っ
て
闘
お
う

―
。
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
を
舞
台
に
約
２
年
間
、

繰
り
広
げ
ら
れ
た
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
条
約
の
交
渉
が
今
年
６
月
、
合
意
を
み
ず
に
Ａ
仕
切
り
直
し
に
な
っ
た
。

ワ
ク
チ
ン
配
分
を
巡
る
先
進
国
と
途
上
国
と
の
対
立
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
予
期
せ
ぬ
デ
マ
が
世
界
中
を
駆
け
巡
り
、
少
な
か
ら
ず
交
渉
に
悪
い
影

響
を
与
え
て
し
ま
っ
た
。

「
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
超
国
家
的
な
力
を
も
ち
、
加
盟
各
国
の
主
権
が
奪
わ
れ
る
」「
ワ
ク
チ
ン
の
強
制
接
種
が
始
ま
る
」「
彼
ら
は
新
た
な
感
染
症
を
生
み
出

そ
う
と
し
て
い
る
」。
条
約
を
巡
っ
て
は
こ
ん
な

Ｘ

が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
を
飛
び
交
っ
た
。
出
所
は
「
闇
の
政
府
（
デ
ィ
ー
プ
ス
テ
ー
ト
）」
の
存
在
を

信
じ
る
「
Ｑ
ア
ノ
ン
」
と
も
噂
さ
れ
て
い
る
が
、
実
態
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
。

陰
謀
論
と
し
て
政
治
化
す
る
恐
れ
も
あ
り
、
ネ
ッ
ト
上
の
戯た
わ

言
と
し
て
片
付
け
ら
れ
な
い
の
が
悩
ま
し
い
。
背
景
に
は
「
Ｗ
Ｈ
Ｏ
へ
の
不
信
感
、
そ

し
て
国
際
法
に
対
す
る
認
識
の
足
り
な
さ
が
あ
る
」
と
国
際
保
健
に
詳
し
い
政
治
学
者
、
Ｔ
・
慶
応
大
教
授
は
み
る
。
交
渉
過
程
に
お
い
て
条
文
案
に

新
た
な
項
目
や
文
言
が
加
わ
る
な
ど
「
無
視
で
き
な
い
存
在
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
。〔

　①
　〕

Ⅰ

日
本
で
も
こ
の
春
、「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
条
約
の
（
ア
）
ソ
止
」
を
掲
げ
た
大
規
模
な
デ
モ
や
集
会
が
何
度
か
行
わ
れ
た
。

コ
ロ
ナ
否
定
論
や
反
ワ
ク
チ
ン
運
動
、
温
暖
化
（
イ
）
カ
イ
疑
論
に
、

Ⅱ

地
球
は
球
体
で
は
な
く
平
ら
だ
と
す
る
地
球
平
面
説
ま
で
。
時
に
中

世
の
魔
女
狩
り
を
も
思
い
起
こ
さ
せ
る
奇
々
怪
々
、

Ｙ

な
言
説
が
、
合
理
性
や
客
観
性
を
重
ん
じ
る
デ
ー
タ
社
会
、
科
学
の
時
代
に
、

Ⅲ

こ
う
も
闊か
っ
ぽ歩
し
、
人
は
信
じ
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
。

唐
突
だ
が
こ
こ
で
問
題
を
ひ
と
つ
。

【
野
球
の
バ
ッ
ト
１
本
と
ボ
ー
ル
１
個
で
１
㌦
10
㌣
す
る
。
バ
ッ
ト
は
ボ
ー
ル
よ
り
も
１
㌦
高
い
。
ボ
ー
ル
の
値
段
は
い
く
ら
か
】
　正
解
は
後
述
す

る
と
し
て
「
10
㌣
」
と
即
答
し
た
人
も
い
る
の
で
は
な
い
か
。〔

　②
　〕

こ
れ
は
心
理
学
や
認
知
科
学
で
よ
く
知
ら
れ
た

　「Ｂ
飛
躍
思
考
」
の
危
う
さ
を
み
る
設
問
だ
。
方
程
式
を
理
解
し
て
い
な
く
て
も
図
式
を
使
え
ば

小
学
生
で
も
解
け
る
。

Ⅳ

、
ど
ん
な
に
数
学
が
得
意
な
人
で
も
、
答
え
を
急
ぐ
心
理
が
働
く
と
間
違
え
や
す
い
。「
脳
は
だ
ま
さ
れ
る
」。
そ
う

な
る
と
陰
謀
論
や
オ
カ
ル
ト
に
陥
る
危
険
性
が
出
て
く
る
。

そ
し
て
「
脳
は
怠
け
も
の
で
も
あ
る
」。
も
や
も
や
し
た
感
情
を
抱
く
と
、
そ
の
原
因
を
推
測
し
理
由
付
け
を
し
た
が
る
。
だ
か
ら
か
、
納
得
の
い

現
代
の
国
語
・
言
語
文
化
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く
答
え
に
出
合
え
ば
、
そ
れ
が
本
当
か
ど
う
か
は
深
く
考
え
な
い
。「
た
と
え
陰
謀
論
だ
と
し
て
も
、
も
や
も
や
感
が
解
消
さ
れ
れ
ば
そ
れ
を
信
じ
て

し
ま
う
」
と
社
会
心
理
学
者
の
Ｈ
・
東
京
大
名
誉
教
授
は
説
明
す
る
。〔

　③
　〕

地
球
温
暖
化
や
天
変
地
異
、
戦
争
や
国
際
紛
争
な
ど
。
次
か
ら
次
へ
と
災
（
ウ
）
カ
が
や
っ
て
く
る
未
来
を
見
通
せ
な
い
不
確
か
な
時
代
に
お
い
て
、

科
学
は
い
つ
も
答
え
を
提
示
し
て
く
れ
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
。
４
年
に
及
ん
だ
コ
ロ
ナ
禍
で
私
た
ち
は
思
い
知
ら
さ
れ
た
。

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
当
初
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
是
非
や
迷
走
し
た
マ
ス
ク
着
脱
。
羅
針
盤
と
な
る
は
ず
の
専
門
家
の
意
見
は
分
か
れ
「
科
学
の
限
界
」
が
あ

ら
わ
に
な
っ
た
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
で
、
国
内
で
も
亡
く
な
る
人
や
後
遺
症
に
苦
し
む
人
が
あ
ら
わ
れ
た
。
４
億
回
超
も
接
種
し
た
の
だ
か
ら
「
想
定
内
の
出
来
事
」
と

し
て
感
染
症
学
者
や
医
師
ら
は
片
付
け
て
し
ま
う
。

Ⅴ

、
接
種
と
死
亡
と
の
因
果
関
係
の
多
く
は
科
学
的
に
は
「
評
価
で
き
な
い
」
ま
ま
。
被

害
者
や
遺
族
か
ら
す
る
と
理
不
（
エ
）
ジ
ン
極
ま
り
な
い
と
い
え
よ
う
。

自
然
科
学
や
社
会
科
学
、
医
学
と
い
っ
た
経
験
科
学
は
突
き
詰
め
て
考
え
る
と
「
統
計
」
を
ベ
ー
ス
に
考
察
さ
れ
る
。
人
間
が
対
象
に
な
っ
た
場

合
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
平
均
的
な
人
を
扱
う
こ
と
に
な
る
。
な
の
で
「
一
人
ひ
と
り
の
不
安
に
対
す
る
答
え
が
な
い
。
む
し
ろ
ど
こ
か
は
ぐ
ら
か
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
も
感
じ
て
し
ま
う
」。
何
を
知
ら
な
い
の
か
を
問
う
「
無
知
学
」
を
研
究
す
る
Ｔ
・
大
阪
大
特
任
研
究
員
は
こ
う
語
る
。〔

　④
　〕

20
世
紀
半
ば
、
著
名
な
科
学
哲
学
者
の
カ
ー
ル
・
ポ
パ
ー
は
科
学
者
が
信
じ
る
ほ
ど
科
学
は
絶
対
で
は
な
い
と
説
き
、
論
争
を
巻
き
起
こ
し
た
。
ど

ん
な
科
学
の
知
見
も
反
証
可
能
性
を
有
す
る
仮
説
に
す
ぎ
ず
、
決
し
て
絶
対
的
真
理
に
到
達
す
る
も
の
で
は
な
い
と
し
た
。
た
し
か
に
科
学
が
事
実
を

導
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
真
実
で
あ
る
か
ど
う
か
は
別
次
元
で
あ
る
。〔

　⑤
　〕

こ
れ
か
ら
自
分
が
ど
う
な
る
か
、
世
の
中
は
ど
こ
へ
い
く
の
か
。
人
間
に
は
「
実
存
的
不
安
」、
す
な
わ
ち
生
き
る
こ
と
へ
の
不
安
が
根
底
に
存
在

す
る
と
さ
れ
る
。

自
然
界
も
人
間
社
会
も
実
は
不
思
議
だ
ら
け
の
迷
宮
の
世
界
だ
。
科
学
が
期
待
さ
れ
て
力
を
も
つ
存
在
に
な
る
ほ
ど
、
そ
れ
へ
の
不
信
が
募
れ
ば
、

間
（
オ
）
ゲ
キ
を
突
く
よ
う
に
陰
謀
論
の
力
も
増
し
て
い
く
の
か
も
し
れ
な
い
。

ち
な
み
に
前
述
し
た
問
題
の
正
解
は
「
５
㌣
」。
落
ち
着
い
て
考
え
れ
ば
簡
単
に
解
け
る
。〔

矢
野

　寿
彦
『
日
本
経
済
新
聞
』「
文
化
時
評
」
に
よ
る
〕
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問
１

　傍
線
部
（
ア
）
～
（
オ
）
の
カ
タ
カ
ナ
に
相
当
す
る
漢
字
を
使
う
も
の
を
、
次
の
①
～
④
の
傍
線
部
の
う
ち
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
べ
。

解
答
番
号
は
（
ア
）

１

　
　（イ
）

２

　
　（ウ
）

３

　
　（エ
）

４

　
　（オ
）

５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　①
　前
途
を
ソ
害
す
る
断
崖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　①
　無
ジ
ン
蔵
の
資
源

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　②
　ソ
外
感
を
感
じ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　②
　ジ
ン
常
で
な
い
行
動

　
　

（
ア
）
　ソ
止

　
　
　
　
　③
　ソ
雑
な
仕
事
ぶ
り

　
　
　
　
　
　
　（
エ
）
　理
不
ジ
ン
　
　
　③
　医
は
ジ
ン
術
な
り

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　④
　ソ
国
の
土
を
踏
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　④
　ジ
ン
速
に
行
動
す
る

　
　

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　①
　警
カ
イ
心
を
抱
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　①
　ゲ
キ
動
す
る
国
際
情
勢

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　②
　反
対
派
を
カ
イ
柔
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　②
　敵
機
を
ゲ
キ
墜
す
る

　
　

（
イ
）
　カ
イ
疑
論

　
　
　③
　人
類
初
の
カ
イ
挙
を
な
す

　
　
　
　（オ
）
　間
ゲ
キ
　
　
　
　③
　寸
ゲ
キ
を
見
つ
け
て
駆
け
付
け
る

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　④
　自
分
の
罪
を
カ
イ
悟
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　④
　ゲ
キ
薬
の
扱
い
に
は
注
意
が
必
要

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　①
　カ
酷
な
労
働
条
件

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　②
　カ
災
保
険
に
加
入
す
る

　
　
　
　
　

（
ウ
）
　災
カ
　
　
　
　
　③
　カ
報
は
寝
て
待
て

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　④
　カ
福
は
糾
え
る
縄
の
如
し

　
　
　
　

問
２

　傍
線
部
Ａ
「
仕
切
り
直
し
」
の
意
味
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

６

①
　物
事
を
初
め
か
ら
や
り
直
す
こ
と

②
　条
約
の
交
渉
が
決
裂
し
て
し
ま
う
こ
と

③
　当
事
者
以
外
の
者
に
判
断
を
ゆ
だ
ね
る
こ
と

④
　自
己
の
判
断
の
欠
点
を
反
省
す
る
こ
と

⑤
　問
題
点
を
別
の
視
点
か
ら
検
討
す
る
こ
と
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問
３

　空
欄

Ｘ

と

Ｙ

に
入
れ
る
の
に
最
も
適
切
な
四
字
の
漢
字
の
語
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

解
答
番
号
は
Ｘ

７

　
　Ｙ

８

①
　荒
唐
無
稽

　
　②
　片
言
隻
句

　
　③
　自
画
自
賛

　
　④
　試
行
錯
誤

　
　⑤
　流
言
飛
語

問
４
　空
欄

Ⅰ

～

Ⅴ

に
入
れ
る
の
に
最
も
適
切
な
語
の
組
み
合
わ
せ
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

９

①
　Ⅰ
　も
ち
ろ
ん

　
　Ⅱ
　ひ
い
て
は

　
　Ⅲ
　な
ぜ

　
　
　
　Ⅳ
　一
方

　
　
　
　Ⅴ
　し
か
し

②
　Ⅰ
　ひ
い
て
は

　
　Ⅱ
　も
ち
ろ
ん

　
　Ⅲ
　一
方

　
　
　
　Ⅳ
　し
か
し

　
　
　Ⅴ
　な
ぜ

③
　Ⅰ
　な
ぜ

　
　
　
　Ⅱ
　一
方

　
　
　
　Ⅲ
　も
ち
ろ
ん

　
　Ⅳ
　ひ
い
て
は

　
　Ⅴ
　し
か
し

④
　Ⅰ
　一
方

　
　
　
　Ⅱ
　し
か
し

　
　
　Ⅲ
　な
ぜ

　
　
　
　Ⅳ
　も
ち
ろ
ん

　
　Ⅴ
　ひ
い
て
は

⑤
　Ⅰ
　し
か
し

　
　
　Ⅱ
　な
ぜ

　
　
　
　Ⅲ
　ひ
い
て
は

　
　Ⅳ
　一
方

　
　
　
　Ⅴ
　も
ち
ろ
ん

問
５
　文
中
に
は
次
の
一
文
が
抜
け
落
ち
て
い
る
。
こ
れ
を
文
中
の
〔

　①
　〕
～
〔

　⑤
　〕
の
ど
の
箇
所
に
補
え
ば
よ
い
か
。
最
も
適
切
な
箇
所
を
、

一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

10

不
正
解
で
あ
る
。

問
６

　傍
線
部
Ｂ
「
飛
躍
思
考
」
の
本
文
で
の
意
味
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
①
～
⑥
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

11

①
　一
般
常
識
を
逸
脱
し
た
、
突
飛
な
考
え
に
囚
わ
れ
て
し
ま
う
思
考
。

②
　物
事
の
筋
道
を
素
直
に
追
わ
ず
に
、
故
意
に
逸
脱
し
て
し
ま
う
思
考
。

③
　物
事
を
冷
静
に
考
え
な
い
で
、
短
絡
的
に
答
え
を
求
め
て
し
ま
う
思
考
。

④
　人
と
違
う
思
考
回
路
に
固
執
し
て
、
か
え
っ
て
真
実
を
見
失
う
思
考
。

⑤
　落
ち
着
い
て
物
事
を
考
え
な
い
こ
と
が
、
か
え
っ
て
独
創
性
を
生
む
思
考
。

⑥
　方
程
式
を
使
わ
ず
に
、
自
分
な
り
の
図
式
で
問
題
を
解
こ
う
と
す
る
思
考
。
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問
７

　本
文
の
内
容
に
合
う
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
①
～
⑥
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

12

①
　先
進
国
と
途
上
国
の
間
で
、
ワ
ク
チ
ン
配
分
を
巡
る
対
立
は
も
と
も
と
な
か
っ
た
と
言
え
る
。

②
　ワ
ク
チ
ン
配
分
を
巡
る
デ
マ
の
出
所
は
「
Ｑ
ア
ノ
ン
」
で
あ
る
こ
と
が
近
年
判
明
し
た
。

③
　地
球
は
球
体
で
は
な
く
平
面
で
あ
る
こ
と
が
近
年
の
科
学
の
進
歩
に
よ
り
解
明
さ
れ
た
。

④
　未
来
を
見
通
せ
な
い
不
確
か
な
時
代
に
お
い
て
、
答
え
を
提
示
し
て
く
れ
る
の
は
科
学
で
あ
る
。

⑤
　経
験
科
学
は
統
計
を
ベ
ー
ス
に
考
察
さ
れ
る
の
で
、
一
人
ひ
と
り
の
不
安
へ
の
答
え
が
な
い
。

⑥
　ど
ん
な
科
学
の
知
見
も
、
反
証
可
能
性
を
有
し
て
い
る
か
ぎ
り
絶
対
的
真
理
で
あ
る
と
言
え
る
。
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【
二
】
次
の
文
章
を
読
み
、
後
の
問
い
（
問
１
～
６
）
に
答
え
よ
。
な
お
、
設
問
の
都
合
上
、
本
文
を
省
略
、
改
変
し
た
箇
所
が
あ
る
。

現
在
の
世
界
を
Ａ
紐
解
く
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
Ｂ
「
二
元
論
」
と
「
排
中
律
」
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

〈
中
略
〉

二
元
論
も
排
中
律
も
、
西
洋
近
代
か
ら
生
ま
れ
た
世
界
観
で
あ
る
。
し
か
し
、
い
ま
で
は
行
き
詰
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
、
そ
こ
で
目
を
向
け
る
べ
き

な
の
は
、
日
本
の
「
容よ
う
ち
ゅ
う
り
つ

中
律
（

Ｘ

）」
や
「
中ち
ゅ
う
よ
う庸」
の
思
想
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
「
Ｃ
あ
い
だ
」
あ
る
い
は
複
数
の
世
界
を

一
緒
に
捉
え
る
「
見み

た立
て
」
と
い
う
考
え
方
と
も
通
じ
る
。

思
い
返
し
て
ほ
し
い
の
が
、
日
本
の
自
然
観
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
人
が
住
む
世
界
と
山
や
森
、
海
な
ど
の
自
然
を
一
本
の
境
界
線
で
区
切
っ
て
い

な
い
。
た
と
え
ば
里
山
や
海
岸
は
「
あ
い
だ
」
と
言
え
る
世
界
で
、
そ
こ
で
山
や
森
に
住
む
神
の
遣
い
と
出
会
う
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
浦
島
太
郎

が
、
竜
宮
城
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
う
亀
と
出
会
う
の
も
海
岸
で
あ
る
。
川
も
「
あ
ち
ら
」
と
「
こ
ち
ら
」
の
い
ず
れ
に
も
属
す
る
と
考
え
ら
れ
、
あ

え
て
橋
の
上
を
選
ん
で
、
商
談
を
し
た
り
駆
け
落
ち
の
た
め
に
待
ち
合
わ
せ
た
り
さ
れ
て
き
た
。「
あ
の
世
」
と
「
こ
の
世
」
の
あ
い
だ
に
も
三
途
の

川
が
流
れ
、
六
文
銭
を
渡
し
賃
と
し
て
出
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
の
言
い
伝
え
が
あ
る
。
日
本
家
屋
の
縁
側
も
「
あ
い
だ
」
の
典
型
例
で
、
家
の
中

で
も
外
で
も
な
い
場
所
だ
。
そ
こ
で
客
人
を
迎
え
て
茶
を
飲
ん
だ
り
、
碁
を
打
っ
た
り
将
棋
を
指
し
た
り
さ
れ
て
き
た
し
、
生
産
性
や
効
率
性
に
追
わ

れ
た
現
実
社
会
か
ら
解
き
放
た
れ
た
隠
居
の
場
所
で
も
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
日
本
に
は
二
つ
の
世
界
を
合
わ
せ
る
「
見
立
て
」
の
思
想
が
日
常
に
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。
芸
事
に
例
を
見
出
せ
ば
、
人
形
浄
瑠

璃
が
象
徴
的
で
あ
ろ
う
。
西
洋
で
人
形
と
い
え
ば
、
あ
く
ま
で
も
人
間
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
版
で
あ
る
。
し
か
し
人
形
浄
瑠
璃
で
は
、
三
人
で
一
体
の
人
形

を
遣
い
、
ま
さ
に
人
間
の
ド
ラ
マ
を
演
じ
る
。
歌
舞
伎
で
は
個
性
あ
る
人
間
が
役
を
演
じ
る
し
、
無
論
、
舞
台
上
で
本
当
に
人
を
殺あ
や

め
る
わ
け
に
は
い

か
な
い
。
他
方
で
人
形
浄
瑠
璃
は
人
形
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
あ
ら
た
め
て
世
界
の
恐
ろ
し
き
出
来
事
や
人
の
性さ
が

を
投
影
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
わ

れ
わ
れ
観
客
は
、
言
わ
ば
現
実
世
界
と
並
行
す
る
パ
ラ
レ
ル
ワ
ー
ル
ド
と
し
て
、
人
形
が
織
り
成
す
ド
ラ
マ
を
認
め
て
心
を
打
た
れ
る
の
だ
。

パ
ラ
レ
ル
ワ
ー
ル
ド
を
表
現
す
る
文
化
は
、
日
本
に
は
昔
か
ら
存
在
す
る
。
鳥
羽
僧
正
が
作
者
と
さ
れ
る
「
鳥
獣
人
物
戯
画
」
は
漫
画
の
元
祖
と
し

て
有
名
だ
が
、
ウ
サ
ギ
や
カ
エ
ル
が
動
物
の
姿
を
し
な
が
ら
人
間
と
し
て
も
描
か
れ
て
い
る
。
日
本
庭
園
も
、
神
あ
る
い
は
君
主
の
目
線
に
立
っ
て
つ

く
ら
れ
た
西
洋
の
庭
園
と
は
異
な
り
、
見
渡
す
の
で
は
な
く
歩
き
な
が
ら
自
然
と
対
話
す
る
場
所
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
龍
安
寺

の
石
庭
が
山
や
川
に
見
立
て
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
可
能
に
す
る
の
が
日
本
人
の
情
緒
の
為
せ
る
業
だ
。
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「
あ
い
だ
」
や
「
見
立
て
」
な
ど
の
日
本
の
伝
統
的
思
想
を
現
代
に
反
映
し
た
も
の
が
、
漫
画
や
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
、
あ
る
い
は
日
本
発
の
コ
ス
プ

レ
（
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
・
プ
レ
イ
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
私
は
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
は
、
　「Ｄ
第
二
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
」
が
訪
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

十
九
世
紀
後
半
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
西
洋
で
日
本
文
化
が
流
行
し
た
と
き
、
た
と
え
ば
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
行
わ
れ
た
当
時
の
万
国
博
覧
会

の
会
場
の
外
で
売
ら
れ
て
い
た
日
本
の
扇
子
や
団
扇
が
人
気
を
博
し
、
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
に
つ
な
が
っ
た
。
政
治
性
を
帯
び
て
い
な
い
ア
イ
テ
ム
だ
か
ら

こ
そ
、
女
性
を
含
め
多
く
の
西
洋
人
が
手
に
と
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
こ
に
描
か
れ
た
浮
世
絵
が
い
つ
し
か
注
目
を
集
め
、「
こ
の
よ
う
な
世
界
の
見
方

が
あ
っ
た
の
か
」
と
の
衝
撃
と
と
も
に
受
け
止
め
ら
れ
た
。

西
洋
は
デ
カ
ル
ト
の
出
現
と
と
も
に
、「
自
分
」
を
中
心
に
こ
の
世
界
を
眺
め
る
価
値
観
に
な
っ
た
。
し
か
し
日
本
の
文
化
は
違
う
。
歌
川
広
重
の

浮
世
絵
「
東
海
道
五
十
三
次 
岡
崎 

矢や

作は
ぎ

橋
」
は
、
誰
が
ど
こ
か
ら
見
た
視
点
で
描
か
れ
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
。
そ
れ
で
は
広
重
は
な
ぜ
、
あ
の

よ
う
な
絵
を
描
く
こ
と
が
で
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
さ
し
く
想
像
の
産
物
で
あ
り
、
自
分
の
目
線
か
ら
し
か
こ
の
世
を
見
な
い
態
度
で
は
生
ま
れ
得
な

い
絵
で
あ
る
。

京
都
学
派
の
中
心
的
人
物
と
し
て
知
ら
れ
る
哲
学
者
の
西
田
幾
多
郎
が
一
九
二
七
年
に
発
表
し
た
『
働
く
も
の
か
ら
見
る
も
の
へ
』
の
序
文
で
用
い

た
表
現
を
借
り
れ
ば
、「
形
な
き
も
の
の
形
を
見
、
聲
な
き
も
の
の
聲
を
聞
く
」
こ
と
が
日
本
人
の
情
緒
で
あ
る
。
西
田
は
続
け
て
「
我
々
の
心
は
此

の
如
き
も
の
を
求
め
て
已や

ま
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
日
本
人
に
は
そ
こ
に
存
在
し
な
か
っ
た
り
書
か
れ
て
い
な
か
っ
た
り
す
る
「
形
な
き
も
の
」

を
想
像
す
る
力
が
あ
る
と
い
う
指
摘
に
は
頷
か
さ
れ
る
。
日
本
画
に
余
白
が
あ
り
、
時
に
背
景
を
描
か
な
い
の
も
、
観
る
者
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
で
補
え

る
感
性
を
も
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

日
本
文
化
研
究
者
の
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
は
生
前
、
日
本
の
俳
句
は
自
然
の
声
を
映
し
出
し
て
い
る
と
語
っ
た
。
よ
く
例
に
挙
げ
て
い
た
の
が
松
尾

芭
蕉
の
「
閑
さ
や
岩
に
し
み
入
る
蝉
の
声
」
と
い
う
句
で
、
ロ
ー
マ
字
で
書
く
と
わ
か
り
や
す
い
が
「
ｉ
」
の
母
音
を
多
く
用
い
る
こ
と
で
、「
ジ
ー
」

「
ミ
ー
ン
」
と
聞
こ
え
る
蝉
の
声
を
表
現
し
て
い
た
と
い
う
の
だ
。
そ
も
そ
も
日
本
語
は
無
音
さ
え
「
シ
ー
ン
」
と
表
現
す
る
よ
う
に
、
オ
ノ
マ
ト
ペ

（
擬
音
語
）
で
あ
ら
ゆ
る
現
象
を
音
に
す
る
が
、
こ
れ
も
「
形
な
き
も
の
」
を
想
像
す
る
力
だ
と
言
え
よ
う
。
と
く
に
漫
画
や
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
は
そ

う
し
た
日
本
古
来
の
技
法
を
巧
み
に
利
用
し
て
い
る
。

も
う
一
つ
、
私
の
印
象
に
残
っ
て
い
る
キ
ー
ン
の
言
葉
を
紹
介
す
る
と
、
彼
は
「
日
本
人
は
過
去
を
捨
て
な
か
っ
た
」
と
話
し
て
い
た
。
令
和
の
現

在
も
、
日
本
人
は
着
物
を
着
て
、
筆
で
字
を
書
き
、
畳
の
上
で
暮
ら
す
風
習
を
残
し
て
い
る
。
食
事
に
し
て
も
昔
な
が
ら
の
和
風
の
味
付
け
を
楽
し
ん

で
い
る
わ
け
で
、
じ
つ
は
こ
れ
は
世
界
に
ま
た
と
な
い
光
景
で
あ
る
。
し
か
し
、
当
の
日
本
人
自
身
が
そ
の
事
実
を
認
識
で
き
て
い
る
よ
う
に
は
思
え

な
い
。
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た
と
え
ば
、
イ
タ
リ
ア
の
ロ
ー
マ
を
は
じ
め
西
洋
に
は
昔
の
町
並
み
が
残
る
し
、
日
本
人
は
そ
の
光
景
を
前
に
「
さ
す
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
歴
史
を
大

事
に
し
て
い
る
」
と
の
声
を
漏
ら
す
。
も
ち
ろ
ん
誤
り
で
は
な
い
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
ど
ち
ら
か
と
言
う
と
歴
史
を
「
遺
産
」
と
し
て
残
し
て
お
り
、

日
本
ほ
ど
に
は
現
在
の
生
活
に
溶
け
込
ま
せ
て
い
な
い
。
現
に
中
世
の
服
装
を
着
て
、
ロ
ー
マ
の
町
中
を
闊
歩
す
る
イ
タ
リ
ア
人
を
見
る
だ
ろ
う
か
。

キ
ー
ン
は
、
日
本
人
は
「
自
分
た
ち
の
文
化
は
世
界
に
理
解
さ
れ
に
く
い
」
と
の
諦
め
の
気
持
ち
を
抱
き
す
ぎ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
た
が
、

私
も
同
感
で
あ
る
。
彼
は
日
本
に
帰
化
し
た
あ
と
も
、
相
変
わ
ら
ず
「
箸
を
使
え
ま
す
か
」「
納
豆
は
食
べ
ら
れ
ま
す
か
」
と
聞
か
れ
る
こ
と
が

Ｅ
悔
し
か
っ
た
と
打
ち
明
け
て
い
た
。
な
ぜ
そ
ん
な
声
か
け
を
す
る
日
本
人
が
い
る
か
と
言
え
ば
、
お
そ
ら
く
は
相
手
へ
の
慮
お
も
ん
ぱ
かり
と
い
う
よ
り
も
、

日
本
文
化
は
特
殊
だ
と
い
う
気
持
ち
の
表
れ
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
ま
さ
し
く
キ
ー
ン
の
よ
う
に
、
外
国
人
の
ほ
う
が
日
本
文
化
の
真
髄
を
知
る
こ
と
だ
っ
て
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
日
本
人
も
こ
れ
だ
け
イ
タ
リ

ア
料
理
や
フ
ラ
ン
ス
料
理
を
楽
し
ん
で
い
る
で
は
な
い
か
。「
日
本
の
こ
と
は
日
本
人
に
し
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
意
識
は
い
ま
す
ぐ
に
捨
て
る
べ

き
だ
し
、「
第
二
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
」
を
本
気
で
到
来
さ
せ
る
な
ら
ば
、
ま
ず
は
私
た
ち
が
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
を
変
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

〔
山
極

　壽
一
『
Ｖ
ｏ
ｉ
ｃ
ｅ
』「
第
二
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
を
到
来
さ
せ
よ
」
に
よ
る
〕

問
１
　傍
線
部
Ａ
「
紐
解
く
」
の
本
文
で
の
意
味
と
し
て
、
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

13

①
　文
献
で
調
べ
る

　
　②
　紹
介
す
る

　
　③
　関
連
付
け
る

　
　④
　解
明
す
る

　
　⑤
　な
ぞ
ら
え
る

問
２

　傍
線
部
Ｂ
「
二
元
論
と
排
中
律
」
に
最
も
近
い
意
味
の
四
字
熟
語
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

14

①
　二
律
背
反

　
　②
　一
挙
両
得

　
　③
　二
者
択
一

　
　④
　二
束
三
文

　
　⑤
　一
石
二
鳥

問
３

　空
欄

Ｘ

に
入
れ
る
の
に
最
も
適
切
な
語
句
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

15

①
　肯
定
で
も
否
定
で
も
な
い
と
同
時
に
、
肯
定
で
も
否
定
で
も
あ
る
と
い
う
論
理

②
　肯
定
と
否
定
と
の
判
断
を
画
一
化
し
て
、
臨
機
応
変
的
な
曖
昧
性
を
排
除
す
る
姿
勢

③
　肯
定
で
も
否
定
で
も
よ
い
が
、
ど
ち
ら
か
一
つ
に
決
定
す
る
主
体
性
の
堅
持

④
　肯
定
で
も
否
定
で
も
、
ど
ち
ら
か
一
つ
に
決
め
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
可
と
い
う
柔
軟
性

⑤
　肯
定
か
否
定
か
と
い
う
判
断
を
放
棄
す
る
、
優
柔
不
断
で
論
理
性
の
欠
如
し
た
因
習
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問
４

　傍
線
部
Ｃ
「
あ
い
だ
」
に
相
当
す
る
も
の
（
す
べ
て
本
文
中
に
あ
る
語
で
す
）
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

解
答
番
号
は

16

①
　あ
の
世

　
　②
　こ
の
世

　
　③
　家
の
中

　
　④
　人
が
住
む
世
界

　
　⑤
　隠
居
の
場
所

問
５
　傍
線
部
Ｄ
「
第
二
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
」
の
意
味
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

17

①
　一
番
目
に
優
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
の
次
位
に
優
れ
て
い
る
日
本
の
伝
統
文
化
と
い
う
意
味
。

②
　日
本
の
伝
統
文
化
を
第
一
と
し
た
ら
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
上
で
の
新
た
な
日
本
文
化
と
い
う
意
味
。

③
　従
来
の
日
本
文
化
の
欠
点
を
改
善
し
た
、
伝
統
と
は
一
味
違
う
革
新
的
な
日
本
文
化
と
い
う
意
味
。

④
　日
本
で
し
か
通
用
し
な
い
日
本
文
化
の
狭
い
枠
を
超
え
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
世
界
文
化
と
い
う
意
味
。

⑤
　日
本
文
化
を
第
一
に
優
先
す
る
従
来
の
価
値
観
に
囚
わ
れ
な
い
、
世
界
的
な
日
本
文
化
と
い
う
意
味
。

問
６
　傍
線
部
Ｅ
「
悔
し
か
っ
た
」
の
理
由
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

18

①
　日
本
文
化
に
精
通
し
て
日
本
に
帰
化
し
た
自
分
が
、
ま
だ
異
国
人
と
し
て
し
か
扱
っ
て
も
ら
え
な
い
と
思
っ
た
か
ら
。

②
　日
本
を
理
解
し
よ
う
と
努
力
し
て
も
本
当
の
と
こ
ろ
は
わ
か
ら
な
い
自
分
を
、
気
遣
っ
て
く
れ
て
い
る
と
思
っ
た
か
ら
。

③
　日
本
人
に
し
か
わ
か
ら
な
い
日
本
文
化
の
特
殊
性
を
、
外
国
人
で
あ
る
自
分
が
理
解
し
て
い
る
と
誤
解
さ
れ
た
か
ら
。

④
　日
本
の
文
化
を
本
当
に
愛
し
て
、
日
本
人
よ
り
理
解
し
て
い
る
自
分
を
、
日
本
人
は
妬
ん
で
い
る
と
気
づ
い
た
か
ら
。

⑤
　日
本
人
よ
り
日
本
人
的
で
あ
り
た
い
と
し
て
き
た
自
分
の
努
力
が
水
の
泡
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
自
ら
悟
っ
た
か
ら
。
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【
三
】
次
の
文
章
を
読
み
、
後
の
問
い
（
問
１
～
７
）
に
答
え
よ
。
な
お
、
設
問
の
都
合
上
、
本
文
を
省
略
、
改
変
し
た
箇
所
が
あ
る
。

名
を
聞
い
て
人
を
知
ら
ぬ
と
云
う
こ
と
が
随
分
あ
る
。
人
ば
か
り
で
は
な
い
。
す
べ
て
の
物
に
あ
る
。

私
は
子
供
の
時
か
ら
本
が
好
だ
と
云
わ
れ
た
。
少
年
の
読
む
雑
誌
も
な
け
れ
ば
、
巌
谷
小
波
君
の
お
伽
話
も
な
い
時
代
に
生
れ
た
の
で
、
お
祖
母
さ

ま
が
お
よ
め
入
の
時
に
持
っ
て
来
ら
れ
た
と
云
う
百
人
一
首
や
ら
、
お
祖
父
さ
ま
が
義
太
夫
を
語
ら
れ
た
時
の
記
念
に
残
っ
て
い
る
浄
瑠
璃
本
や
ら
、

謡
曲
の
筋
書
を
し
た
絵
本
や
ら
、
そ
ん
な
も
の
を
有
る
に
任
せ
て
見
て
い
て
、
①
凧
と
云
う
も
の
を
揚
げ
な
い
、
②
独
楽
と
云
う
も
の
を
廻
さ
な
い
。

隣
家
の
子
供
と
の
間
に
何
等
の
心
的
接
触
も
成
り
立
た
な
い
。
そ
こ
で
い
よ
い
よ
本
に
読
み
耽
っ
て
、
器
に
塵
の
附
く
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
の
物
の
名

が
記
憶
に
残
る
。
そ
ん
な
風
で
名
を
知
っ
て
物
を
知
ら
ぬ
片
羽
に
な
っ
た
。
大
抵
の
物
の
名
が
そ
う
で
あ
る
。
植
物
の
名
も
そ
う
で
あ
る
。

父
は
③
所
謂
蘭ら
ん

医い

で
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
語
を
教
え
て
遣
ろ
う
と
云
わ
れ
る
の
で
、
早
く
か
ら
少
し
ず
つ
習
っ
た
。
文
典
と
云
う
も
の
を
読
む
。
そ
れ

に
前
後
編
が
あ
っ
て
、
前
編
は
語
を
説
明
し
、
後
編
は
文
を
説
明
し
て
あ
る
。
そ
れ
を
読
ん
で
い
た
時
字
書
を
貸
し
て
貰
っ
た
。
蘭
和
対
訳
の
二
冊
物

で
、
大
き
い
厚
い
和
本
で
あ
る
。
そ
れ
を
引
っ
繰
り
返
し
て
見
て
い
る
う
ち
に
、
サ
フ
ラ
ン
と
云
う
語
に
④
撞
着
し
た
。
ま
だ
植
学
啓
源
な
ど
と
云
う

本
の
行
わ
れ
た
時
代
の
字
書
だ
か
ら
、
Ａ
音
訳
に
漢
字
が
当
て
嵌は

め
て
あ
る
。
今
で
も
そ
の
字
を
記
憶
し
て
い
る
か
ら
、
こ
こ
に
書
い
て
も
好
い
が
、

サ
フ
ラ
ン
と
三
字
に
書
い
て
あ
る
初
の
一
字
は
、
⑤
所
詮
活
字
に
は
有
り
合
せ
ま
い
。
依
っ
て
偏へ
ん
ぼ
う旁
を
分
け
て
説
明
す
る
。「
水
」
の
偏
に
「
自
」
の

字
で
あ
る
。
次
が
「
夫
」
の
字
、
又
次
が
「
藍
」
の
字
で
あ
る
。

①

　

「
お
父
っ
さ
ん
。
サ
フ
ラ
ン
、
草
の
名
と
し
て
あ
り
ま
す
が
、
ど
ん
な
草
で
す
か
。」

「
花
を
取
っ
て
干
し
て
物
に
色
を
附
け
る
草
だ
よ
。
見
せ
て
遣
ろ
う
。」

父
は
薬
箪
笥
の
抽
斗
か
ら
、
ち
ぢ
れ
た
よ
う
な
、
黒
ず
ん
だ
物
を
出
し
て
見
せ
た
。
父
も
生
の
花
は
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
私
に

は
た
ま
た
ま
名
ば
か
り
で
な
く
て
物
が
見
ら
れ
て
も
、
干
物
し
か
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

②

 

二
、
三
年
前
で
あ
っ
た
。
汽
車
で
上
野
に
着つ

い
て
、
人
力
車
を
倩や
と

っ
て
団
子
坂
へ
帰
る
途
中
、
東
照
宮
の
石
壇
の
下
か
ら
、
薄
暗
い
花
園
町
に
掛
か

る
時
、
道
端
に
筵
を
敷
い
て
、
球
根
か
ら
す
ぐ
に
紫
の
花
の
咲
い
た
草
を
列
べ
て
売
っ
て
い
る
の
を
見
た
。
子
供
か
ら
半
老
人
に
な
る
ま
で
の
間
に
、

サ
フ
ラ
ン
に
対
す
る
智
識
は
余
り
進
ん
で
は
い
な
か
っ
た
が
、
図
譜
で
生
の
花
の
形
だ
け
は
知
っ
て
い
た
の
で
、「
お
や
、
サ
フ
ラ
ン
だ
な
」
と
思
っ

た
。
花か

き卉
と
し
て
東
京
で
い
つ
頃
か
ら
弄
も
て
あ
そば
れ
て
い
る
か
知
ら
な
い
。

③
 

こ
の
旅
は
ど
こ
へ
往
っ
た
旅
で
あ
っ
た
か
知
ら
ぬ
が
、
朝
旅
宿
を
立
っ
た
の
は
霜
の
朝
で
あ
っ
た
。
も
う
温
室
の
外
に
は
あ
ら
ゆ
る
花
と
云
う
花
が

な
く
な
っ
て
い
る
頃
の
事
で
あ
る
。
山さ
ざ
ん
か

茶
花
も
茶
の
花
も
な
い
頃
の
事
で
あ
る
。

サ
フ
ラ
ン
に
も
種
類
が
多
い
と
云
う
こ
と
は
、
こ
れ
も
い
つ
や
ら
何
か
で
読
ん
だ
が
、
私
の
見
た
サ
フ
ラ
ン
は
ひ
ど
く
遅
く
咲
く
花
で
あ
る
。
併し
か

し
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Ｂ
極
端
は
相
接
触
す
る
。
ひ
ど
く
早
く
咲
く
花
だ
と
も
云
わ
れ
る
。
水
仙
よ
り
も
、（

注
）
ヒ
ア
シ
ン
ト
よ
り
も
早
く
咲
く
花
だ
と
も
云
わ
れ
る
。

去
年
の
十
二
月
で
あ
っ
た
。
白
山
下
の
花
屋
の
店
に
、
二
銭
の
正
札
附
で
サ
フ
ラ
ン
の
花
が
、
二
、
三
十
、
干
か
ら
び
た
球
根
か
ら
咲
き
出
た
の
が

列
べ
て
あ
っ
た
。
私
は
散
歩
の
足
を
駐と

め
て
、
球
根
を
二
つ
買
っ
て
持
っ
て
帰
っ
た
。

④

私
は
店
の
爺じ

い
さ
ん
に
問
う
て
見
た
。

「
爺
い
さ
ん
。
こ
れ
は
土
に
活
け
て
置
い
た
ら
、
又
花
が
咲
く
だ
ろ
う
か
。」

「
え
え
。
好よ

く
殖ふ

え
る
奴
で
、
来
年
は
十
位
に
な
り
ま
さ
あ
。」

「
そ
う
か
い
。」

私
は
買
っ
て
帰
っ
て
、
土
鉢
に
少
し
ば
か
り
庭
の
土
を
入
れ
て
、
そ
れ
を
埋
め
て
書
斎
に
置
い
た
。

花
は
二
、
三
日
で
萎し
お

れ
た
。
鉢
の
上
に
は
袂た
も
と
く
ず屑

の
よ
う
な
室
内
の
塵
が
一
面
に
被か
ぶ

さ
っ
た
。
私
は
久
し
く
目
に
も
留
め
ず
に
い
た
。

⑤

す
る
と
今
年
の
一
月
に
な
っ
て
か
ら
、
緑
の
糸
の
よ
う
な
葉
が
叢む
ら

が
っ
て
出
た
。
水
も
遣
ら
ず
に
置
い
た
の
に
、
活
気
に
満
ち
た
、
青
々
と
し
た
葉

が
叢
が
っ
て
出
た
。
物
の
生
ず
る
力
は
驚
く
べ
き
も
の
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
抗
抵
に
打
ち
勝
っ
て
生
じ
、
伸
び
る
。
定
め
て
花
屋
の
爺
い
さ
ん
の
云
っ

た
よ
う
に
、
段
々
球
根
も
殖
え
る
こ
と
だ
ろ
う
。

硝ガ
ラ
ス
ど

子
戸
の
外
に
は
、
霜
雪
を
凌し
の

い
で
福
寿
草
の
黄
い
ろ
い
花
が
咲
い
た
。
ヒ
ア
シ
ン
ト
や
貝ば
い
も母

も
花
壇
の
土
を
裂
い
て
葉
を
出
し
は
じ
め
た
。
書
斎

の
内
に
は
サ
フ
ラ
ン
の
鉢
が
相
変
ら
ず
青
々
と
し
て
い
る
。

〈
中
略
〉

こ
れ
は
サ
フ
ラ
ン
と
云
う
草
と
私
と
の
歴
史
で
あ
る
。
こ
れ
を
読
ん
だ
ら
、
い
か
に
私
の
サ
フ
ラ
ン
に
就
い
て
知
っ
て
い
る
こ
と
が
貧
弱
だ
か
分

か
る
だ
ろ
う
。
併
し
Ｃ
ど
れ
程
疎
遠
な
物
に
も
た
ま
た
ま
行ゆ

き
ず
り摩

の
袖
が
触
れ
る
よ
う
に
、
サ
フ
ラ
ン
と
私
と
の
間
に
も
接
触
点
が
な
い
こ
と
は
な
い
。

物
語
の
モ
ラ
ル
は
只た
だ

そ
れ
だ
け
で
あ
る
。

宇
宙
の
間
で
、
こ
れ
ま
で
サ
フ
ラ
ン
は
サ
フ
ラ
ン
の
生
存
を
し
て
い
た
。
私
は
私
の
生
存
を
し
て
い
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
サ
フ
ラ
ン
は
サ
フ
ラ
ン
の

生
存
を
し
て
行
く
で
あ
ろ
う
。
私
は
私
の
生
存
を
し
て
行
く
で
あ
ろ
う
。

〔
森
鷗
外
「
サ
フ
ラ
ン
」
に
よ
る
〕

（
注
）
ヒ
ヤ
シ
ン
ス
の
こ
と
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問
１

　傍
線
部
①
～
⑤
の
漢
字
の
読
み
と
し
て
、
一
つ
だ
け
間
違
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
を
、
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

19

①
　凧た

こ

　
　②
　独こ

ま楽

　
　③
　所い

わ
ゆ
る謂

　
　④
　撞ど

う
ぎ着

　
　⑤
　所し

ょ
せ
ん詮

問
２
　傍
線
部
Ａ
に
あ
る
よ
う
に
、
昔
は
外
国
名
も
カ
タ
カ
ナ
で
は
な
く
漢
字
で
表
記
し
て
い
た
。
次
の
①
～
⑤
の
組
み
合
わ
せ
の
う
ち
、
一
つ
だ
け

間
違
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
を
、
選
べ
。
解
答
番
号
は

20

①
　ア
メ
リ
カ
＝
亜
米
利
加

　
　②
　イ
ギ
リ
ス
＝
英
吉
利

　
　
　
　
　
　③
　フ
ラ
ン
ス
＝
仏
蘭
西

④
　ド
イ
ツ
＝
独
逸

　
　
　
　
　⑤
　オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
＝
王
洲
羅
利

問
３
　次
の
ア
～
ウ
の
語
句
は
、
本
文
中
の
①
～
⑤
の
ど
の
空
欄
に
位
置
し
て
い
た
か
。
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
べ
。

解
答
番
号
は
ア

21

　
　イ

22

　
　ウ

23

ア

　兎
に
角
サ
フ
ラ
ン
を
売
る
人
が
あ
る
と
云
う
こ
と
だ
け
、
こ
の
時
始
て
知
っ
た
。

イ

　サ
フ
ラ
ン
を
我
物
と
し
た
の
は
こ
の
時
で
あ
る
。

ウ

　こ
れ
が
私
の
サ
フ
ラ
ン
を
見
た
初
で
あ
る
。

問
４

　傍
線
部
Ｂ
の
例
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

24

①
　早
生
ま
れ
の
子
は
次
の
年
の
早
生
ま
れ
の
子
と
同
学
年
に
な
る

②
　極
悪
人
は
限
り
な
く
善
人
に
近
づ
く

③
　南
極
は
北
極
と
地
続
き
に
な
っ
て
し
ま
う

④
　蛇
の
道
は
蛇
と
言
う
よ
う
に
類
は
友
を
呼
ぶ

⑤
　晩
春
は
初
夏
と
区
別
し
に
く
く
な
る

問
５
　傍
線
部
Ｃ
の
意
味
内
容
に
近
い
「
諺
」
と
し
て
正
し
い
表
記
を
し
て
い
る
も
の
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

25

①
　袖
振
り
合
う
も
他
生
の
縁

　
　②
　袖
触
れ
合
う
も
多
少
の
縁

　
　③
　胸
襟
を
開
い
て
話
す
仲

④
　裾
触
れ
合
う
も
前
世
の
縁

　
　⑤
　裾
す
り
合
う
も
男
女
の
仲
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問
６

　本
文
の
筆
者
＝
森
鷗
外
の
作
品
を
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。（
高
等
学
校
の
国
語
の
教
科
書
に
よ
く
載
っ
て
い
る
作
品
で
す
）

解
答
番
号
は

26

①
　坊
っ
ち
ゃ
ん

　
　②
　舞
姫

　
　③
　鼻

　
　④
　走
れ
メ
ロ
ス

　
　⑤
　ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森

　
　

問
７
　本
文
は
次
の
①
～
⑤
の
ど
の
ジ
ャ
ン
ル
に
類
す
る
か
。
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

27

①
　学
術
論
文

　
　②
　史
伝

　
　③
　戯
曲

　
　④
　随
筆

　
　⑤
　散
文
詩
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